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１ 調査研究の概要 
 

１．１ はじめに 

 

  新見市は岡山県の西北端に位置し、平成１７年３月３１日、近隣５市町(新見市、大佐町、神   

 郷町、哲多町、哲西町)の合併により、新「新見市」として誕生した、面積７９３．２７ｋ㎡、  

 人口３６、０７３人（平成２２年度国勢調査結果）の市である。   

本市では、新市誕生に際し「情報文化都市」を目標の一つとして掲げ、『新見市総合振興計  

 画』に基づき『新見市地域情報化計画』にて情報化施策の展開・方向性を具体的に策定してい 

 る。 

そして、地域情報通信基盤整備推進事業等で市全域に光ファイバを敷設する「ラストワンマ 

イル事業」を実施し、市内全世帯及び主要公共施設でインターネットが利用できる環境が整備

されている。 

また、ほぼ市内全世帯において携帯電話の不感が解消されている。 

教育現場では、これら情報通信基盤の利活用を図り、小学校における教育指導の充実と学校 

間の情報交換の効率化を促進するため、これまで、パソコン教室の整備や教員への１人１台の

パソコン配備、市内小中学校への地上デジタルテレビの整備やインタラクティブ・ホワイト・

ボード（以下「ＩＷＢ」という。）の配備等、教育の情報化を順次進めてきた。 

加えて、社会のグローバル化に対応した教育推進策として、英語教育強化のため、ＡＬＴ導

入等による国際理解教育の更なる充実にも取り組んできた。 

このような状況の中、平成２２年度の「地域雇用創造ＩＣＴ絆プロジェクト（教育情報化事

業）（以下「ＩＣＴ絆プロジェクト」という。）及び、平成２３年度の「フューチャースクー

ル推進事業（中学校及び特別支援学校分）」に参画した。 

そしてその中で、ＩＣＴ機器の利活用による、教員と児童の協働学習を毎週継続して行うと

同時に、授業中、放課後、休校期間での自己学習にも取り組んでいる。 

また、教員の教育指導力の更なる向上を図るため、ＩＣＴ技術知識の習得等を目的に教育研

修も行っている。 

これらの経験は、児童・生徒と教員の協働学習及び自己学習の取り組みに留まらず、学校・

家庭・地域社会が一体となり、協働して開かれた学校づくりを行う原動力ともなっている。 

現状においても教育現場へのＩＣＴの導入は推進しているが、ＩＣＴ機器を利活用した教育

推進校は小学校・中学校の各１校であり、引き続き本フューチャースクール推進事業実証校を

中学校の教育情報化モデル校とし、市が目指す「義務教育期間９年間を通じたＩＣＴ教育」の

モデルケースを完成させ、市内小中学校への展開・普及を図りたいと考えている。 

また、少子高齢化が進展する地方のモデルとして、少人数で構築できる、学校・家庭等、各

種教育現場での効果的なＩＣＴ利活用方法について実証研究を行いたいと考えている。 
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１．２ 実証校の概要（平成２５年度） 

 

○実施校名 

〒７１９－３７０１ 岡山県新見市哲西町矢田３１９３ 

新見市立哲西中学校 

 

○全クラス数：４クラス 

第１学年～第３学年：各学年１クラス 計３クラス  

特別支援学級（すみれ学級）１クラス 

 

○全生徒数：６０人（男子：２８人、女子：３２人） 

 

○学年の概要 

第１学年：男子１１人 女子 ９人  計２０人 

第２学年：男子 ７人 女子１４人   計２１人  

第３学年：男子１０人 女子 ９人   計１９人 

 

○備考 

第１学年の男子生徒数には、特別支援学級の男子２人を含む。 

第２学年の男子生徒数には、特別支援学級の男子１人を含む。 
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１．３ 事業の内容 

 

１．３．１ ＩＣＴ支援員の確保・配置、支援の方法概要 

 

  平成２３年度「フューチャースクール推進事業」において、ＩＣＴ支援員として業者委託に  

 より市内の人材１名を確保、実証校専任とし配置し、教員への各種機器及びシステムの利活用 

 方法や、生徒が利用する機器の操作補助等を行い、安定した授業支援体制を整えた。 

平成２５年度も引き続き配置したＩＣＴ支援員を活用し、安定した授業支援体制を保ちなが

ら、更なる支援体制の充実を図る。 

加えて、効率的かつ合理的に事業運営を図るため、ＩＣＴ絆プロジェクトにて確保・育成し

たＩＣＴ人材との意見交換等も行いながら、授業及びシステム等の運営に万全を期すとともに、

将来的に当該ＩＣＴ人材を活用しつつ、市内全域への展開を考慮に入れ、継続的に学校教育に

係る新規ＩＣＴ人材の確保と育成を図る。 

 

（１） 配置現状 

  

・平成２４年度に引き続き実証校専任のＩＣＴ支援員１名が配置されている。 

・ＩＣＴ支援員は、職員室に机があり、そこで勤務している。 

 

（２） 取組状況 

 

（２）－１ 授業運営・作業支援 

 

・授業におけるＩＣＴ関連機器等の操作・利用支援 

・授業でＩＣＴ機器を利活用する場合の機器・システムの準備等 

・ＩＣＴ関連機器等を利用した授業の運営補助 

・既存教材の電子化（紙媒体による教材のＰＤＦ化等） 

＊生徒は、「neu.Annotate」及び「SketchBook」というＰＤＦ注釈及び描画アプリを利用して、 

ワークシートを完成させたり、プリントへの回答を行っているため、教員がＭｉｃｒｏｓ

ｏｆｔ Ｏｆｆｉｃｅや一太郎で作成していたものを、ｉＰａｄで使用できるようにＪｐ

ｅｇ及びＰＤＦ化している。 

・グループ学習や個人学習のワークシート作成 

・システムで利用する教材等の作成支援 

・その他、授業運営に関るシステム、ＩＣＴ機器利活用に係わる支援 

 

（２）－２ システム及びＩＣＴ関連機器の管理・運用 

 

・システム及びＩＣＴ関連機器の管理・運用（全般） 

・教育システム、デジタルコンテンツ等のインストール追加作業 

・アカウント更新、追加登録作業 

・無線ＬＡＮアクセスポイントの設定変更等作業 

・ネットワーク機器の設定変更等作業 
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（２）－３ 夏期休業中の取組状況 

 

・授業はないものの、ＩＣＴ機器の設定や管理、運用面での作業を行った。 

・校内での研修や研究会に参加した。 

・ 授業の再開に向けて、教材作成やアプリの検討し、新規アプリのインストールと既存アプ   

リの削除 

・ｉＰａｄのリフレッシュ及び管理 

・スタイラスペンの修理 

・平成２３年度からの授業実践例作成及びまとめ（ねらいと効果を含める。） 

・各種マニュアルの作成 

 ＊平成２６年度に市内全中学校への導入を予定しており、それに伴いＩＣＴ支援員を１

名追加するため、ＩＣＴ関連機器及びアプリの利用マニュアルを整理かつ作成。 

  

（２）－４ ＩＣＴ支援員研修 

 

・ 学びのイノベーション事業に伴うデジタル教科書（理科・社会）のインストールによる支

援員研修（教員研修も実施）。  

・ 広島県教科用図書販売株式会社の情報モラル教育支援ソフトの『事例で学ぶＮｅｔモラル』

インストールによる支援員研修。  

・ 支援員のＩＣＴ研修として、高尾小学校で開催されたアプリ「ロイロノート」研修会へ参

加。 

 ・研修の一環として、平成２５年度高尾小学校公開授業研修会へ参加。 

 

（３） 課題と対応 

 

 ・ 新年度が始まり、異動により転入された教員が３名いたため、ＩＣＴ支援員の授業支

援、補助が重なることがあり、対応が遅れることが懸念されたが、現状においては、事

前に入念なチェック等を行うことで、頻繁には発生してはいない。 

また、哲西中において本事業の当初より携わり、ＩＣＴ機器に慣れている教員が、軽

微な不具合には対応することもできており、教員のＩＣＴスキルも向上している。 

・ 平成２６年度より、哲西中学校を除く市内全中学校５校で、校内無線ＬＡＮネットワ

ーク等のＩＣＴ環境を構築し、１人１台へのタブレットＰＣ及び普通教室へのＩＷＢの

配備する。また、中学校担当ＩＣＴ支援員として、現哲西中学校ＩＣＴ支援員に加え、

新たに１名を雇用し、２名体制で巡回支援を実施する。 

  整備されるまでは、２名体制で哲西中学校にて勤務し、年度更新作業や設定、トラブ

ル等に対応しつつ、操作や教材作成等を行うと伴に、現支援員がＯＪＴとして指導・教

育等を行う予定である。 

 ・ フューチャースクール推進事業において、ＩＣＴ機器の搬入・設置については、早期

に導入できる機器から順次、導入・設置を行い、設定後すぐに教員向けの説明会を開催

し、すぐに利用できるように配慮した。 

順次導入することで、機器の操作等、教員が一度に把握すべき事項を少なくし、教員

ができるだけ早くＩＣＴ環境に慣れることができ活用に結びついた。 

そのため、教員の主な研修会の開催については夏休みを利用して行う計画であり、生

徒へのｉＰａｄの配布はそれ以降を予定しているが、教員用ｉＰａｄ及びＩＷＢについ

ては、早期に導入する計画としている。 

・ ＩＷＢについては、教員と生徒、生徒同士の協働授業の中心となり、スムーズな操作

の習得が必要であるため、当初はＩＷＢ単体ではあるが授業での利活用をしつつ、空き

時間や放課後等に研修を行っていく。 
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ｉＰａｄについては、導入当初は教員にのみｉＰａｄを配布し、操作やアプリに慣れ

てもらいつつ、ＩＣＴ利活用教育への理解を深めてもらう。そして、教員の研修期間後

に生徒への配布を計画しているが、教員が自主的に教員用ｉＰａｄのみとＩＷＢを利活

用した授業の実施を希望する場合は行ってもらい、各学校におけるＩＣＴ利活用教育の

中心となってもらう。 

 ・ 高尾小及び哲西中でのＩＣＴ利活用教育経験者による公開授業や研修会を開催し、実

際の利活用場面を見てもらうことでＩＣＴ利活用教育への理解を図り、利活用授業の実

践のヒントとしてもらう。 

また、各中学校で目標を掲げ、ＩＣＴ利活用教育を実践する中で、市内中学校教員に

よる同一教科の研究会等でＩＣＴ利活用授業について位置づけを明確にし、教科教育の

高度化を図り、教員のＩＣＴスキルも向上させる。 

 

１．３．２ ＩＣＴ関連機器・環境の整備内容概略 

 

  本事業による教育の情報化の取り組みの中で、学校教育におけるＩＣＴの利活用を推進する  

 ために整備する内容は以下のとおりである。 

・タブレットＰＣ（ｉＰａｄ）：７５台（平成２５年度レンタル台数） 

・ＩＷＢ：１１台（平成２３年度整備済） 

・ＩＣＴ支援員用パソコン：２台（平成２３年度整備済） 

・タブレットＰＣ用充電保管庫：２０台収容ラック６台（平成２３年度整備済） 

・校内（敷地内）無線ＬＡＮネットワークの構築にかかる機器（平成２３年度整備済） 

・各種デジタル教材及びシステムの開発・導入（平成２３年度整備済） 

 

１．３．３ システム構成・利活用方法 
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１．３．４ 実証体制 

 

  平成２４年度に引き続き、ＩＣＴ絆プロジェクトにおいて設置された新見市教育情報化推進  

 協議会を中心に実証体制を整え、本事業の推進方策の検討や推進状況等のチェック、実証テー 

 マの検証等成果や課題を明らかにしていく。なお、システム開発及び導入設定、校内無線ＬＡ 

 Ｎネットワーク等保守、ＩＣＴ関連機器のレンタル、調査等報告書作成等の業務については、 

 専門的知識やノウハウを持つＩＣＴ教育支援事業者からのアドバイスを受けながら、効率的か 

 つ合理的に実証を行う。 

   

実施体制 

協議会 

 

名称 取組状況 

新見市教育情報化 

推進協議会 

■目的 

・教育の現場におけるＩＣＴ教育導入にむけた協議 

・ＩＣＴ人材に求める能力要件の協議 

・ＩＣＴ人材育成及び利活用方法の取り組みの協議 

・その他ＩＣＴ利活用事業の推進に必要な協議 

 

■設立年月日：平成２２年１２月 

■開催回数：最低月１回 

■活動実績 

平成２２年度「情報通信技術地域人材育成・活用事業」

におけるＩＣＴ関連機器及びデジタル教材等の選定など、

ＩＣＴ教育導入にむけた協議・検討を行った。 

  平成２３年度からは「フューチャースクール推進事業」

並びに「学びのイノベーション事業」におけるＩＣＴ関連

機器の利活用方法及び利活用授業案作成のための助言な

ど、ＩＣＴ教育導入にむけた協議・検討を行っている。 

運営体制（協議会の主な構成員） 

 団体・氏名 役 割 

教育委員会・教育長 

中田 省吾 

（プロジェクトリーダー） 

全体統括、事業予算の決定 

教育委員会・学校教育課長 

藤森 貴広 

（サブ・プロジェクトリーダー） 

事業全体の企画立案、協議会運営、関係者の調整 
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総務部 情報管理課長 

吉井 龍吾 

事業全体の企画立案、総務省への連絡、関係者の調整、 

全体進捗管理 

高尾小学校・校長 

古川 英明 

平成２２年度研究実施校として総括する立場からの広角的

なアドバイス、事業企画相談役 

高尾小学校・教員 

田邉  眞 

 

平成２２年度研究実施校として、現状の教育の現場における

ＩＣＴ教育の現状報告、生徒と密着した立場からの実用面の

アドバイス、今後の取り組みの方針決定への意見、ＩＣＴ利

活用方法、ＩＣＴ人材の要件抽出 

新見市教育研修所 

情報教育部会部長 

加藤 幸信 

新見市教育研修所情報教育部会部長として、総括する立場か

らの広角的なアドバイス、事業企画相談役 

新見南小学校・教員 

古玉浩一郎 

学校のＩＣＴ利活用状況を把握する立場からＩＣＴ人材雇

用、ＩＣＴ利活用方法、ＩＣＴ人材等の要件抽出 

新見南中学校・教員 

藤井 幸治 

学校のＩＣＴ利活用状況を把握する立場からＩＣＴ人材雇

用、ＩＣＴ利活用方法、ＩＣＴ人材等の要件抽出 

本事業選定校 

哲西中学校・校長 

名越 礼祥 

本事業研究実施校として総括する立場からの広角的なアド

バイス、事業企画相談役 

本事業選定校 

哲西中学校・教員 

小林 佳夫 

本事業研究実施校として、現状の教育の現場におけるＩＣＴ

教育の現状報告、生徒と密着した立場からの実用面のアドバ

イス、今後の取り組みの方針決定への意見、ＩＣＴ利活用方

法、ＩＣＴ人材の要件抽出 

新見公立短期大学・准教授 

斎藤 健司 

大学准教授として、研究者の立場からのＩＣＴ利活用教育に

関する広角的なアドバイス 
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岡山大学大学院教育学研究科  

准教授 岡崎 正和 
研究教科等に関する有識者 

再委託先 

 

名称・団体 役割と再委託理由 

株式会社 エデュアス 

ソフトバンクテレコム株式会社 

ＩＣＴ機器の操作、使用感に関する課題抽出及び教員への利

用方法についてのアドバイスを行う。 

 

＜再委託の理由＞ 

ＩＣＴ支援員の役割上、情報システムやコンピュータシス

テム全般に渡る幅広い知識が求められる。学校内のインフラ

を支えるネットワークの知識、サーバやＰＣなどのハードウ

ェアの知識、ソフトウェアやオペレーティングシステムの知

識、学校レイアウトの知識などに精通している必要がある。

安定運用支援、教員へのサポート能力が必要とされる。 

ＩＣＴ人材の安定確保、採用のノウハウ等を鑑みＩＣＴ支

援員提供会社へ再委託する。 

 株式会社 エデュアス 

ＩＣＴ環境・利活用における専門知識を踏まえた技術的な課

題の抽出・分析をアドバイス。 

 

＜再委託の理由＞ 

実証における安定運用、新見市のＩＣＴ利活用教育におけ

る課題の抽出・分析を連携して行うため、システム開発及び

導入設定、調査等報告書作成等の業務について、専門的知識

やノウハウを持つ支援事業者の支援を得るため再委託する。 

業者選定は、教育分野においてコンサルティングから設計、

開発、運用・保守・管理までを一括で請け負った実績を評価

する。 
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○地域協議会の開催状況、概要 

   

協議会 内容 主な意見 

第１回 

・日時 

６月２８日（金） 

・場所 

 哲西中学校 

○公開授業 

 

○第１回地域協議会 

＜概要＞   

・総務省「フューチャースクー 

 ル推進事業」及び文部科学省 

 「学びのイノベーション事業」 

 の平成２５年度の取組等につ 

 いて    

・「平成２５年度フューチャース

クール推進事業」の取組につ

いて 

・「平成２５年度学びのイノベー

ション事業」の取組について 

・本日の授業について 

・生徒はいつ見てもうまく使いこな

している。見ていて自然である。 

・転勤してきた先生も慣れてはいな

いものの努力が目に見える。 

・事業の最後の年となるので、結果

をまとめていただきたい。 

・高尾小と哲西中だけでなく、市内

全域に導入していけるよう検討

願いたい。 

 

第２回 

・日時 

９月１８日（水） 

・場所 

 哲西中学校 

○公開授業 

 

○第２回地域協議会 

＜概要＞ 

・本日の公開授業について 

・総務省「フューチャースクール

推進事業」及び文部科学省「学

びのイノベーション事業」哲西

中学校公開授業研究会の概要に

ついて 

 

○研究会打合会 

・授業者、司会者、指導助言者、

担当支援員が分かれて、当日の

授業案についての検討や、研究

協議の打合せを行った。 

・生徒は授業の中で自然とｉＰａｄ

を文房具のように利用できてい

る。 

・アプリやシステムが利用できなく

なった際の代替え案等も検討し

ておくべきである。 

・ＩＣＴ機器をいつ、どこで、何の

ために使うかを考えて、授業を作

っていく必要がある。 

・折角の成果を無駄にしないために

も、市内全小中学校へも普及させ

てほしい。 

 

第３回 

・日時 

２月２５日（火） 

・場所 

 まなび広場にいみ 

○第３回地域協議会 

＜概要＞ 

・先進地視察報告 

・新見市教育情報化の推進に向け 

 て１ 

・１０月の研究会には、業者等を含

め１３６名の参加者があり、教育

委員会、学校等の視察も多かっ

た。 

・３年間の実証研究を終え、次年度

の市内全中学生への展開にあた

り、哲西中の教員が市のＩＣＴT

教育推進のリーダーとして広め

ていくことと期待をしている。 

・生徒のプレゼン・コミュニケーシ

ョン能力が向上しており、教員も

教員同士の連携により、活用技能

が向上している。 

・ハイパーＱＵや学力テストの結果

からも効果が認められた。 
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・先進地視察より、学力の向上との

関連についてもっと意識し、成果

の検証を進めていかなければな

らないと改めて感じた。 

第４回 

・日時 

３月１１日（火） 

・場所 

 まなび広場にいみ 

○第４回地域協議会 

＜概要＞ 

・研修会参加報告 

・新見市教育情報化の推進に向け 

 て２ 

 

・高尾小並びに哲西中での実証研究

を受けて、平成２６年度に中学校

におけるＩＣＴ教育を推進して

いく。タブレットＰＣ、ＩＷＢ、

校内無線ＬＡＮネットワークシ

ステムを構築し、全ての中学校で

授業実践を行う。 

・新見市に導入されていく際に、目

指すところをどのように考えて

いくかをしっかり示し、学力アッ

プのためだけではなく、授業改善

など学力を少し離れたところも

考えていただきたい。 

・タブレットＰＣやスマフォ等が普

及し、すでに家庭でゲームや通信

機器として使用している状態で、

ｉＰａｄを授業で使用するとい

う意識を変えることは、とても難

しいと思われる。 

・Ｈ２６年度、高尾小は一つの核と

なって授業公開を行い、市内を中

心に先生方に授業を見ていただ

く。特に、夏季休業中に模擬授業

を行い、先生方に実際生徒になっ

ていただき体験してもらうこと

が一番効果的だと思う。 
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○第１回地域協議会：Ｈ２５．６．２８（金） 

 

・公開授業 

１年生 英語 

  

２年生 家庭科 

  

３年生 社会 
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すみれ学級 数学 

  

 

・第１回地域協議会 
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○第２回地域協議会：Ｈ２５．９．１８（水） 

 

・公開授業 

１年生 理科 

  

２年生 国語 

  

３年生 社会 
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すみれ学級 国語 

  

 

・第２回地域協議会 

 

  

  

 

 

 

 

 

 



- 15 - 

 

・研究会打合会 

１年生 理科 

  

２年生 国語 

  

３年生 社会 
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すみれ学級 国語 

  

 

○第３回地域協議会：Ｈ２６．２．２５（月） 

 ＊都合により画像なし 

 

○第４回地域協議会：Ｈ２６．３．１１（火） 
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２ 実証テーマ及び検証方法 
 

２．１ 「学び」におけるＩＣＴ利活用 

 

  小規模中学校としての特性を活かし、教科を横断して全教員における利活用の推進を進めな  

 がら、「学び」におけるＩＣＴ利活用の確立に向けた課題抽出と解決を行う。 

平成２３年度から、デジタル教科書・教材などの利活用、紙媒体の資料の電子化による利活

用、画面共有や無線ＬＡＮ通信を利活用した双方向の質疑・アンケート機能などのアプリケー

ションの基本的な機能やそれを応用しての利活用を行っている。そして、さまざまなｉＰａｄ

アプリケーションを利用しながら授業等を行う中で、哲西中学校のスタイルが定着してきた。 

このような利活用の中で、平成２５年度においても、ＩＣＴ利活用教育における課題を抽出・

分析した上で、基礎学力、自己学習能力、情報活用能力の向上などの目標を設定する。 

同時に、目標達成に向けた授業案及び指導案の作成のために、発達的な観点と個人差の観点

から、生徒一人一人の理解度や習熟度などの実態を的確に把握するとともに、授業等に活かせ

るＩＣＴ関連機器や各種システム及びデジタル教材などの有効な利用方法の研究や研修会を開

催する。 

さらに、タブレットＰＣ利活用の有効性を検証するため、「関心・意欲・態度」「思考・判

断」「技能・表現」「知識・理解」などの観点から、タブレットＰＣの利活用についても、到

達目標を設定し、単元（題材）の学習を通して、総括的に評価する。 

また、ＩＣＴ利活用に係る授業の成果を明らかにするため、授業等の記録簿を作成し、効果

的な利活用について記録し、その効果等について校内研修等を実施し報告することで、教員が

情報を共有し合い、本中学校のＩＣＴ利活用教育の確立に向けて取り組む。 

合わせて、ＩＣＴ絆プロジェクトにおいて選定した高尾小学校の授業スタイルも確立されつ

つあり、この実践を通して明らかになった課題や問題点などをふまえ本事業を遂行するととも

に、小学校と中学校との比較を行い、導入方法や利用方法及び利用アプリについて検討する。 

・基礎学力の向上、自己学習能力の向上、動機付けのためのＩＣＴの利用 

・家庭や地域との連携や学習以外でのタブレットＰＣ・各種アプリケーションの利用 

・市内への展開を考慮した教材プラットフォーム等充実のためのクラウド・サービスの利用 

・知的能力及び生産性を向上させるための放課後や家庭でのタブレットＰＣの利活用 

・ 個人的ツールとしての利活用だけでなく協働でのツール、表現能力向上のツールとして

のアプリケーションの利活用 

・ 上記の利活用において必要になる教員の研修会・情報共有（各種システム及びデジタル

教材等、それらを組み入れた授業案及び指導案の作成等）等の実施、体制・運用整備 

 

上記のような取組の中で、ｉＰａｄで生徒が作成したデータや教員が作成したデータの保存

について、平成２３年度に試用したオンラインストレージ利用は、共有フォルダとして利用し

つつ、新見市情報センターに協働学習支援システムサーバを移設し、利用することで手法等を

検討していく。 
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２．１．１ 平成２５年度における検証 

 

  平成２４年度は、ｉＰａｄ本体の容量も加味して、保管したデータを整理する時期を決定し、  

 その後ＰＣ教室のパソコンから記憶媒体（ＣＤ－ＲＷなど）にデータを移す作業を生徒自身に  

 行わせ、自己管理を徹底させた。 

新見市では、平成１７年度から１９年度にかけて、地域情報通信基盤整備推進事業等で市全

域に光ファイバを敷設する「ラストワンマイル事業」を実施し、市内全世帯及び主要公共施設

でインターネット環境が整備されている。 

ＩＣＴ絆プロジェクト及び本事業において、このラストワンマイル網を活用し、域内へサー

バを設置し、学校、ＩＣＴ人材、教育委員会、生徒の自宅等で利用できる環境を構築した。 

現在、教職員の作成した教材等については、教職員それぞれのＰＣや学校が所有するネット

ワーク対応ＨＤＤ（Ｌｉｎｋ Ｓｔａｔｉｏｎ）に保存し、学校内で共有されているが、将来  

的には、この新見市ラストワンマイル域内へ設置したサーバを利用した教材プラットフォーム

内に教職員用の教材倉庫を設置し、市内小学校及び中学校への展開及び普及を図り、プラット

フォーム内における教材及びコンテンツを拡充させていきたいと考えており、その手法等につ

いて検討していく。 

その前段階として、平成２５年度は、協働学習支援システムサーバを新見市情報センターへ

移設し、そのサーバを教材保管庫として利用し、更なる利活用方策について 検討するためにも、

本事業で選定した中学校において引き続きＩＣＴ利活用教育おける課題や問題点を抽出し、そ

の解決と新見市のＩＣＴ利活用教育の確立に向けて取り組んでいく。 

そして、平成２５年度の事業で計画されている、実証校間の教材共有や教員間の交流などを

行うことができるクラウドサービスの導入及び利用について取り組むことで、課題や問題点を

抽出しながら、オンラインストレージによる教材保管庫やソーシャルネットワーキングを利用

した教員ＳＮＳなどについても検討していき、更なる利活用方策についても検討していく。 

また、多目的室での全生徒及び教員の無線ＬＡＮネットワーク利用、ＦａｃｅＴｉｍｅ利用

時の無線ＬＡＮアクセスポイント（以下「ＡＰ」という。）への負荷を考慮して、ＡＰの増設

を実施し、更なる検討・検証を行う。 

   

２．１．２ 検証方法 

   

・システムから取得する利用状況データの分析 

・教科別、アプリケーション別利用状況の分析 

・教員、生徒へのアンケート（事前・事後） 

・教員・ＩＣＴ支援員へのヒアリングによる定性的なデータの把握 

・システム構築事業者・ＩＣＴ支援員ヒアリングによる構築・運用面における課題の分析 
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Ⅰ） ＩＣＴ環境の利活用に際しての情報通信技術面等の課題の抽出・分析 

 

Ⅰ）－１ ＩＣＴ環境の運用 

 

（１） 年度初めの状況 

 

・ 昨年度と比較して、特別支援学級が再開されたため、１クラス増加したが、生徒が２

人減少した。人事異動による教員数の変更はない。 

また、昨年度は、特別支援学級で利用していたＩＷＢを、職員室に移動させ、会議や

アプリ及びシステム等の研修や校務用として利用していたが、上記により特別支援学級

へ戻した。 

・生徒が２人減少したため、平成２５年度のｉＰａｄのレンタル数は７５台となった。 

（平成２４年度：７７台） 

・ アプリの入替等により、ｉＰａｄの年度更新作業が変更となったため、年度更新作業

マニュアルを修正した。進級に伴う設定作業には、このマニュアルを参考に、旧１・２

年生は同じ端末を継続利用し、旧３年生の端末を新１年生用に設定し直した。 

・ 先生に利用希望をヒアリングしアプリの追加・削除を行った。 また、特別支援学級用 

ｉＰａｄには、要望に合わせて随時アプリをインストールしている。 

・新年度のためのサーバ及びシステム更新、アプリケーション等の更新 
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＜年次更新処理及び処理状況一覧＞ 

 

現在、年次更新処理は哲西中のみならず高尾小においても、ＩＣＴ支援員が行っている。 

高尾小においてはＩＣＴ支援員が２名いるため分けて処理を行っているが、哲西中においては

ＩＣＴ支援員が１名であるため、新見市情報管理課職員が補助を行っている。 

今後、大規模校への導入を行った際には、ｉＰａｄのデータ整理や設定部などにおいて、で 

きる部分は児童・生徒自身で行うなど検討する必要がある。 

現段階での対応方法についての検討は以下のとおりである。 

 

・ アプリの購入及びインストールについては、ＡｐｐｌｅのＶｏｌｕｍｅ Ｐｕｒｃ

ｈａｓｅ Ｐｒｏｇｒａｍ（ＶＰＰ）を利用して一括購入し、ＭＤＭを利用して配布

し、インストールする。 

＊ Ｖｏｌｕｍｅ Ｐｕｒｃｈａｓｅ Ｐｒｏｇｒａｍ（ＶＰＰ）を使うと、アプ

リを簡単に見つけ、一括購入し、配布できるようになる。さらにＶＰＰストアか

ら１つのアプリの購入数量が２０以上になる場合、特別価格が適用される。 

・ ｉＰａｄに保存されているデータについては、生徒が各自で管理する。また、新入

生用ｉＰａｄの設定については、当初の段階でｉＣｌｏｕｄでバックアップを作成し

ておき、それを利用して復元する。 

・ 新見市内業者への全部委託。または、年度当初、ｉＰａｄの設定変更及びアプリイ 

ンストール時のスポット対応等の一部委託等。 

・ アプリのインストールや設定作業など、ＩＣＴ支援員の補助及び連絡調整を行う、

ＩＣＴ支援員の補助員を各学校１名は育成する。 

教育の現場等について理解できている方がいいと思われるので、小中学校の非常勤

講師や臨時職員をＩＣＴ支援員補助員として確保・育成する。 

・ 大規模校においては、アプリのインストールや設定を行うには、支援員１人では困

難であるため、生徒会などにＩＣＴ委員を設置し、支援員の補助ができるような体制

をとる。（パスワードは支援員が解除するが、インストールは委員が行うなど。） 

 

 

  平成２６年度には哲西中学校を除く市内全中学校５校で、ＩＣＴ利活用教育の実施を予定し

ている。そのため、現在哲西中学校でＩＣＴ支援員として勤務している人材を中学校担当とす

ると伴に、新たに中学校担当ＩＣＴ支援員１名を追加雇用する予定である。 

  ネットワーク及びＩＣＴ機器の配備等の準備が整うまでは、２名で哲西中学校のＩＣＴ支援

員として業務をしつつ、研修期間として現ＩＣＴ支援員がＯＪＴとなり、これまでのノウハウ

や機器の操作説明等を行いＩＣＴ人材として育成する。 
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①ｉＰａｄ設定 全般 

 

項目 内容 

全体 新１年生の名簿入手、生徒名簿更新 

ｉＰａｄ ・３年生ｉＰａｄのデータ保存：今回は必要ないということで、保 

存作業なし 

・３年生ｉＰａｄのデータ消去後、新１年生用に設定変更 

（「②新入生用ｉＰａｄ設定」を参照） 

・返却するｉＰａｄの確認、データ消去（レンタルのため）後返却 

・パスコードの変更 

充電保管庫 新しい教室へ移動 

タッチペン ・個数確認 

・剥がれているラベルの貼り直し 

・破損しているペン先の交換・修繕 

・新しい教室へ移動 

ＩＷＢ制御用ＰＣ ・Dropbox、Evernote のアカウント変更 

・不要データの整理 

 ＊教員へ依頼 

 ＊必要な場合のみ 

イヤホン 

（３年のみ配布） 

・個数確認し回収 

・剥がれているラベルの張り直し 

ヘッドホン 

（音楽室用） 

・個数確認 

・剥がれているラベルの張り直し 

e ライブラリ ・３年生のアカウント卒業処理 

・１年生、２年生の進級処理 

・新１年生のアカウント登録 

協働型ＩＣＴ学習支援シ

ステム 

・３年生のアカウント卒業処理 

・１年生、２年生の進級処理 

・新１年生のアカウント登録 

・クラス、授業の作成 

・教室（ＩＷＢ）への紐付け確認 

Dropbox 

Evernote 

・全ｉＰａｄにて新学年へのアカウント変更 

 ＊新１年生には現１年生用アカウントを登録 

 ＊２年生、３年生用ｉＰａｄは一旦サインアウトし、再ログイン 

・各学年のフォルダ内データの入替 

SketchPad 書き出し先の設定＞Dropbox を設定 

文科省「学びのイノベー

ション事業」デジタル教

科書 

・新１年生用ｉＰａｄにてアカウント変更 

・教員用ｉＰａｄ、職員室ＰＣにて変更が必要な場合はアカウント 

変更 

ＡｐｐＳｔｏｒｅ アプリのアップデート 

・機能制限がオンになっていることを確認 

・タスクに常駐するアプリの終了 
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②新入生用ｉＰａｄ設定 

 

設定 

 

・Ｗｉ－ＦｉのＭｙＰｌａｃｅがつながるか確認 

・壁紙を水滴の絵に変更（壁紙、ロック画面両方） 

・自動大文字入力 ・自動修正を オフに設定 

・本体横のスイッチの機能を画面の向きをロックに設定 

・キーボードの変換学習をリセット 

・不要アプリの削除（教員と相談） 

・アプリのアイコンを整列（下図参照） 
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写真（カメラロール） 

カレンダー 

メモ 

リマインダー 

連絡先 

データ全削除 

  

  

  

マップ ・ブックマーク削除（ドロップされたピンも削除） 

・履歴の消去 

・検索結果の消去 

文科省「学びのイノベーシ

ョン事業」デジタル教科書 

既存のアカウントを削除し、アカウントの再登録 

Ｙａｈｏｏ！あんしんネッ

ト 

・履歴・Ｃｏｏｋｉｅを消去 

・「ｅライブラリ」がホームページに設定されていること 

を確認 

・ブックマークバー「Ｙａｈｏｏ！ＪＡＰＡＮ」が登録さ 

れていることを確認 

・ブックマーク内に以下が登録されていることを確認「Ｙ 

ａｈｏｏ！ＪＡＰＡＮ」、「ソフトバンクモバイル」、「Ｍ

ｙＳｏｆｔｂａｎｋ」、「Ａｐｐｌｅ」、「ｉＰａｄユー

ザ ガ イ ド 」 、 「 ｅ ラ イ ブ ラ リ （ 校 外 ） 」

http://221.111.68.43:50000/ 、 「 ｅ ラ イ ブ ラ リ 」

http://172.30.81.1/ 
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DropBox  １年生アカウントを設定する(kabegami01.jpg を選択） 

Evernote ・１年生アカウントを設定する 

・ノートエディタの推奨ノートタイトルをオフに設定 

ｉＰａｄ用の電卓（電卓＋） ログ・メモを削除 

SketchBook Express 

For iPad 

ギャラリー内削除 

Google Earth 履歴・キャッシュを消去 

neu.Annotate データ削除 

Map Pad リスト内全削除  

Sketch Pad 3 

 – Unlimited Canvas – for 

iPad 

・環境設定＞リセット＞設定をリセット 

・書き出し先の設定＞Dropbox を設定 

Foxit Mobile PDF データと履歴を削除 

ノート Free データを消去 

Pinnacle Studio データを削除 

Animation Desk for iPad 

- Lite Version 

Ｆｉｌｅ内のデータ消去 

手書き四字熟語 1000 設定＞リセット 

漢字力診断 設定＞スコアデータの初期化 

書き取り日本一周 Free 設定＞データ初期化 

教科書トレーニング数学 リセット 

英単語トレーニング データ消去（設定＞スコアのリセット） 

英単語パズル キクタン

Free（アルク） 

設定＞学習初期化 

e 食材辞典 for iPad お気に入り食材、お気に入りレシピ、MY食材を削除 

3 分クッキング お気に入りを削除 

Epic Drum Set 録音データを削除 

応急手当 ブックマーク削除 

・Fotoｌｒ写真編集 

・なん度？ 

・Fearless of Typing 

・iComposer Free 

・Virtuoso Piano Free 3 

・Touch Band 

・症状チェック 

アプリ入れ直し 

・Feel Clock 

・反比例を学ぶ 

・PicCollage 写真ｺﾗｰｼﾞｭ 

新規アプリインストール 



- 25 - 

 

・Photo Booth 

・友達を探す 

・BeeDance 

・Epson iPrint 

・D 時計 ｸﾛﾉｸﾞﾗﾌ BLUE 

・7notes Pad＋WC 

・ネット社会の歩き方 

 （中学生版）  

・リバースカメラ Lite  

 (無料)-逆再生ムービー- 

・ストップモーションカメ

ラ  

 - Stop-motion Camera 

・東京都 公立高等学校入学

試験問題集 

・中学数学公式徹底攻略～

無料版～ 

・高校入試対策 数学 

・難問！数学クイズ 100 

・Planets 

・元素図鑑：The    

 Elements in Japanese 

・Lap Timer HD 

・ウゴトル 

・PlayBook 

・Smart Guitar 

・Percussive Free 

・Flute＋ Lite 

・太鼓魂 

 

起動確認 
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（２）ＩＣＴ機器等の運用状況 

 

（２）－１ タブレットＰＣの運用状況と課題 

 

①ｉＰａｄ設定関連 

 

項目 内容等 

アプリの追加 教員を対象にヒアリングのうえ実施 

アプリのアップデート 定期的なアップデート 

ＭＤＭ（モバイルデバイスマ

ネジメント）の利用 

ｉＰａｄへのアプリインストールについて、それまでは１台

ずつアプリを検索してインストールしていたがＭＤＭを利用す

ることで、１台ずつアプリをインストールすることに変わりは

ないが、検索の手間を省略させる。 

 

＜項目＞ 

○デバイス管理 

 ・デバイス情報の取得 

  利用者情報、デバイス情報、登録アプリ情報、機能制限設

定、プロファイル一覧、証明書一覧 

・パスコード一時解除 

 ・リモートロック 

 ・リモートワイプ  

○プロファイル管理 

 ・構成プロファイルの管理・配信 

○運用管理 

・セキュリティポリシーの設定 

 ・アプリ管理（登録、配信など） 

 ・ログ管理 

パスコードの変更 家庭へ持ち帰っての利用に際し、データ保護のためパスコー

ドを設定しており、パスコードは定期的に変更している。 

修学旅行携行用ｉＰａｄの

設定 

・修学旅行携行用ｉＰａｄへアプリ「友達を探す」の設定 

・破損防止のためのｉＰａｄ用袋の準備 

・ＭＤＭを利用しての遠隔操作（リモートロック等） 

・Ｗｉ－Ｆｉ及び３Ｇが使えない時のための、データのローカ 

ル保存 

デジタル教科書のインスト

ール 

文科省「学びのイノベーション事業」に伴うデジタル教科書

の追加インストール及び設定。 

ｉＰａｄバッテリーのリフ

レッシュ 

バッテリー消耗対策・夏期加熱対策として、充電保管庫の元

電源を抜き、電源供給を停止した。 

①管理方法 

パソコン教室へ回収。自動ロックを有効にし、カバー

をつけたままだとバッテリーが減らないため、自動ロッ

クを「しない」に変更し、カバーをあけてリフレッシュ

させた。 

②実施期間等 

８月後半からデジタル教科書の作業や協働型システ

ムサーバの検証等があるため、８月前半までに行った。

なお、部活、研修等で使用する場合は適宜充電を行った。 
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生徒用ＡｐｐｌｅＩＤ及び

メールアドレスの設定変更 

ｉＰａｄの持ち帰りに関して、教員用ｉＰａｄから生徒用ｉ

Ｐａｄの位置確認を行うため、アプリの「友達を探す」をイン

ストールしているが、生徒用ＡｐｐｌｅＩＤ及びメールアドレ

スにて運用している。 

＊ 今後、機能制限を解除して行く中で、上記ＡｐｐｌｅＩＤ 

及びメールアドレスを利用して、下記機能を使うことが可

能である。 

 ・アプリのインストール 

・メール 

・メッセージ 

・ＦａｃｅＴｉｍｅ  など 
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②Ｈ２５年度ｉＰａｄアプリ管理表 

 

＜全学年インストールアプリ＞ 
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＜１年生インストールアプリ＞ 
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＜すみれ学級（特別支援学級）インストールアプリ＞ 
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＜臨時インストールアプリ＞ 
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③協働学習支援システムのバージョンアップ 

 

本事業で導入した協働学習支援システムは、平成２２年度に「ＩＣＴ絆プロジェクト」に

て高尾小学校に導入したＩＷＢとタブレットＰＣとの双方向授業を実施するシステム（ｉＰ

ａｄアプリ「BeeDance」を活用）を更に進化、改善させたシステムである。 

  今回、機能追加等されたためバージョンアップを行った。 

以下に、BeeDanceから協働学習支援システムへの機能を示す。 

 

＜機能及び追加機能一覧＞ 

 

  ユーザ   

機能名 
管

理 

教

員 

生

徒 
説明 

ユーザ管理   ○ ○ ・システムへのログイン認証機能 

科目選択機能   ○ ○ ・学習可能科目の一覧表示と選択 

ランチャー機能   ○ ○ 

・使用可能教材のアイコン表示 

・アイコンをタップすることで容易に教材を起動す 

ることが可能 

ビューワー機能   ○ ○ 

・教材内容の表示 

・教材の外部ｉＯＳアプリへの連携やＩＷＢに転送 

することが可能 

モニタリング機能   ○   

・システム利用時の生徒端末の画面状況を一覧表示 

・学生端末画面のＩＷＢ転送 

・学生端末のロック/アンロック 

教材ナビ機能   ○   

・使用可能教材の一覧表示 

・教材の表示/非表示の切替え 

・学生端末への教材一斉配布 

イメージボード機能   ○ ○ 

・手書きによる問題回答 

・各学生の回答状況をリアルタイムに把握し、一覧表 

示が可能 

テキストボード機能

(追加) 
 ○ ○ 

・テキストによる問題回答 

・各学生の回答状況をリアルタイムに把握し、一覧表 

示が可能 

レスポンス機能   ○ ○ 
 選択式問題、記述式問題を学生に配布し、リアルタイ 

ムに学生の回答結果を集計、表示することが可能 

ファイル共有機能   ○ ○ 
電子ファイルを教員と学生、学生間、クラス全体で共 

有することが可能 

管理機能 ○ ○   ・ユーザ情報、教材内容等の管理機能 
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＜テキストボード機能画面遷移イメージ＞ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 37 - 

 

④ｉＰａｄ運用状況 

 

・ タブレットＰＣ利用に関して、朝から放課後までの利用、持ち帰っての利用という   

 点から、生徒に自己管理を徹底しており、そのためのリテラシーやマナーなどの指導、 

環境の整備と意識改革を促しているせいか、情報リテラシーは向上している。 

・ 持ち帰った際に保護者と利用することとしており、また持ち帰った際の課題の提出

をさせているためか、保護者の理解度も深くなってきている。 

・ 家庭への持ち帰りについて、学活等で持ち帰りの目的やｉＰａｄの使用方法について話

し合いをした。また、どのようにして持ち帰るかなどを生徒に考えさせた。・レポート課題

や使用状況報告の提出などのルールを作成した。 

・ 生徒はｉＰａｄを朝から放課後まで利用しており、また、さまざまな活動で利用し   

 ていることより、ｉＰａｄ、アプリやＩＷＢの操作、ワークシートの作成（文字入力、

デザイン、内容等）、情報リテラシーなど操作方法等ＩＣＴ利活用能力が向上している。 

・ 生徒作品の保存・管理方法については、ｉＰａｄにおいて生徒が作成したデータの   

保存方法として、「Dropbox」や「Nドライブ」など民間のオンラインストレージを利

用することも可能であるし、画像や動画ならｉＰａｄ自体のカメラロールに保存する

ことも可能である。 

先に述べた民間のオンラインストレージサービスだけでも数多くあり、データを作

成したアプリケーションによっても対応・非対応のものがある。 

具体的に、哲西中学校でよく利用されているものを例に出せば、描画アプリ

「neu.Annotate」はカメラロール及び「Dropbox」への保存が可能。「Evernote」はメ

ールでもデータを送信することはできるが、そのものがオンラインストレージの役目

をしている。 

このような中で、生徒の作成データについては、画像やＰＤＦが多いため、残した

いものをカメラロールに保存し、「Evernote」など文書作成アプリで作成したものは、

どちらにしろｉＰａｄでしか再利用できないため、スクリーンショットを撮影し、カ

メラロールに保存することで、保存場所を1箇所にし、管理及び整理することにした。 

平成２４年度からは、ｉＰａｄ本体の容量も加味して、整理する時期を考慮し、Ｐ

Ｃ教室のパソコンから記憶媒体（ＣＤ－ＲＷなど）に移す作業をさせるなどし、自己

管理を徹底させている。 

 

⑤課題と対応 

 

課 題 対 応 原 因・分 析 

落下等によるディ

スプレイの破損に

ついて 

ケースを変更して以降、現在 

までのところディスプレイの破損

は発生していない。 

ｉＰａｄ２は側面が弱く、そ 

れによりディスプレイが破損する

ことがあるため、ケースについて

は、側面を覆ったもの・耐久性の

あるものを選ぶ必要がある。 

 

ｉＯＳのアップデ

ートについて 

 

・現時点において、文科省デジタル

教科書は、ｉＯＳ７に対応してい

るが、協働学習支援システムは未

対応であり、かつｉＰａｄ２（第

２世代）をｉＯＳ７にアップデー

トすることへの不安感があるた

め様子を見ている。 

 

・９月にｉＯＳ７が配布され最新は

・協働学習支援システムや文 

科省のデジタル教科書が最新ｉ

ＯＳに対応できていない状態

で、ｉＯＳをアップデートする

と、一部の機能が使えない場合

があった。 

 

・また、上記とは逆にアップデー

トしないとバグが解消されず、
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ｉＯＳ７．１だが、ｉＰａｄ２（第

２世代）本体との相性のせいか不

具合が発生する場合がある。ｉＰ

ａｄ２本体の問題かｉＯＳの問

題かはわからないが、生徒にはア

ップデートしないように注意を

促している。 

 

・破損による、交換品の場合は最新

のｉＯＳがインストールされた

ｉＰａｄとなるため、生徒用とし

ては使用せずに、予備機や教員用

と交換して利用する。 

（生徒用ｉＰａｄは同一のｉＯ

Ｓのバージョンで利用。） 

 

利用できないアプリがあるた

め、協働学習支援システムの対

応状況について、緊密に連絡を

取りながら対応する必要があ

る。 

 

・文科省デジタル教科書について

は、３月末にて配信及び更新が

終了したため、ｉＯＳのアップ

デートは学校と協議をする。 

ｉＰａｄ本体の更

新について 

 

・ｉＯＳ及びシステム対応等を加味

しながら、長短期休業期間を利用

して行う。なお、本体の更新の際

には、現在利用している端末で一

端ｉＣｌｏｕｄバックアップを

作成しておき、新端末でそのバッ

クアップから復元することで手

間を省く。 

 

・レンタルでの継続利用の場合、

２年を過ぎると、ｉＰａｄ本体

の更新が可能であるため。 

・来年度からは、事業継続及び経

費削減のため、レンタル契約で

の利用を解除するが、新たな契

約方式により、現在利用してい

るｉＰａｄをそのまま利用する

ことができるようになる。ただ

し、レンタル契約を解除するた

め、本体の更新はすることがで

きない。 

 

・ｉＯＳのバージョンによっては、

利用できないアプリが出てくる

可能性もあるので、本体の更新の

際にはｉＯＳのバージョンや利

用しているアプリの対応状況に

留意する。 

 

アプリ製作者の考え方しだいで

あるため、仕方のないことである。

そのため、別のアプリを調査・検

討しておく必要がある。 

現在、協働学習として、ワーク

シート作成にはneu.Annotateを、

オ ン ラ イ ン ス ト レ ー ジ に は

Dropbox を利用している。 

 

＜検討アプリ＞ 

 ○ワークシート作成アプリ 

  ・SketchPad 

・NoteAnytime 

・Goodnotes 

 ○オンラインストレージ 

  ・Yahoo!ボックス 

  ・Google ドライヴ 

  ・Box 

・SkyDrive 

・Cubby 

＊詳細については、「Ⅱ） ＩＣ
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Ｔ利活用方策の分析」内「Ⅱ）－

１ ＩＣＴ機器等の利活用状況 

＜ｉＰａｄアプリを利用した協働

学習＞」参照 

 

無線ＬＡＮ接続が

自動的に３Ｇ接続

に変更されたこと

について 

 

・一度アプリを終了したり、ホーム

ボタンを押すことで、Ｗｉ－Ｆｉ

接続が復活する。 

 

・Ｆａｃｅｔｉｍｅを利用して遠隔

授業を行う場合やＡｐｐｌｅＴ

Ｖを利用して生徒に発表させる

場合は、途中で切れないように、

３Ｇ機能をオフにして利用する。 

 

・ｉＰａｄ２では、３Ｇ回線を利用

してのＦａｃｅｔｉｍｅ利用は

できないが、次期ｉＰａｄは利用

ができるので、この現象について

調査する必要があると思われる。 

 

・同システムでの複数端末利 

用時に限らず、単体利用時でも

３０分ほど経過すると、同様の

状態になることより、ｉＰａｄ

の仕様及びｉＯＳのバグの可能

性あり。 

 

・通常の利用であれば、３Ｇであ

ろうとＷｉ－Ｆｉであろうとつ

ながっているのが当然であり、

自動切り替えは仕方のないこと

と思われる。 

 

 

・ＡｐｐｌｅＴＶを利用して、 

生徒のｉＰａｄ画面を表示する

場合は、３Ｇ接続では利用できな

いため、切り替わらないようにモ

バイルデータ通信をオフにする

など、事前に設定しておくことも

できる。 

neu.Annotate のアップデート後以

降は発生していないため、アプリ

のバグの可能性がある。 

 

・ＡｐｐｌｅＴＶを利用するには、

ＡｐｐｌｅＴＶとｉＰａｄが、

同一ネットワーク内に存在して

いないといけない。 

ホームボタンの破

損について 

 

・生徒自身は画面遷移等操作にはマ

ルチタスク用ジェスチャを利用

しているため、破損の認識が浅

い。 

 

・特段の支障はないが、ホームボタ

ンを利用しないといけない場合

には、Ａｓｓｉｓｔｉｖｅ Ｔｏ

ｕｃｈの機能を有効にして利用

している。 

 

・ホームボタンを強く押したため

か、元々調子が悪かったのか不

明である。後者の場合は、無償

で交換してもらえるが、前者の

場合は有償となるため注意する

必要がある。現状での対応は、

無償対応のもののみである。 

 

・ｉＰａｄのホームボタン破損は、

同位置にある充電箇所の破損に

もつながるため、操作する際に

は注意が必要である。 

 

Ｄｏｃｋコネクタ

ー（充電箇所）の破

損について 

 

充電ができないｉＰａｄがあり、

調査すると、上記ホームボタンが破

損しているものであった。 

充電ができないことの代替処置

はないため、有償・無償に関わらず、

Ｄｏｃｋコネクターがホームボ

タン周辺にあるので、上記の理由

により、影響があったものと考え

る。 
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修理を依頼した。 

 

操作をしていない

のに、勝手に文字が

入力されたり、画面

が遷移する暴走事

象について 

 

２種類の再起動を行うが事象は

回復しなかった。事象が発生しない

時もあったので、交換後の復元のた

めにｉＣｌｏｕｄでバックアップ

を行った。 

その後は、再度事象が発生し、結

局、交換することとした。 

 

事象が発生していないときは、

通常のとおり、入力が可能であり、

操作もでき、バックアップを作成

することもできた。   

原因等については不明である

が、初期不良ということで無償交

換対応となった。 

協働学習支援シス

テムの送信エラー

等について 

 

一端ログアウトさせ、美術室に移

動後ログインさせると、事象は発生

しなかった。 

なお、ログアウトしなくて 

も、生徒機より、「教材更新」を選

択し、教科選択まで戻り、接続を一

端切ることでも、一端サーバとの通

信が切れるので、この方法でも対処

が可能である。 

また、部屋を移動するごとに、ロ

グアウトとログインを使い分ける

ことで、未然に防ぐことができる。 

このことに注意し、協働学習支援

システムを利用して生徒会役員選

挙を行った。 

 

システムにログインしている 

間、システムはポーリングを行い、

サーバと通信を行っている。その

状態で一部の生徒が多目的室のＡ

Ｐから美術室ＡＰに変更される前

に、ログインしたため、そのよう

な事象が起きたと考えられる。 

協働学習支援システム自体は接 

続が切れないようにポーリングを

行い、サーバと通信している。 

通常一カ所で行う授業において

は、接続が切れることより、切れ

ないことの方が重要であるため注

意する必要がある。 

ｉＰａｄで動画撮

影したものの音が

出ないことについ

て 

 

・以前に標準アプリにて撮影したも

のについては音が出ているが、再

度ｉＰａｄ標準アプリにて撮影

したものについては音が出ない。 

 

・別のアプリを利用して撮影するが

音が出ない。 

 

・落とした訳でもなく、右記のとお

りであるため、無償にて交換して

もらった。 

 

・表中課題「ｉＯＳのアップデ 

ート」にあるとおり、ｉＯＳ７に

ついては、まだ不安定であるた

め、現行で利用している、ｉＯＳ

６の状態で交換してもらった。 

 

以前撮影した動画について 

は音がでているものの、新規で撮

影した動画については、音が出て

いないことより、マイク部分の故

障であると判断した。 

ｉＰａｄ１台が、校

内無線ＬＡＮネッ

トワークに接続で

きなくなったこと

について 

・他の無線ＬＡＮネットワークや３

Ｇ接続での利用確認を行い、利用

できることを確認した。 

 

・ｉＰａｄを再起動しても改善され

ない。 

・プロファイルの有効期限及びプ

ロファイルの上書き等何らかの

原因で、プロファイルの情報が

書き換えられた等の可能性があ

るため、プロファイルを削除し、

再度設定を行うと改善された。 
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・静的ＩＰアドレスの設定が消え 

ていたため再設定するが、保存で

きない。 

 

（家庭への持ち帰りの際、自 

宅のネットワークには接 

続していないとのこと。） 
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（２）－２ インタラクティブ・ホワイト・ボードの運用状況と課題 

 

①運用状況 

 

・ インタラクティブ・ホワイト・ボードは、毎日５・６時限は活用されている。また、

ＩＷＢとＩＷＢ接続ＰＣの掃除、普通教室のＩＷＢとＩＷＢ接続ＰＣの電源の管理を

生徒に係りを決めて行わせている。 

・ＩＷＢ制御用ＰＣの定期的なアップデート。 

 

②課題と対応 

 

課 題 対 応 原 因・分 析 

ＩＷＢのさまざま

な機能を利用する

ための操作方法や

他システムとの連

携について現在使

用しているＩＷＢ

にはさまざまな機

能があり、その度に

切り替えやボタン

操作を行わなけれ

ばならないので、シ

ステム連携を含め

てスムーズに運用

できるよう工夫す

ることについて 

・ＩＷＢの使い方や各機能を理解で

きておらず、また操作に不慣れな

ため、すべての先生が使っている

わけではないが、興味を持った先

生が、各機能を利用した授業を行

い、研修会を行うことで、徐々に

ではあるが利用頻度が増えてき

ており、切り替えや操作に慣れて

きている。 

 

・ＩＷＢのすべての機能を使って行

う授業について研究し、積極的に

利用するようにしている。コラボ

モード機能及びシンプル画像比

較機能は有効であり、利用されて

いる。 

 

・なお、コラボモードについては、

高尾小のＩＷＢでも同様の機能

があるため、研修会を行ったとこ

ろ、利用されている。 

 

・引き続き、積極的に利用するこ

とで、切り替えやボタン操作に

慣れていき、システム連携を含

めてスムーズに運用できるよう

工夫していく必要がある。 

 

・コラボモード機能及びシンプル

画像比較機能は有効であり、利

用されている。 

 

・ＩＷＢの使い方や各機能を理解

できておらず、また操作に不慣

れなため、すべての先生が使っ

ているわけではないが、興味を

持った先生が、各機能を利用し

た授業を行い、研修会を行うこ

とで、利用頻度が増えてきてい

る。 

すべての機能がＷ

ｉｎｄｏｗｓ７で

利用できない。すべ

ての機能がＯＳに

関わらず利用でき

るようにすること

について 

 

現状マニュアルがＷｉｎｄｏｗ

ｓ７及びＸＰを兼ねたマニュアル

となっており、わかりづらいため、

各機能を検証し、独自にマニュアル

を修正した。 

 

 

すべての機能を、Ｗｉｎｄｏｗ

ｓ７に対応させるには、実質的に

困難であり、対応させる予定はな

いとのことである。 

体育館ＩＷＢの画

面に白い模様のよ

うなものが出てい

たことについて 

（Ｈ２４年度の冬

に似たようなこと

が発生） 

 

６限の授業始めに気づき、終わる

ころに確認すると元の模様より広

がっていた。 

ＩＷＢの電源を切っても変わら

なかったが、１日おいて様子を確認

すると、消えていた。 

それ以降、同事象は発生していな

い。 

体育館の倉庫にＩＷＢが置 

いてあるため、寒さによる霜等が

入った可能性がある。 

原因はまだ不明であるが、寒 

い時期になるため、引き続き様子

を見るとともに再度発生した際に

は、情報をもとに業者に連絡をと

る。 
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すみれ教室で画面

よくずれる（右にず

れる）ことについて 

下記のとおり対応すること 

で、事象は解決する。 

 

・ＩＷＢのリモコンで電源の入れ直

しを行う。 

・［Ｆｎ］＋［Ｆ３］で表示装置の

切り替えを行う。 

・タッチパネルのＵＳＢ 

ケーブルを抜き差しする。 

 

・上記方法でその都度対応していた

が、パソコンの解像度の自動調整

をしないことで解消した。それ以

降、同事象は発生していない。 

 

原因は不明であるが、３年生教

室でも時々あるらしいが、他の教

室でもあるかもしれないため、先

生に注意してもらう。 

業者に連絡を取り、解消方法を

教えてもらい解消した。 

 

理科室で、タッチし

たポイント位置が

かなりずれていた

ことについて 

キャリブレーションを行おうと

したが、その時点でもポイントがず

れるため、タッチパネルのＵＳＢケ

ーブルを抜き差ししたり、抜き差し

して再起動を行った後、キャリブレ

ーションを行った。 

それ以降、同事象は発生していな

い。 

 

現在のところ、この症状は、１

回のみであるため、様子を見る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 44 - 

 

（２）－３ 無線ＬＡＮ、サーバの運用状況と課題 

 

①運用状況 

 

・ 「②課題と対応」にあるように一斉にネットワークや協働学習支援システムを利用

することがあるため、もう一回線別の無線ＬＡＮ環境があるので、通信量が多い利用

（ＦａｃｅＴｉｍｅなど）のために、その回線を利用して無線ＬＡＮネットワーク環

境を整備した。ただし、フューチャースクールで利用しているネットワークとは違う

ため、協働学習支援システムは利用できない。そのため、多目的教室での全生徒利用

に関して、大きな問題は発生していないが、電波調査を実施しＡＰを１台増設した。 

 

＜平成２４年度の経緯＞ 

保健指導の時間に、岡山大学の教授とＦａｃｅＴｉｍｅを利用して遠隔授業を行っ

たが、「（２）－３の②課題と対応」中に述べたように、ＦａｃｅＴｉｍｅを接続した

状態で、全生徒で協働学習支援システムを利用した際に、利用できない生徒がいた。

調査の結果ネットワークには問題がなく、ＡＰが１つしかないためだと思われる。 

 

・ クラウドのレンタルサーバにて運用している、「協働学習支援システム」の、新見市情報

センターの域内クラウドサーバへの移設を行った。 

   ＊ 詳細については「Ⅰ）－２ ＩＣＴ環境の導入・運用に係るコストや体制等の抽出・ 

    分析（１）協働学習支援システムサーバの移設」を参照。） 

 

②課題と対応 

 

課 題 対 応 原 因・分 析 

上記タブレットＰ

Ｃで述べた、無線Ｌ

ＡＮ接続から３Ｇ

接続への自動切り

替わりについて 

 

システムを含め、引き続き、ネッ

トワーク及びアクセスポイントにつ

いても調査を続けていく。 

＊「（２）－１ タブレットＰＣの

運用状況と課題」における「⑤課題

と対応」と共通事項 

 

ネットワーク及びアクセスポイ

ントには関係はなく、ｉＰａｄの

仕様及びバグの可能性が高い。 

 

ＦａｃｅＴｉｍｅ

と全生徒での協働

学習支援システム

を利用した際の対

応について 

 

・ＦａｃｅＴｉｍｅと全生徒での協

働学習支援システムを利用した

際に、システムに接続できない生

徒がいたため、システムを利用せ

ずに挙手で行った。 

 

・別の回線にて無線ＬＡＮを確保し

たが、間に合わず利用しなかっ

た。 

 

・生徒会活動や集会など、全生徒で

利用する可能性が高い多目的室

には、すぐに別の回線が利用でき

るように準備してある。 

 

・ＡＰが１つしかないためだと思

われる。（ネットワークには問

題なし） 

 

・今後も利用する可能性があ 

るため、もう一回線別の無線Ｌ

ＡＮ環境があるので、多目的教

室で利用できるように整備し

た。ただし、全生徒での利用の

ために、電波等の調査を行い、

ＡＰを増設した。 
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避難訓練で哲西中

学校のホームペー

ジを情報連絡の手

段として利用しよ

うと、生徒及び先生

全員でアクセスし

た際のサーバエラ

ーについて 

 

また、別のサーバに

て同様の設定を行

い試みた際のエラ

ーについて 

（継続） 

 

当初利用する予定のサーバでは

エラーが発生するため、当日は別の

サーバを利用するが、全員が閲覧は

できるがログインすることができな

かったため、ホームページへの情報

連絡を数人に限定して行った。 

ただし、全員が写真をＤｒｏｐｂ

ｏｘにアップロードする作業につ

いては、３Ｇ接続で問題なく行うこ

とができた。 

 ホームページで利用してい 

るサーバは、サーバ自体が古い 

ため、スペックが低く、メモリ 

も少ないものである。 

今年度はセキュリティレベ 

ルやデータベース設定などに留意

して設定を行った、昨年度同様の

エラーが発生した。  

 サーバ設定が原因か否かは不明

だが、ホームページを構成するシ

ステム自体に問題がある可能性が

ある。 

 

Ⅰ）－２ ＩＣＴ環境の導入・運用に係るコストや体制等の抽出・分析 

 

（１） 協働学習支援システムサーバの移設 

 

（１）－１ 経緯及び状況 

 

  協働学習支援システムのサーバはクラウドのレンタルサーバを利用しており、年間約２５０

万円のレンタル料が発生している。しかし、新見市の情報センターにシステムのサーバを移設

し運用することで、初期導入費はかかるが、維持費は削減できる。 

また域内にサーバを設置することで、今後のＩＣＴ教育の展開を考えると、経費が大幅に削  

 減できると考える。 

 そこで、昨年度において、新見市ラストワンマイル域内に仮サーバを設置し、協働学習支援  

システムの運用実証を行った。その結果、ネットワークテストにおいても、協働学習支援シス  

テムの稼働テストについても、特に新たな問題は発生しなかった。 

そのため、夏期休業を利用して、新見市情報センターへのサーバ移設を実施し、動作確認を  

行った。日々の授業の中での利用において、支障がないかを確認した後で、協働学習支援シス  

テムのクラウド利用を廃止した。 

       

項目 維持経費額 備考 

レンタルサーバ利用 ２，３９４，０００円 
１９９，５００円×１２月 

通信費を含む 

情報センター利用 ０円 
新見市ラストワンマイル網利用のため、

通信費は実質なし 
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（１）－２ ネットワーク構成図 
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（１）－３ 協働学習支援システム移設 

 

①環境構築 

 

  サーバ設定及び情報センターへの設置。 

 

作業項目 概要 

ＯＳインストール ＣｅｎｔＯＳ６．３のインストール、ネットワーク設定 

ＷＥＢサーバ 

インストール 

Ａｐａｃｈｅ、ｔｏｍｃａｔのインストール、設定、単体起動確認 

ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬ 

インストール 

ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬのインストール、設定、単体起動確認 

ＰＨＰ、Ｊａｖａ 

インストール 

サーバを動作させるために必要なミドルウェアのインストール、設

定、単体動作確認 

 

 ※システム専用サーバについては、情報管理課所有のものを利用。       

 

②既存ホワイトクラウドサーバの各システムサーバを新見クラウド環境への移行 

 

作業項目 概要 

連携設定 各アプリ間連携のための設定 

協働学習支援システム

サーバ移行 

協働学習支援システムサーバをホワイトクラウドサーバより移行、

環境設定、単体起動確認 

レスポンスシステムサ

ーバ移行 

レスポンスサーバをホワイトクラウドサーバより移行、環境設定、

単体起動確認 

モニターＡＰＰサーバ

移行 

モニター用ＡＰＰサーバをホワイトクラウドサーバより移行、環境

設定、単体起動確認 

ボードサーバ移行 イメージボード・テキストボードサーバのインストール、環境設定、

単体起動確認 

協働学習支援システム

ＤＢデータ移行 
ホワイトクラウドサーバよりデータを移行、データ内容確認 

ＷｅｂＤＡＶサーバデ

ータ移行 

ＷｅｂＤＡＶサーバのデータをホワイトクラウドサーバより移行、

環境設定、単体起動確認 

動作確認 各種サーバの単体動作確認、連携動作確認 
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③Ｆｉｒｅｗａｌｌ等ネットワークの設定 
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④哲西中学校のｉＰａｄ、電子黒板ＰＣの設定内容を変更 

 

作業項目 概要 

ｉＰａｄ設定変更  

 

ｉＰａｄアプリケーションの接続サーバアドレスをホワイトクラウ

ドサーバから新見クラウドサーバに変更 

電子黒板ＰＣ設定変更 

 

電子黒板用アプリケーションの接続サーバアドレスをホワイトクラ

ウドサーバから新見クラウドサーバに変更  

 

⑤新サーバ環境での動作確認及び結果 

 

設定変更を行ったｉＰａｄにて、以下機能の動作を確認。  

        

確認項目 結果 

ログイン、ランチャー起動 動作することを確認 

教材ファイルの表示 動作することを確認 

イメージボード機能 

 

一教室にて６０台程度のｉＰａｄに対して一斉起動した際に、

一部のｉＰａｄでイメージボードの画面が崩れて表示される

現象が発生 

テキストボード機能 

 

一教室にて６０台程度のｉＰａｄに対して一斉起動した際に、

一部のｉＰａｄでテキストボードの画面が崩れて表示される

現象が発生 

レスポンス機能 動作することを確認 

ファイル共有機能 動作することを確認 

電子黒板ＰＣとの連携 動作することを確認 

 

⑥動作確認を受けての対策 

 

   動作確認によりイメージボード、テキストボード機能において一斉起動時に正常起動しな

い現象が確認されたため、以下対策を実施。日々の授業の中での利用において、支障がない   

  確認した後で、協働学習支援システムのクラウド利用を廃止した。 

 

  ・原因  

    哲西中学校と新見クラウドサーバ間の通信に遅延が発生することにより、本現象が発生

していると考えられる。  

  ・対策内容 

    イメージボード、テキストボードのサーバを哲西中学校設置のボードサーバに置き換え

る。 

    今回のサーバ移設によって、これまで利用していた哲西中学校設置のボードサーバは不

要となる予定だったが、ネットワークの通信速度向上のため、再度利用するように環境を

変更した。 
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Ⅰ）－３ 結果と課題（平成２３～２５年度アンケート結果を踏まえて） 

 

平成２３～２５年度に行った下記アンケート等から考察した。 

・平成２３～２５年度の業務時間について、業務日誌を元にまとめた結果 

・平成２３～２５年度に１年生生徒及び保護者を対象として行った「家庭でのインターネット

や情報機器の活用についてのアンケート」 

・平成２４・２５年度に教員・生徒を対象として行った「ＩＣＴ活用についてのアンケート」 

 

（１） 校内無線ＬＡＮネットワークの構築について 

 

（１）－１ ネットワークの構築 

 

職員室及びパソコン教室等には有線にて市のネットワーク環境が構築されているが、ラスト

ワンマイル網のネットワークを利用して、新規に校内無線ＬＡＮネットワークを構築し、普通

教室や特別教室、運動場、体育館等、より幅広い活動でＩＣＴ環境を利用できるようにした。 

高尾小と哲西中の２校が新見ラストワンマイル網を利用して、校内無線ＬＡＮネットワーク 

を構築し利用している。２校での利用に関して、システムやアプリケーションに対しては無線

ＬＡＮの帯域に余裕があることを確認したが、複数校によるラストワンマイル網の利用、動画

アプリケーションやストリーミング等、多くの帯域を利用する利活用を行う場合にはネットワ

ークの再設計が必要となる可能性があるため確認する必要がある。 

 

（１）－２ 無線ＬＡＮアクセスポイントの設置 

  

①普通教室等利用における無線ＬＡＮ環境の構築 

 

普通教室以外にも特別教室、運動場、体育館等、より幅広い活動でＩＣＴ環境を利用でき

るよう、また、最小限の無線ＬＡＮアクセスポイントで効率的にカバーするため、無線ＬＡ

Ｎアクセスポイントは、原則、廊下に設置することにしたが、廊下は生徒の移動が多いため、

無線ＬＡＮアクセスポイントに生徒がぶつかることのないように、廊下の天井に設置した。 

なお、校舎の形状に合わせて無線ＬＡＮアクセスポイントを設置した。 

 特別教室など、電波遮断が生じる可能性のある教室や、防火性の高い耐火壁のある教室に 

は、廊下ではなく教室内に無線ＬＡＮアクセスポイントを設置することにより、通信障害を 

事前に回避した。 

今後、市内全小中学校へ展開する際には、学校内が広範囲な所については、利用範囲を限 

定するなどを検討し、無線ＬＡＮアクセスポイントの設置方法等を検討する必要がある。 

 

②体育館利用における無線ＬＡＮ環境の構築 

 

体育館については広さを考慮し、２台の無線ＬＡＮアクセスポイントを設置し、更に、体

育館や校舎外での利用については、ボール等があたり無線ＬＡＮアクセスポイントが故障す

る可能性が懸念されたことから、電波遮断や干渉がないステンレス製の無線ＬＡＮアクセス

ポイント防御ケースを設置した。 

今後、市内全小中学校へ展開する際に、大規模校については、利用人数に応じてＡＰの設 

置台数を増やたり、ＭＡＣ登録などでアクセス制限を設け、１台のＡＰにヒモづける端末を

限定することなどで、スムーズに利用できるよう検討する必要がある。 

哲西中の場合、体育館の既存電源は体育館の照明と連動しており、既存電源を利用すると 

無線ＬＡＮアクセスポイント等ＩＣＴ関連機器の電源も照明の入・切に連動することが判明

したため、別系統である非常灯の電源を活用することで、無線ＬＡＮアクセスポイント等Ｉ

ＣＴ関連機器に常時電源を供給できるように電気工事を行った。 

このような状況が発生する場合があるため、他で導入する際には事前に調査を行う必要が 
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ある。 

なお、電源工事は教員の立会いが必要となり、教員が勤務する平日は授業があり、平日の 

工事の実施は騒音に伴う授業への影響が懸念されたため、部活動が行われる土曜日、日曜日

に実施した。 

 

 

③校舎外（運動場・裏庭等）利用における無線ＬＡＮ環境の構築 

 

体育や部活動での活用を想定し、校庭の端まで電波が届くように設計し、通常のアンテナ

ではなく、広指向性のビーム幅が広い屋外アンテナを設置した。 

また、裏庭等校舎から離れておらず、範囲がそれほど広くないところについては、廊下に

設置した無線ＬＡＮアクセスポイントを活用することとした。 

なお、体育館と同様に、電波遮断や干渉がないステンレス製の無線ＬＡＮアクセスポイン

ト防御ケースを設置した。 

 

＜無線 LAN アクセスポイントの設置場所＞ 

 

 
無線ＬＡＮアクセスポイント（廊下） 

 
無線ＬＡＮアンテナ（屋外） 

 

（１）－３ 無線ＬＡＮアクセスポイントの設定 

 

すべての無線ＬＡＮアクセスポイントで同一のＳＳＩＤを用いたローミング方式とし、教員

や生徒が移動しても、タブレットＰＣ等の設定を変更することなく、無線ＬＡＮを活用できる

環境を構築した。 

また、チャネル設定については、手動設定または自動設定のどちらの方が安定するかを施工 

後の電波測定の結果により決定し、電波状況の安定を優先した。そして、同時一斉集中アクセ

スの検証を行い、接続が問題なく行えることを確認した。 

小規模校については、フューチャースクール方式でラストワンマイル網を利用して整備する 

が、大規模校については、基本はフューチャースクール方式で整備するが、利用人数に応じて

ＡＰの設置台数を増やたり、ＭＡＣ登録などでアクセス制限を設け、１台のＡＰにヒモづける

端末を限定することなどで、スムーズに利用できるよう検討する必要がある。 

 

（２） ｉＰａｄ及びＩＷＢ等ＩＣＴ機器について 

 

機器の搬入・設置にあたっては、早期に導入できる機器から順次、導入・設定を行い、設定

後直ちに教員向けの説明会を開催し、説明会の翌日から教員が使えるように配慮した。順次導

入することで、機器の操作等、教員が一度に把握すべき事項を少なくし、教員ができるだけ早

くＩＣＴ環境に慣れることができ、活用に結びついた。 

機器の搬入は、空き教室等を利用した。ＩＷＢの搬入後の組立は各階の空き教室を活用し、
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組立後に教室に設置した。また、教材開発時に利用しやすいようスキャナー（複合機）１台を

職員室に設置した。 

ｉＰａｄ及びＩＷＢなどＩＣＴ機器、ｉＰａｄアプリ及びシステムは、導入しやすく、かつ

操作が簡単で、さまざまな授業や活動において有効に活用されており、選択した機器が有用で

あると判断できる。特にｉＰａｄは、操作性、活用方法、有用なアプリの豊富さから考えて有

効であると生徒及び教員のアンケート結果からも判断できる。 

 

 
タブレットＰＣ(ｉＰａｄ２) 

 
ＩＷＢ(インタラクティブ・ホワイトボード) 

 

①ＩＷＢの配備について 

 

   現在、高尾小に導入されているＩＷＢは５０インチ、哲西中に導入されているＩＷＢは６

０インチである。小規模校及び１クラスの人数が少ないところでは、これらのサイズでいい

かもしれないが、大規模校については、1 クラスの人数も多く教室も大きくなるため、これ

らに限らず、投影型等を再検討する必要がある。 

ＩＷＢは、授業の中心となるものであることより、スムーズな操作の習得が必要であるた

め、早期に配備し、授業等で利用しつつ、放課後等に研修を実施する必要がある。 

設置に関して、ＩＷＢについては、教室内に設置されている据置型の大型ヒーターの近く

に設置すると、ヒーターの熱風によりＩＷＢの動作に支障が生じるため、できる限り熱風の

あたらない場所に設置する、熱風があたらないよう風向きを変える、ＩＷＢ利用時はヒータ

ーを止めるといった対応が必要である。 

また、設置の際にはすべての児童・生徒から確認できるか否か、映り込みはないかなどを

考慮する必要があるが、日照時間等により範囲が流動的であるため、カーテンを付けたり、

可動式キャスターが付いているものを配備することで、その都度対応できる。 

更に、体育館等冬期に関連な場所にＩＷＢを設置する場合は、温度差により結露が生じる

可能性があるため、保温シート等をかける等の対応が必要である。 

本市の気温を考慮すると、冬期についてはＩＷＢだけでなくＩＣＴ関連機器全般が動作環

境外の気温となる可能性があるため、注意しながら事業を進めていくことが必要である。 

 

②ｉＰａｄの配備について 

 

中学校教員は１日の就業時間の間に空き時間があり、その間にＩＣＴ機器の操作や支援員

と相談等ができると伴に、得意な先生が生徒に教え込むことで、教科を渡った利用が可能で

ある。 

しかし、小学校教員の場合は、朝から放課後まで児童につきっきりであり、空き時間がな

く、なかなか操作研修等ができない。 

このことより、中学校生徒及び教員へのｉＰａｄの導入は、多少ずらす必要はあるが、ほ
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ぼ同時期で問題がないように思われるが、小学校においては、１年目は教員にのみｉＰａｄ

を配備し、授業で利用しつつ、放課後等で研修を実施し、次年度または操作が身についた時

点で、児童に配備するなど工夫が必要である。 

ｉＰａｄ Ｗｉ－Ｆｉモデルを配備した場合、Ｗｉ－Ｆｉ環境がないところでは利用でき

ないため、校外活動等で持ち出してのネットワーク利用はできないため、必要であればＰｏ

ｃｋｅｔ Ｗｉ－Ｆｉなどの利用も検討する。 

家庭へ持ち帰っての利用においても、Ｗｉ－Ｆｉ環境が利用できない家庭もあるため、そ

の場合の家庭学習には、ネット環境がなくても利用できるように、ワークシート等をローカ

ル（ｉＰａｄ本体）に保存して持ち帰り学習をしたり、ネット環境がなくても利用できるア

プリでできるものとするなど配慮する。 

  なお、ｉＰａｄ２以降は側面が弱く、それによりディスプレイが破損することがあるため、

ケースについては、側面を覆ったもの・耐久性のあるものを選ぶ必要がある。 

セキュリティの確保のための設定として、高尾小及び哲西中において、機能制限は、生徒

がインターネットにアクセスする際のフィルタリングについては、既存のブラウザ（Ｓａｆ

ａｒｉ）とメールを利用できないようにｉＰａｄの設定を行い、インターネットへのアクセ

スは、無償の有害サイトフィルタリングサービス（Yahoo!あんしんねっと）経由に限定する

ことで対応している。 

それに加え、新規アプリのインストール・削除ができないよう機能制限を行うとともに、

ＦａｃｅＴｉｍｅも利用できないように設定している。 

 

（３） ＩＣＴ支援員について 

 

  ＩＣＴ支援員は、授業運営・教材作成等作業支援、システム及びＩＣＴ関連機器の管理・運

用を行っている。特に授業に関係する支援が多く、それにより、生徒も教員も安心してＩＣＴ

を利活用した授業に取り組めており、ＩＣＴ機器を活用した授業を円滑に進める上で必要不可

欠な存在となっている。 

 年度当初は、新入生及び教員の異動により質問対応業務が集中しており、また、授業・教材 

作成、アプリの授業での活用可能性検討、生徒へのレクチャーなど授業に関係する支援が業務 

時間の半分を占めており、支援員の存在が大きくなっている。それにより、生徒も教員も安心 

してＩＣＴを利活用した授業に取り組めているため、導入時は専属が必要であろうが、専属で 

なくても支援員の存在は必要不可欠なものである。 

今後、市内全小中学校へ導入する際には、ＩＣＴ支援員の確保・育成は必要不可欠となるが、

多数雇用することで多額の費用が必要となる。そのため、教育の現場等について理解できてい

る非常勤講師や補助員をＩＣＴ支援員として確保・育成する、生徒会などにＩＣＴ委員を設置

し、支援員の補助ができるような体制をとるなど工夫をする必要がある。 

 

（４） 生徒及び教員のＩＣＴ機器活用スキルについて 

 

  ＜生徒＞ 

   本事業の実証校である哲西中及び絆プロジェクト実証校である高尾小ともに、ｉＰａｄ

やＩＷＢなどのＩＣＴ機器の操作は、いずれの学年においてもほとんどの児童・生徒が基

本的な操作を身に付け、授業中にとまどう児童・生徒は少なく、確実な習熟が見られる。 

   とまどう生徒についても、教員やＩＣＴ支援員の補助及び児童・生徒同士の説明により、   

  操作方法等を身につけている。 

 

  ＜教員＞ 

   哲西中・高尾小ともに、ＩＣＴ機器の基本的な操作は多くの教員に身に付いており、Ｉ  

  ＣＴを用いた授業を行う中で、更にスキルアップしている。また、十分に習熟していない  

  教員もいるものの、ＩＣＴ支援員の支援により授業に結び付けることができており、授業  

  も円滑に進んでいる状況にある。 
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   また、授業で利用しているｉＰａｄアプリについては、Dropbox、neu.Annotate、カメラ  

  を組み合わせた協働学習での利用が、有効で使いやすく定着しており、哲西中では中心と 

  なっている。 

   この生徒の回答を共有しながら授業を進める協働学習手法は、ほとんどの教員に定着し   

  ており、国内でも高い評価を受けている。高尾小においても、このような協働学習手法が  

  取り入れられ授業が行われている。 

 

○Dropbox を利用した協働学習 

 

・家庭科：Dropbox、neu.Annotate、カメラ 

 

 
neu.Annotateでワークシートを作成 

 
ワークシートで利用する画像の撮影 

 
作成したワークシートを Dropbox へ保存 

 
ＩＷＢへ表示して発表 
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Ⅱ） ＩＣＴ利活用方策の分析 

 

Ⅱ）－１ ＩＣＴ機器等の利活用状況 

 

＜利活用頻度＞ 

 

・ タブレットＰＣは、朝から放課後まで生徒に自己管理で持たせているため、毎日活用さ

れている。また毎朝、ドリルや読書アプリを利用しており、授業においても、毎日４・５

時間は活用されている。 

・ＩＷＢは、毎日４・５時間は活用されている。 

 

＜特徴的な利活用事例（協働教育、個別学習等）＞ 

 

項目 内容 

協働学習支援システムを利用し

た授業等の実施 

協働学習支援システムのレスポンス機能やイメージボー

ド機能を利用した協働型の教科授業を実施しているだけで

なく、生徒会活動や総合的な学習などでも利用している。 

詳細については、以下「生徒会活動での利用」を参照。 

ｉＰａｄアプリを利用した協働

授業等 

 

Dropbox、Evernote、neu.Annotate、SketchPad 等アプリ

を利用しての協働学習を行っている。 

毎週火・木曜日に、朝学習としてｅライブラリを利用し

ている。 

生徒会活動での利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○歯と口の健康集会や生徒会専門委員会などでのｉＰａｄ

及びＩＷＢの利用。 

 歯の衛生集会に限らず、生徒会専門委員会の活動では以

下のような利用を行っている。 

・協働学習支援システムのレスポンス機能を利用してのク

イズ。 

・各種資料収集・プレゼン作成及びＩＷＢを利用してのプ

レゼン。 

○非行防止教室、薬物乱用防止教室、人権集会でのＩＣＴ

機器利用。 

○生徒会及び部活のオリエンテーションで１年生に対し、

ｉＰａｄ及びＩＷＢを利用。 

・生徒会及び専門委員会の活動状況を説明するためのプレ

ゼン作成及びＩＷＢを利用してのプレゼン。 

・部活動の活動状況及び部員勧誘のためのプレゼン作成及

びＩＷＢを利用してのプレゼン。 

○生徒総会でのｉＰａｄ及びＩＷＢの利用。 

・Dropbox への資料の保存及び閲覧による、ペーパレス集会。 

○生徒会役員選挙にて協働学習支援システムを利用。 

・協働学習支援システムのレスポンス機能を利用して生徒

会役員選挙を行うことで、投開票の時間が短縮でき、ス

ムーズに行うことができた。 
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その他での利用 

 

○入学式後の学活でのｉＰａｄ利用。 

入学式に保護者参観の元、ｉＰａｄ及びＩＷＢを使用

した。その補助として生徒会役員が参加。また、保護

者と 1年生が一緒にインターネットやアプリを体験して

もらった。 

○哲西中学校音楽発表会で３年生がｉＰａｄを利用して演

奏を行った。 

○ＨＰからフューチャースクール推進事業報告書がダウン

ロードできるようにしている。 

○新入生と３年生との合同授業の中で、ｉＰａｄ使用説明

の実施。 

・Dropbox に保存されたワークシートを描画アプリ

「neu.Annotate」で開きワークシートを完成させ、

Dropbox へ保存するという、授業の中でよく使われる流れ

を３年生が新入生に教えた。 

○新入生と２年生との合同授業の中で、ｉＰａｄ使用説明

の実施。 

・２年生が作成した問題を、協働学習支援システムのレス

ポンス機能やイメージボード機能を利用して回答する方

法を教えた。 

○特徴的な授業等を行った際には、ホームページへ掲載し

ている。また、生徒がｉＰａｄで作成した作品について

も掲載している。 

○高校説明会でのＩＣＴ機器の利用。 

○岡山県学校保健研究大会にて、養護教諭がＩＣＴ機器を

活用した保健指導の実践事例や活用の効果などを発

表。 

○夏期休業中の学活の時間にｉＰａｄを利用。 

ｉＰａｄで活動状況等を写真撮影し、学校へ戻ってから、

その写真を利用して、ｉＰａｄでワークシートを完成さ

せたり、プレゼンを作成したりまとめたりした。 

 

 

＊１：本節に活用例あり。 

    活用事例「1」～「44」：平成２５年度活用事例。 

    活用事例「45」～「50」：平成２５年度には実施しなかった活用事例。 

＊２：校外活動（修学旅行、総合的学習）については、「４． 校舎外での利活用を促進する 

ネットワーク環境の検証【独自テーマ】」に活用事例あり。 

活用事例「63」～「65」 

＊３：避難訓練については、「３． 災害時におけるＩＣＴ環境の更なる利活用方策と課題の 

抽出・分析」に活用事例あり。 

＊４：「Ⅲ） 将来に向けたＩＣＴ利活用推進方策の検討」に高尾小学校アプリ管理表及び活用 

事例あり。 

    活用事例「51」～「62」 

＊５：「５ 家庭学習を促進するＩＣＴ環境の検証」にも活用事例あり 

活用事例「66」 
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＜ｉＰａｄアプリを利用した協働学習＞ 
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- 59 - 
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活用事例 1  

【 授 業 名 】 未来形の復習 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 英語／ＰＲＯＧＲＡＭ２（第２学年） 

 

【 ね ら い 】 

・協働学習支援システムを使用し、全員が will を使った例文を作成できるかを確認する。また、

ＩＷＢに表示することで、様々な例文を見て学習させる。 

・全員の解答添削を短時間で行う。 

 

【 授 業 概 要 】 

・タブレットＰＣでドリル学習を行い、will の復習をさせる。 

・宿題として考えさせた will を使った文を、協働学習支援システムを使用し回答させる。 

・解答をＩＷＢに表示し、添削を行う。また、大事な表現などを黒板に書き出し説明を行う。 

・教科書の問題の確認を行う。 

・本文の内容確認と、新出単語の学習を行う。 

 

【 効 果 】  

・全員の解答の確認を授業内に短時間で行うことができる。 

・個人の解答の添削を、学級全体で共有することができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 2  

【 授 業 名 】 Ｈｏｗ ｍａｎｙ～？を使った疑問文 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 英語／ＰＲＯＧＲＡＭ４（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・デジタル教科書を使用して、正しい発音で単語や本文を読めるように練習させる。 

・学習者用デジタル教科書で、各自のペースで発音の練習をさせる。また、何度も聞いて練習

させる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・教員がＡＬＴと「How many～?」を使った数のたずね方と答え方の会話をいくつか行い、授業

の導入を行う。 

・デジタル教科書を使用し、ＩＷＢに新出単語を表示させ、発音の確認を全員で行う。 

・学習者用デジタル教科書で単語の発音を聞きながら、各自発音練習を行わせる。 

・単語の意味を確認する。 

・デジタル教科書で本文のリスニングを行い、読みと内容の確認を行う。 

 

【 効 果 】  

・各自でタブレットＰＣを使用し発音練習をさせることで、積極的に練習を行わせることがで

きる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 3  

【 授 業 名 】 時刻のたずね方・答え方 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 英語／時刻をたずねる（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＷＢに写真や時計を表示することで、生徒全員に前を向かせ、授業に積極的に参加させる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・前時の表現の復習（isを使った疑問文）として、タブレットＰＣでドリル学習を行わせる。 

また、数名の生徒に人物紹介をさせ、その内容について他の生徒に答えさせる。 

・ＩＷＢに時計を表示し、時刻を読む練習を行う。（タブレットＰＣのアプリを使用し、タブレ 

ットＰＣ画面をＩＷＢに表示する。） 

・本文のリスニングと内容確認を行わせる。 

・新出単語の学習、本文の読みを行わせる。 

・何時に何をするかという質問とその答え方の練習をペアで行わせる。（教科書をＩＷＢに表示  

し説明する。） 

 

【 効 果 】  

・授業の始めにタブレットＰＣでドリル学習を行わせることで、前時の復習を行わせると同時

に、集中させることができる。 

・アプリを使用することで、時間短縮になる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 4  

【 授 業 名 】 単語の聞き取り 

【 使 用 ア プ リ 】  － 

【教科／単元(学年)】 英語／－（第１学年（特別支援学級）） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＷＢに場面画像を提示し、関心・意欲をもたせる。 

・ＩＷＢに書き込みを行いながら回答させることで、楽しんで授業に取り組ませる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢで英語の歌を流し、全員で歌う。 

・ＩＷＢに写真や絵（食べ物・スポーツ・色）を表示し、その単語の発音練習をさせる。 

・ＡＬＴが単語を順番に発音し、当てはまる写真や絵に丸をさせ確認を行う。 

 

【 効 果 】  

・ＩＷＢに写真や絵を提示することで、画像と英単語（発音）を関連付けて覚えさせることが

できる。 

・ＩＷＢに表示する資料を繰り返し使用することで、画像と発音の関連付けの定着を図ること

ができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 5  

【 授 業 名 】 連立方程式 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 数学／連立方程式（第２学年） 

 

【 ね ら い 】 

・他者に伝えたい内容・伝わりやすいまとめ方を各自で考えさせる。 

・タブレットＰＣにまとめ、その資料をグループ内発表・全体発表に使用させる。 

・全員の作成したシートをＤｒｏｐｂｏｘにアップロードさせ、解き方の重点を各自で復習さ

せる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・タブレットＰＣを使用し、ペア学習を行わせる。 

・段階を追った解き方について、ＩＷＢで復習を行う。 

・これまで学習した連立方程式の加減法による解き方の重点を、各自の視点でタブレットＰＣ

にまとめさせる。 

・グループ内で発表し、互いの考えを聞いた後、代表者のシートを修正させる。 

・ＩＷＢで全体発表をさせ、意見交換を行う。 

・作成したシートはＤｒｏｐｂｏｘにアップロードさせる。 

・重点をふまえて問題集を解かせ、確認をさせる。 

 

【 効 果 】  

・ＩＷＢの機能で前時までの板書を呼び出すことができるため、短時間で復習ができる。 

・タブレットＰＣでまとめさせることで、他の生徒に見せるためのシートを作る場合、仕上げ

や間違い直しを簡単にできる。 

・タブレットＰＣを使用することで、Ｄｒｏｐｂｏｘ内の資料や撮影した写真を使用できるの

で、短時間でまとめさせることができる。 

・発表準備の時間を短縮でき、思考の時間を多くとることができる。 

・作成したシートを共有することで、新たな解き方の重点など多くの重点を知ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 66 - 

 

 

【 授 業 の 様 子 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒が作成したワークシート例】 
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活用事例 6  

【 授 業 名 】 文字の式の書き方 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 数学／文字の式（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・協働学習支援システムを使用し、全員の意見を短時間で確認する。 

・他者に伝えたい内容・伝わりやすいまとめ方を各自で考えさせる。 

・タブレットＰＣにまとめ、その資料をグループ内発表・全体発表に使用させる。 

・作成したシートをＤｒｏｐｂｏｘにアップロードさせ、全員の考えを共有する。また、ＩＷ

Ｂで確認する。 

 

【 授 業 概 要 】 

・協働学習支援システムを使用し、文字の式の書き方について回答させ、授業の導入を行う。 

・タブレットＰＣで、文字の式の間違いやすい点を１つ各自でまとめさせる。 

・グループになり、まとめたものを発表させる。 

・グループの代表者を決め、ＩＷＢで全体発表を行わせる。 

・作成したシートをＤｒｏｐｂｏｘにアップロードさせ、重点について説明を行う。 

・文字の式のまとめを行う。 

 

【 効 果 】  

・Ｄｒｏｐｂｏｘにシートをアップロードさせることで、全員の意見を短時間で確認し、重要

なものを抽出し説明に使用できる。また、いつでも復習に使用することができる。 

・タブレットＰＣでまとめさせることで、他の生徒に見せるためのシートを作る場合、レイア

ウトや間違いの修正が簡単にできる。 

・シートの作成、全体発表への移行が短時間でできるため、思考や発表に時間を多く取ること

ができる。また、質問の時間も確保できる。 
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【 授 業 の 様 子 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒が作成したワークシート例】 
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活用事例 7  

【 授 業 名 】 いろいろな連立方程式 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 数学／連立方程式（第２学年） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＷＢの機能を利用し、手書きの式を移動しながら説明を行うことで、生徒の理解度を高め

る。 

・ＩＷＢの機能を利用し、３つの解き方のパターンを比較する。 

・教員の説明、生徒のまとめ・発表などの操作や活動を効率よく行う。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢを使用し、Ａ＝Ｂ＝Ｃの形の連立方程式の解き方を説明する。 

・グループごとに解き方のパターンを変え、実物投影機を利用して、解き方を共有する。 

・注意する点や効率のよい解き方を考え、問題を解かせる。 

・デジタル教科書を利用させた。 

 

【 効 果 】  

・実物投影機を使用することで、短時間で生徒の解答をＩＷＢに表示することができる。 

・ＩＷＢを使用することで、３つの解き方を交互に見て比較することができ、教員の説明が行

いやすい。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 8  

【 授 業 名 】 お金の数え方 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 数学／－（第１学年（特別支援学級）） 

 

【 ね ら い 】 

・ドリル学習アプリで繰り返し計算を行わせ、計算の方法を定着させる。 

・硬貨の画像を使用して学習させることで、イメージしやすくする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・タブレットＰＣのドリル学習アプリで、計算問題を解かせる。 

・ＩＷＢの機能を利用し、硬貨の画像を動かして、金額に見合った硬貨をそろえる練習・全部

でいくらあるかを計算させる練習を行わせる。 

 

【 効 果 】  

・ＩＷＢの機能を利用することで、硬貨の画像を何回でも使用したり、補助的な線を修正した

りすることが簡単にできるので、取り組ませやすい。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 9  

【 授 業 名 】 月の起源を探る 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 国語／月の起源を探る（第３学年） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣで文章を書かせることで、間違えを直したり、推敲をさせやすくする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・何が書いてあるのか文章の展開を考えさせるために、タブレットＰＣで、月についてまとめ

たワークシート（①）の空欄を埋めさせる。 

・筆者の論理の展開に注意して、種々の仮説を読み取るためにワークシート（②）に取り組ま

せる。 

 

〈次時の授業〉 

・タブレットＰＣを使用し、「○○の起源を探る」という説明文を書かせる。 

 

【 効 果 】  

・思考の時間を多くとることができる。 

・Ｄｒｏｐｂｏｘを使用することで、生徒のワークシートを全員で共有し、みんなの意見を知

ることができる。また、短時間で全員の意見を知ることができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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【使用したワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ワークシート①］                         ［ワークシート②］ 

 

 

【生徒が作成したワークシート例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 73 - 

 

活用事例 10  

【 授 業 名 】 野原はうたう 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 国語／野原はうたう（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣで文章を書かせることで、間違えを直したり、推敲をさせやすくする。 

・タブレットＰＣを使用し、イラストを入れるなど、ワークシートを自由に作成させる。 

 

【 授 業 概 要 】 

〈１時間目〉 

・写真を見て、カマキリとたんぽぽの気持ちや考えていることを想像させ、タブレットＰＣで

ワークシートに記入させる。 

・ＩＷＢにワークシートを表示し、発表させる。 

 

〈２時間目〉 

・野原はうたうの詩の「ねがいごと」と「おれはかまきり」から１つ詩を選ばせ、音読する際

に工夫したところなどをワークシートにまとめさせる。 

・音読の練習をさせる。 

 

〈３時間目〉 

・他の生き物になったつもりで詩を作成し、タブレットＰＣでワークシートに記入させる。 

・ＩＷＢにワークシートを表示し、発表させる。 

 

【 効 果 】  

・タブレットＰＣを使用することで、ワークシート作成を短時間で行うことができる。 

・ＩＷＢを使用することで、ワークシートの提示・発表が容易にできる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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【生徒が作成したワークシート例】 

〈１時間目〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈２時間目〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈３時間目〉 
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活用事例 11  

【 授 業 名 】 読書紹介をする 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 国語／おいしい読書－読書紹介をする（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣを使用し、紹介したい本のプレゼンを、絵なども入れてシートにまとめさせ

ることで、個性のあるプレゼンを考えさせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・紹介したい本を事前に選ばせておく。 

・タブレットＰＣで、読書紹介のプレゼンシートを作成させる。 

（作成する前に、様々な画像や文章には著作権があることを説明し、授業以外での複製や引用

には特に気をつけるように注意する。また、プレゼンシートに出典を明示するように伝える。） 

・ＩＷＢに表示し紹介を行うことを念頭に置き、字の大きさやレイアウトを考えて他の生徒が

わかりやすいシートにするよう説明する。 

〈次々以降の授業〉 

・ＩＷＢに表示し確認を行いながら、各自でプレゼンシートを完成させる。 

・グループ内で発表を行わせる。 

・全体発表を行う代表者を決定し、グループで代表者のシートの改善策などがないか話し合わ

せ、修正させる。 

・全体発表を行う。 

 

【 効 果 】  

・他者への見せ方、説明の仕方を身につけることができる。 

・紙では表現できない見せ方でプレゼンを行うことができる。 

・絵や写真を入れたプレゼンシートを容易に作成することができる。 

・プレゼンシートの修正を容易に行うことができる。 
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【 授 業 の 様 子 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発表の様子】 
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活用事例 12  

【 授 業 名 】 俳句の可能性 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 国語／俳句の可能性（第３学年） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣを使用し、俳句の解釈を、文字だけでなく絵も入れて自由に表現させる。 

・Ｄｒｏｐｂｏｘでワークシートを共有し、全員の考えを知る。 

 

【 授 業 概 要 】 

・「どの子にも涼しく風の吹く日かな 飯田龍太」の俳句の解釈（わかっていること、わからな

いこと、想像できることなど）を、各自タブレットＰＣを利用してワークシートにまとめる。 

・ＩＷＢにシートを表示し、発表をさせる。 

 

【 効 果 】  

・絵や図を入れたワークシートを容易に作成することができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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【生徒が作成したワークシート例】 
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活用事例 13  

【 授 業 名 】 季節の言葉（秋） 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 国語／－（第１学年（特別支援学級）） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣで漢字の書き順を確認させる。 

・ＩＷＢで大きくイラストや写真を映しだして提示することで、学習に対する興味・関心を喚

起する。 

 

【 授 業 概 要 】 

・タブレットＰＣで漢字ドリルを行わせ、問題がクリアできたら記録カードに記入をさせる。 

・タブレットＰＣで新出漢字の音読み・訓読みを確認させる。筆順をタブレットＰＣ上で指で

なぞって練習させた後、鉛筆書きをさせる。 

・見通しをもって学習に取り組めるように、学習活動の流れをＩＷＢで示し、説明する。 

・生徒に秋らしい言葉を発表させた後、生徒がタブレットＰＣで撮影した身近な風景の写真な

どをＩＷＢに表示し、秋を連想するものについて確認する。 

・秋の風物を、タブレットＰＣを使用し調べ、ワークシートにまとめる。まとめたものをＩＷ

Ｂに表示し発表を行わせる。 

 

【 効 果 】  

・繰り返し漢字の学習を行うことで、定着を図ることができる。 

・画像で視覚的に示すことで、言葉をイメージさせやすくなる。また、イメージをとらえやす

くすることができる。 

・タブレットＰＣを用いて自分で調べた季節の言葉を発表することで、より効果的にその言葉

を自分のものにすることができる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 14  

【 授 業 名 】 熱が出入りする化学変化 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 理科／熱が出入りする化学変化（第２学年） 

 

【 ね ら い 】 

・デジタル教科書や温度計をＩＷＢに提示し、実験内容や熱を吸収する化学変化を視覚的に確 

認させる。 

・予想をタブレットＰＣに記入させ共有することで、他者の意見を知り、自分の意見と比較を 

させる。 

・各グループで撮影した実験の様子も入れた、実験内容から結果までのレポートを作成させる。 

・配布資料やノートをタブレットＰＣで代用し、机に物が少ない状態で実験を行わせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・一人一人の生徒が、見通しをもって学習を進めていくことができるように、学習活動の流れ

をＩＷＢで示す。 

・演示実験で水酸化バリウムと塩化アンモニウムを反応させ、熱を吸収する化学変化であるこ

とをＩＷＢと実物投影機を使用しながら知らせる。 

・実験内容をＩＷＢとタブレットＰＣで説明する。 

・タブレットＰＣでワークシートに実験結果の予想を記入させ、グループで話し合わせる。グ

ループの予想を、理由もつけて発表させる。 

・レポートに使用する為、代表者に実験の様子をタブレットＰＣで撮影させる。 

・実験の終了したグループから、タブレットＰＣで結果をワークシートにまとめさせる。 

（ワークシートが完成していない生徒は各自家庭学習として行わせた。） 

 

【 効 果 】  

・実験の説明を容易に伝えることができる。 

・実験のポイント・注意点を容易に説明できる。 

・生徒に予想を立てさせる場面で、生徒全員の予想を確認するのに時間を短縮できる。 

・生徒個々の考えを学級全体で容易に共有できる。 

・各グループの実験結果を学級全体で容易に共有できる。 
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【 授 業 の 様 子 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒が作成したワークシート例】 
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活用事例 15  

【 授 業 名 】 学校周辺の自然環境調べ 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 理科／学校周辺の自然環境調べ（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・生徒が見つけた植物を、各自で撮影し、資料として使用させる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・一人一人の生徒が、見通しをもって学習を進めていくことができるように、学習活動の流れ

をＩＷＢで説明する。 

・ＩＷＢで、活動内容とタブレットＰＣの操作について説明を行う。 

・生徒に、前時にタブレットＰＣで撮影させた学校周辺の生物の写真を印刷させ、模造紙にま

とめさせる。 

 

【 効 果 】  

・グループごとに使用したい写真を選び印刷を行うことができるので、各グループの進度に合 

わせて作業を行うことができる。 

・グループごとに違う植物や、違う写真を資料として使用できる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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【前時に学校周辺の生物を撮影している様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次時のレポート発表の様子】 
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活用事例 16  

【 授 業 名 】 シダ植物 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 理科／シダ植物（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・実物をタブレットＰＣで撮影したものに予想を書き込ませることで、意欲的に行い、楽しん

で学習させる。 

・Ｄｒｏｐｂｏｘを使用し、全員の回答を短時間で確認する。 

 

【 授 業 概 要 】 

・シダ植物とはどんな植物かを生徒に質問する。 

・準備したシダ植物をタブレットＰＣで撮影させ、葉・茎・根の場所を予想させる。 

・撮影した写真に予想を書き込ませ、Ｄｒｏｐｂｏｘにアップロードさせる。 

・アップロードさせた写真をＩＷＢに表示し、予想を発表させる。 

・ＩＷＢで答えを発表し、胞子のうなどシダ植物の特徴について説明する。 

 

【 効 果 】  

・ＩＷＢを使用することで、容易に全体説明ができる。また、視覚的に理解させることができ

る。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 17  

【 授 業 名 】 野菜の観察 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 理科／植物の観察（第１学年（特別支援学級）） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣを使用することで、授業時間内に観察記録を完成させる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・授業で育てている野菜の観察をさせる。タブレットＰＣで写真を撮らせ、野菜の高さや、葉・

花の数を数えさせる。 

・タブレットＰＣで、野菜の成長の記録をワークシートにまとめさせる。 

・ワークシートを印刷させ、記録として残す。 

 

【 効 果 】  

・絵を描くことが苦手、時間がかかるという生徒でも、写真で記録を残すことができる。（時間

短縮できる。） 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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【生徒が作成したワークシート例】 
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活用事例 18  

【 授 業 名 】 食べ物に含まれるもの 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 理科／－（第１学年（特別支援学級）） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣで実験結果を撮影させ、次時の授業で導入に使用する。 

・自分で撮影した画像を使用することで、実験を思い出させ意欲的に授業に取り組ませる。 

 

【 授 業 概 要 】 

〈１時間目の授業〉 

・教室で、授業の流れの説明を行う。 

・理科室に移動し、食べ物に含まれるものを調べる為、準備した食材にヨウ素液を垂らし色の

変化を観察させる。 

・色の変化をタブレットＰＣで撮影させ、Ｄｒｏｐｂｏｘにアップロードさせる。 

 

〈２時間目の授業〉 

・１時間目にＤｒｏｐｂｏｘにアップロードさせた実験結果の写真をＩＷＢに表示し、ヨウ素

液をかけると色が変化した食べ物があったことを復習する。 

・ＩＷＢでワークシートの書き方について説明をする。 

・タブレットＰＣで、食べ物が何からできているかを調べさせる。 

・タブレットＰＣで、食べ物の中に含まれるものについてのワークシートに記入を行わせる。 

・ＩＷＢで、本時の学習のまとめを行う。 

 

【 効 果 】  

・ＩＷＢを使うことで、教師がまとめた内容を、タブレットＰＣに自らまとめることができる。 

・生徒が正確にまとめることを、短時間で行うことができる。 

・調べ学習を簡単に行うことができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
 

〈１時間目〉 
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〈２時間目〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業で使用したワークシート】 
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活用事例 19  

【 授 業 名 】 アメリカの農業 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 社会／北アメリカ州（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＷＢに資料を表示することで、生徒に前を向かせ集中させる。 

・資料のポイントに線を引いたり、拡大することで、注目する点をはっきりさせる。 

・グループで話し合った回答を、文章でまとめさせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢに北アメリカ州の白地図を表示し、山脈や半島の復習を行う。 

・ＩＷＢに写真やグラフなどの資料を表示し、資料が示す内容をキーワードで確認させる。 

・グループに分かれ、いくつかの質問について話し合わせる。協働学習支援システムを使用し、

グループの回答をＩＷＢに表示し確認する。 

・大事なことを黒板に板書しながら授業を進める。 

 

【 効 果 】  

・写真や図、グラフなどを大きく表示し説明する、また、ポイントに線を引いたり、拡大する

ことで、容易に説明ができる。また、生徒に理解させることができる。 

・グループで話し合った回答を文章で画面に示すことで、わかりやすく全体で確認できる。ま

たその回答から、ポイントをはっきりさせる、質問するなどして、学習を深めることができ

る。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 20  

【 授 業 名 】 縄文時代 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 社会／日本の原始時代（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・生活の様子を表した絵を表示することで、絵から縄文時代の生活の特徴を気づかせる。 

・ＩＷＢに土器や土偶の写真を拡大表示することで、縄文時代の技術などについて気づかせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・デジタル教科書を使用して、ＩＷＢに縄文時代の生活の様子を表した絵を表示し、生徒に住

居や生活の特徴について発表させる。 

・ＩＷＢに表示した教科書を読み、大切な個所に線を引きながら説明を行う。 

・ＩＷＢに土器や土偶の写真を拡大表示し、説明を行う。 

・大事なことを黒板に板書しながら授業を進める。 

 

【 効 果 】  

・ＩＷＢに絵や写真を表示することで、全員で質問・問題に取り組むことができる。 

・図や写真を表示し、注目する点に印などをすることで、質問のヒントなどをわかりやすく示

すことができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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【同単元内の他時間の授業】 

 

・デジタル教科書・資料集の映像や音声をＩＷＢで流すことにより、当時の様子をより具体的

にイメージさせることができる。 
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活用事例 21  

【 授 業 名 】 集団行動 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 体育／集団行動（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・ペアになり、タブレットＰＣで撮影し合い確認することで、自分の課題を見つけ、自主的に

練習を行ったり、友だち同士で教え合ったりすることができるようにさせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・集団行動の基本姿勢（気をつけの姿勢、礼など）の注意点を説明する。 

・２人１組で、それぞれの基本姿勢をタブレットＰＣで撮影しながら練習を行わせる。 

・各自撮影した写真・動画を見て、基本姿勢ができているかを確認させる。 

・姿勢を比べ、自分の上達を実感させる。 

 

【 効 果 】  

・自分の姿を客観的に見て学習させることができる。 

・生徒にとって楽しくないと思われる授業も、意欲を持って取り組ませることができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 22  

【 授 業 名 】 集団行動 

【 使 用 ア プ リ 】  － 

【教科／単元(学年)】 体育／集団行動（第２学年） 

 

【 ね ら い 】 

・撮影した動画を見ることで、自分では気づかない修正点に気づかせる。また、他者の動作と

比較させる。 

・生徒同士で、修正点の教え合いをさせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・集団行動の基本を復習した後、グループに分かれ一連の動作の練習を行わせる。 

・一連の動作ができるようになったグループからテストをする。（教員が確認、同時にタブレッ

トＰＣで撮影し生徒に確認をさせる。） 

 

【 効 果 】  

・集団行動の動作が合格か不合格かを、生徒自身で納得して判断できる。 

・生徒にとって楽しくないと思われる授業も、意欲を持って取り組ませることができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 23  

【 授 業 名 】 ハードル走の課題設定 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 体育／陸上競技・ハードル走（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣを使用し、動画から必要な瞬間を静止画で抜き出させる。また、スロー再生

することで、自分のフォームの課題をじっくりと確認させる。 

・画像を使用することにより、自分の課題をもって授業に取り組めるようにさせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・自分のフォームと手本のフォームの比較を行う際の注目する点や、課題設定のポイントを説 

明する。 

・前時にタブレットＰＣで撮影した自分のハードルの動画と、手本の動画を比較し、課題を設

定させる。 

・教科書、Ｄｒｏｐｂｏｘの資料を見ながら課題の解決方法を見つけさせる。 

 

【 効 果 】  

・手本と自分のフォームを比較することで自分自身の課題を見つけることができ、その課題の

解決に向けて、授業に意欲的に取り組ませることができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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●始めのフォーム（左）と最後のフォーム（右）を比較したもので、自分自身の課題が解決で

きているかどうか自己評価できる。また、教員も評価の参考に使用した。 
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活用事例 24  

【 授 業 名 】 バレーボールの基本技能 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 体育／バレーボール（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＷＢで手本の動画を見て、注意する点などを視覚的に確認させる。 

・タブレットＰＣを使用し、手本と各自のフォームを比較して課題を設定させる。 

・ＩＷＢに比較した写真を表示し全体で確認することで、自分では気づかない課題を知らせる。 

・学習カードに記録として残すことで、教員が生徒の課題などを確認し、評価に利用する。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢに各動作（パスやレシーブ）の手本動画を表示し、正しいフォームを確認させる。 

・実際に生徒に各動作を行わせ、それをタブレットＰＣで撮影させる。 

・タブレットＰＣで手本と自分のフォームの写真を並べて比較させ、違う箇所に印をつけて修

正点を確認させる。 

・ＩＷＢに手本と自分のフォームを並べた写真を表示し、手本と違う箇所や課題を発表させる。

また、他の生徒から自分では気づかない課題のアドバイスなどを受けさせる。 

・手本と自分のフォームを並べた写真を各自で印刷し、学習カードにまとめさせる。 

 

【 効 果 】  

・授業の中で、自分のフォームを写真や動画で確認できることで、的確な課題を設定させるこ

とができる。 

・ＩＷＢに手本の動画や、各自で比較した写真を表示することで、全員で話し合いを行うこと

ができる。 

・明確な課題をもつことで、課題解決の工夫をしたり、課題解決に向けて意欲的に授業に取り

組ませることができる。 
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【 授 業 の 様 子 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

z 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習カード例】 
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活用事例 25  

【 授 業 名 】 バレーボール 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 体育／バレーボール（第３学年） 

 

【 ね ら い 】 

・同じ資料を全員で確認させる。 

・その時間の授業内容やねらいを事前に知って、授業に参加させる。 

・グループごとに教え合って学習を進めさせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

〈前時までに行った準備〉 

・生徒に授業計画（単元目標・単元計画・１時間ごとのめあてと練習内容）を考えさせ、紙の

ワークシートにまとめさせる。（１人ずつ１時間の授業内容を考えさせる。） 

・ワークシートをスキャンし、Ｄｒｏｐｂｏｘにアップロードする。 

 

〈本時の授業〉 

・生徒に、Ｄｒｏｐｂｏｘの授業計画を見ながら各グループで授業を進めさせる。授業を進め

る際、その時間の計画を考えた生徒が班長となり他の生徒に指示などを出させる。 

・最後に、本時で気づいたこと、次時の課題を話し合わせる。 

 

【 効 果 】  

・複数の資料をタブレットＰＣ１台で代用できる。 

・資料や反省などを、みんなで資料を共有できるので、次の授業につなげることができる。 
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【 授 業 の 様 子 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｄｒｏｐｂｏｘに入れてある資料例】 
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●Ｄｒｏｐｂｏｘの資料を見ながら、各自バレーボールの準備運動にふさわしい体力アップメ

ニューを考えさせた 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 26  

【 授 業 名 】 オリジナルダンスの創作 

【 使 用 ア プ リ 】  － 

【教科／単元(学年)】 体育／ダンス（第３学年） 

 

【 ね ら い 】 

・動画の選択と並べ替えを簡単にし、話し合いをスムーズにさせる。 

・動画で保存することで、次時の練習（または、他学年の練習）に利用できるようにする。 

 

【 授 業 概 要 】 

〈前時までに行った準備〉 

・それぞれが考えた8呼間（8拍）の動きをタブレットＰＣで撮影し、グループで8呼間の動き

を 3 種類とパートナーチェンジの動きを選び、ＩＷＢ制御用ＰＣのデスクトップに保存させ

る。 

 

〈本時の授業〉 

・前時の復習とウォーミングアップをかねて、既習のフォークダンスを踊らせる。 

・ＩＷＢで本時の課題を説明する。 

・グループの動きを発表させる。 

・フォークダンスを仕上げるため、ＩＷＢ上で動画（8呼間の動き）を並び替えながら話し合い 

をさせる。（動画を再生して確認） 

・曲をかけ踊り、動きを確認させる。 

 

●完成させたフォークダンスは全校で踊るために、動画で撮影し、１・２年生が覚えるのに利 

用する。 

 

【 効 果 】  

・容易に話し合いができる。 

・グループ学習→全体学習を容易にできる。 

・動画で保存することで、簡単に繰り返し確認できる。 

・仕上がりを容易にイメージできる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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【グループごとに８呼間の動きを撮影している様子】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【決定したダンスを練習している様子】 
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活用事例 27  

【 授 業 名 】 持久走 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 体育／持久走（第３学年） 

 

【 ね ら い 】 

・一人ずつタブレットＰＣでラップタイムを計測することで、前回のタイムとの比較などで声

掛けを行いやすくさせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・持久走のラップタイムをタブレットＰＣでとる。 

・最後に、タイムを紙に記入する。 

 

【 効 果 】  

・各自のタブレットＰＣにタイムを表示することができるため、紙への記録を時間をとってで

きる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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【他学年の授業の様子】 

 

１・２年生も同様に、ラップタイムを計測する為にタブレットＰＣを使用。 
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活用事例 28  

【 授 業 名 】 衣服の補修 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 家庭科／日常着の手入れ（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・何度も見本を見て、練習をさせる。 

・進度に合わせて各自で練習させる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・衣服がほころびた経験を思い出させ、この学習の必要性を認識させる。 

・Ｄｒｏｐｂｏｘの見本動画を見ながら、手縫いの基本の玉結び・なみ縫い・半返し縫い・玉

止めを復習、習得させる。 

・安全に留意して作業し、片付けをして自己評価をさせる。 

 

【 効 果 】  

・タブレットＰＣがあることで、手元で見本動画をじっくり見ることができる。また、各自必

要に応じて繰り返し見て練習ができるので、習得する生徒が増える。 

 

【タブレットＰＣ画面】 
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活用事例 29  

【 授 業 名 】 献立の立て方 

【 使 用 ア プ リ 】  

   

【教科／単元(学年)】 家庭科／献立の立て方（第２学年） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣを使用し料理などを調べることで、様々な料理から選択できるようにさせる。 

・一人一人調べ意見を出すことで、話し合いを活発にさせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・献立を立てる手順を復習する。 

・「食品群別摂取量のめやす」について復習し、食品群を確認する。 

・グループに分かれ、タブレットＰＣで料理や食品群などを調べさせ、栄養バランスのとれた

夕食の献立を話し合わせる。 

・グループの代表者に、タブレットＰＣでワークシートに決定した献立を記入させ、Ｄｒｏｐ

ｂｏｘにアップロードさせる。 

・ＩＷＢにＤｒｏｐｂｏｘのワークシートを表示し、献立内容とその理由を発表させる。 

 

【 効 果 】  

・食品群を正確に分類できる。 

・料理、主な材料をたくさんの中から選び、話し合いでまとめることができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 30  

【 授 業 名 】 いろいろな切り方、和食の配膳と盛り付け 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 家庭科／調理の基本（第２学年） 

 

【 ね ら い 】 

・Ｄｒｏｐｂｏｘに資料を入れておくことで、各自で進められるようにする。 

・切ったきゅうりの写真を撮影させ、ワークシートにまとめさせることで、後からでも評価で

きるようにする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢで、画像と事前に撮影しておいたいろいろな切り方の手本動画を流し、本時で学習す

る内容を説明する。 

・実際にいろいろな切り方で、きゅうりを切らせる。この際、必要な生徒はＤｒｏｐｂｏｘの

画像や手本動画を見るように伝える。 

・ＩＷＢでワークシートの作成について説明した後、ワークシートで使用するために、各自タ

ブレットＰＣで切ったきゅうりとそれに塩をふったものを撮影する。 

・ワークシートをまとめさせる。 

 

【 効 果 】  

・画像や動画資料により、理解させやすい。 

・最後に画像を使用しワークシートを作成させることで、切り方の種類が多くても、全ての種

類を全生徒分確認することができる。 
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【 授 業 の 様 子 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒が作成したワークシート例】 
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活用事例 31  

【 授 業 名 】 調理実習 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 家庭科／調理実習（第１学年（特別支援学級）） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＷＢに提示した資料で全員で確認を行い、調理の作業ではタブレットＰＣで手元で資料を

確認して授業を進める。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢに、準備する材料と用具を表示し、調理の準備をさせる。 

・各自タブレットＰＣで、料理のレシピを見ながら調理を進める。 

 

【 効 果 】  

・自分が調べた料理とレシピを使用することで、より積極的に取り組むことができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 32  

【 授 業 名 】 発電のしくみ 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 技術／（第２学年） 

 

【 ね ら い 】 

・協働学習支援システムを使用することで、全員の解答・班の回答を短時間で確認する。 

・ＩＷＢに図などを表示し説明することで、生徒に理解させやすくする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・協働学習支援システムを使用し、知っている発電方法を回答させる。回答をＩＷＢに表示し、

全員で確認する。 

・ＩＷＢにインターネットのページや画像資料を表示し、発電のしくみについて説明する。 

・班でエネルギーの種類を考えさせ、協働学習支援システムを使用し回答させる。回答をＩＷ

Ｂに表示し、全員で確認する。 

・主な６つの発電方法について、どのように分類できるかを班で考えさせ、ＩＷＢを使用し発

表させる。 

 

【 効 果 】  

・全員の回答を瞬時に確認できるので、生徒の発表や説明に時間をとることができる。 

・説明に、様々な資料を使用できる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 33  

【 授 業 名 】 創作（曲作り） 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 音楽／（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣの画面上で、リズムパターンの並び替えを行わせながら創作をさせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢで曲を作る際に使用するリズムパターンと音を説明する。 

・タブレットＰＣを使用し、ワークシートにリズムパターン・音階・音符・強弱などの記号を

入れて、４小説の曲を作らせる。 

・創作した曲を、笛で練習させる。 

・ＩＷＢにワークシートを表示させ、笛で曲を発表させる。 

 

【 効 果 】  

・ＩＷＢにワークシートを表示させながら発表させることで、視覚的にも音を認識させること

ができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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【生徒が作成したワークシート例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 （作成前のワークシート） 
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活用事例 34  

【 授 業 名 】 音楽発表会 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 音楽／（第３学年） 

 

【 授 業 概 要 】 

・タブレットＰＣを使用して演奏を行う。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 35  

【 授 業 名 】 透視図法 

【 使 用 ア プ リ 】  － 

【教科／単元(学年)】 美術／（第３学年） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＷＢを使用し、作成の過程を確認する。 

・他の生徒に向け自分の作品の説明をさせることで、自分の作品を振り返らせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・作品をＩＷＢに提示し、工夫した個所やポイントなどを説明させる。 

 

【 効 果 】  

・どの図法を使って描いているかを他の生徒に考えさせることができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 36  

【 授 業 名 】 入学式後の学活 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 学活／－（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・新入生・保護者にタブレットＰＣに触れて授業での主な使用法（Ｄｒｏｐｂｏｘのワークシ

ートをｎｅｕ．Ａｎｎｏｔａｔｅで開き、記入などを行った後Ｄｒｏｐｂｏｘにアップロー

ドする方法）を知ってもらう。 

・保護者に授業での使用法を見てもらい、ＩＣＴを活用した授業の理解を得られるようにする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・タブレットＰＣで、入学式の感想をシートに記入し、Ｄｒｏｐｂｏｘにアップロードさせる。 

（執行部の生徒が補助に入った。） 

●作成したシートは、印刷し生徒に渡した。 

 

【 効 果 】  

・撮影した写真をすぐにワークシートに使用することができる。 

・作成したワークシートをすぐに全員で共有できる。 

・新入生にタブレットＰＣやＩＣＴを活用した授業に興味をもってもらうことができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 37  

【 授 業 名 】 中学生の望ましい生活リズムについて考えよう 

【 使 用 ア プ リ 】  － 

【教科／単元(学年)】 学活／中学生の望ましい生活リズムについて考えよう（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・プリントをＩＷＢに表示し、生活リズムを視覚的に確認させる。 

・書き込みを行いながら説明することで、生徒に注目する点などを知らせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・各自の生活リズムを書かせたプリントを、実物投影機でＩＷＢに表示し、望ましい生活リズ

ムについて話し合う。 

 

【 効 果 】  

・実物投影機で事前に書いたプリントを表示することで、時間短縮ができる。 

・ＩＷＢに表示することで、全員で話し合うことができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 38  

【 授 業 名 】 歯と口の健康集会 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 学校行事／（第１、２、３学年） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＣＴを活用してクイズなどを行い、集会を通して、生徒に楽しみながら歯について興味を

もってもらう。 

 

【 授 業 概 要 】 

・始めのあいさつの後、各コーナーの説明を行う。 

コーナーでの活動 ①タブレットＰＣ（協働学習支援システム）を使っての４択クイズ 

②体験活動（２種類の食べ物を食べ、噛む回数を数えて協働学習支援シ

ステムで回答） 

・男女に分かれて、①②を体験させる。 

・集合し、まとめの解説などを行う。説明の中で、②で得た回答から出した噛む平均回数を発

表する。 

（司会や進行係は健康委員が行う。） 

 

【 効 果 】  

・説明がしやすい。 

 

【 授 業 の 様 子 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 121 - 

 

活用事例 39  

【 授 業 名 】 薬物乱用防止教室 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 学校行事／（第１、２、３学年） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＣＴを活用してクイズなどを行い、集会を通して、薬物乱用による心身への影響、依存症、

疾病との関連、社会への影響などについての理解を深める。 

・協働学習支援システムを利用しクイズを行い、講演を行って下さる先生に、生徒の回答や考

えを把握していただく。 

 

【 授 業 概 要 】 

・学校薬剤師の方に、ＩＣＴを活用して薬物乱用防止教室を行っていただく。 

・ＩＷＢに資料と、協働学習支援システムでクイズを行った回答を表示させながら、説明を行

っていただく。（協働学習支援システムの操作は、養護教諭が行った。） 

 

●帰りの会で健康委員がクイズを行い、ＩＷＢとタブレットＰＣで資料を確認して事前学習を

行った。 

 

【 効 果 】  

・クイズを行ったり、写真や図をＩＷＢに提示しながら行うことで、生徒が集中して話を聞く

ことができる。 
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【 授 業 の 様 子 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事前学習の様子】 
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活用事例 40  

【 授 業 名 】 人権集会 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 学校行事／（第１、２、３、学年） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＷＢに場面画像を提示し、それぞれの場面をイメージしやすくする。 

・タブレットＰＣに意見を書き込み、班発表・全体発表に使用する。 

 

【 授 業 概 要 】 

・班に分かれ、アサーション・トレーニングを行わせる。  

・ＩＷＢに場面画像を提示し、自分の考えの伝え方について考えさせる。 

・各自の考えをタブレットＰＣに記入させ、班内で発表・話し合いを行わせる。 

・班で意見をまとめ、全体発表を行わせる。 

 

【 効 果 】  

・自分の考えを書き込んだタブレットＰＣを見せながら発表することで、班発表・話し合いが

行いやすくなる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 41  

【 授 業 名 】 歯磨き指導 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 自立／－（第１学年（特別支援学級）） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＷＢに資料を表示することで、わかりやすい説明をする。また、イメージさせやすくする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢに授業の流れを提示し、授業の内容を説明する。 

・歯垢を赤く染める染め出しを行う。（歯磨きは給食後に行っている。） 

・ＩＷＢに、生徒に配ったワークシート（歯式図）を表示し、歯の赤く染まった箇所をワーク

シートに記す方法を視覚的に説明する。 

・鏡を見ながら歯が赤く染まっている箇所を確認し、ワークシートの歯式図に色を塗らせる。 

・ＩＷＢにタブレットＰＣのアプリ画面を表示し、口腔内の細菌の動画を見せる。 

・ＩＷＢに健康な歯茎と不健康な歯茎の写真を表示し、違いを説明する。また、自分で歯肉炎

のチェックができるようにチェックポイントも説明する。 

 

【 効 果 】  

・ＩＷＢに写真や図を表示し説明することで、詳細な説明をすることができる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 42  

【 授 業 名 】 手洗い指導 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 自立／－（第１学年（特別支援学級）） 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＷＢに資料を表示することで、わかりやすい説明をする。また、イメージさせやすくする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢに授業の流れを提示し、見通しを持った授業ができるように、授業の内容を説明する。 

・脱脂綿で手を拭き、汚れが付着していることを視覚的に確認させる。 

・手洗いチェッカー用ローションを手につけ、いつも行っている通りに手洗いをさせる。 

・手洗いチェッカーで洗い残しを確認させる。この時、タブレットＰＣで各自写真を撮らせる。 

・各自撮影した写真を使用し、タブレットＰＣでワークシートに記録する。 

・ＩＷＢにインターネットの手洗いの動画を写し、正しい手洗いについて確認させる。 

・正しい手洗いを実際に行わせる。 

 

【 効 果 】  

・洗い残しを画像として残すことで、手洗いの振り返り、復習がいつでもできる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 43  

【 授 業 名 】 生徒総会 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 生徒総会（第１、２、３学年） 

 

【 ね ら い 】 

・紙の節約 

 

【 授 業 概 要 】 

・タブレットＰＣで要項を確認しながら、総会を進める。 

 

【 効 果 】  

・拡大できるので、要綱が見やすい。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 44  

【 授 業 名 】 生徒会役員選挙 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 生徒会役員選挙（第１、２、３学年） 

 

【 ね ら い 】 

・時間短縮 

 

【 授 業 概 要 】 

・立会演説や投票上の注意を行った後、学年ごとに教室にわかれタブレットＰＣの協働学習支

援システムを利用して投票を行わせた。 

・投票終了後、選挙管理委員に結果画面を見て集計を行わせた。（個人回答を表示しない、結果

の履歴はすぐに削除することを徹底した。） 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 45  

【 授 業 名 】 社会の変化と人権尊重 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 社会／社会の変化と人権尊重（第３学年） 

【 授 業 概 要 】 

・班で話し合ったことを、協働学習支援システム・ホワイトボード機能を使用し発表を行 

った。 

・個別で考えたことを、Evernote を使用し発表。 

 

活用事例 46  

【 授 業 名 】 北アメリカ－生活の様子 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 社会／北アメリカ（第１学年） 

【 授 業 概 要 】 

・元本校ＡＬＴ（現在アメリカ在住）に、タブレットＰＣのＦａｃｅＴｉｍｅを利用して、ア

メリカの家庭の様子などを紹介していただいた。実際に家の中を回りながら説明を行ってい

ただき、時間や気温・家の広さなど日本との違いを確認した。 

・タブレットＰＣで、わかったことや感想をワークシートに記入した。 
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活用事例 47  

【 授 業 名 】 タブレットＰＣへのアプリのインストール 

【 使 用 ア プ リ 】   － 

【教科／単元(学年)】 学活（第３学年） 

情報端末の操作、管理能力の育成、情報モラル意識の向上を目的として、タブレットＰＣの

アプリインストールの機能制限解除を行った。アプリを自由にインストールできる期間を１週

間設け、最終日にアプリを１０個に絞り報告を行わせた。 

【 授 業 概 要 】 

・タブレットＰＣの今までの使用法を振り返り、活用方法と利点を確認し合うとともに、今後

の使い方について考えた。 

・アプリインストールについて、“ＩＤやアカウント・メールアドレスが必要なものは使用し

ない”、“１７歳以上を対象としたアプリのインストールは行わない”などの注意を行った

後、インストール方法を説明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用事例 48  

【 授 業 名 】 人権集会 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 人権集会（第１，２，３学年） 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢを活用し、ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔで作成した図で身近にある様々な権利を順位付けす

る問題について、状況と課題を説明した。 

・グループでタブレットＰＣ（『SketchPad』アプリを使用）を使用し、権利について話し合っ

た。意見を集約した後、『Dropbox』を使用してＩＷＢにグループの意見を表示し、発表を行

った。 
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活用事例 49  

【 授 業 名 】 薬物乱用防止教室 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 薬物乱用防止教室（第１、２、３学年） 

【 授 業 概 要 】 

・ｉＰａｄのＦａｃｅＴｉｍｅで遠隔地とつなぎ、大学の先生に講演を行っていただいた。 

・ＩＷＢを２台準備。１台に資料を提示し、もう１台に大学の先生を表示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

活用事例 50  

【 授 業 名 】 ｉＰａｄを使用した校歌演奏 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 哲西中学校音楽発表会（第３学年） 

【 授 業 概 要 】 

・３年生が、音楽の授業の時間にｉＰａｄで校歌演奏の練習を行い、発表会で発表をした。 

・発表会での演奏風景を、Ｕｓｔｒｅａｍでライブ配信した。 

・発表会で使用した楽器アプリ体験コーナーを設置し、保護者や地域住民など来場者に触って

いただいた。 
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Ⅱ）－２ 教員研修（ＩＣＴ機器の利活用方法等） 

 

（１） 新任研修及び研修機会の確保状況 

 

・ 人事異動により異動して来られた教員には、まず最初に本事業及び学びのイノベーション

事業についての説明及び哲西中の取組方針などを説明し協力を呼びかけ、その後、基本的な

ｉＰａｄ及びＩＷＢの操作説明を行った。 

・ 新任教員に限らず、ｉＰａｄ及び新規インストールアプリ、ＩＷＢなどの各種システム

及び機器の利用方法については随時説明している。特に人事異動により異動して来られ

た教員は、進んで個人でＩＣＴ機器の操作等研修を行っており、率先してｉＰａｄやＩ

ＷＢ等のＩＣＴ機器を利用した授業を行っている。 

 ・すべての教員を対象に、毎月１回は校内研修及び研究授業を実施している。 

・ 視察を受け入れ、授業を公開することで、教員の意識の向上と次年度の公開授業（研

究会だけでなく参観日等、授業を公開するもの。）への意欲の向上を図っている。 

・ ＩＣＴ研修会を開催し、１０月の公開授業における授業者の授業内容及び指導案の検

討等を行った。 

 

日時 内容 

春休み期間 新任教員のためのｉＰａｄ及びＩＷＢの操作説明。 

４月 ３日（水） デジタル教科書の追加による教員・支援員研修。 

５月１４日（木） 情報モラル教育支援ソフト『事例で学ぶＮｅｔモラル』の試験利用のため

支援員及び情報担当教員が利用方法等の説明を受ける。 

２９日（水） 校内研究授業 

 科目：理科  授業者：大谷 寿志 

 学年：第２学年年 

６月１２日（水） 校内研究授業 

 科目：数学  授業者：小林 佳夫 

 学年：第２学年 

・情報管理課職員授業見学 

７月 ９日（火） 校内研究授業 

 科目：保健体育  授業者：後藤 佳緒里 

 学年：第３学年 

１１日（木） 校内研究授業 

 科目：社会  授業者：松原  淳  

 学年：第１学年 

１９日（金） 校内研究授業 

 科目：英語  授業者：大久保 真人  

 学年：第２学年 

８月２０日（火） 

 

ＩＣＴ研修会 

１０月公開授業の授業内容・指導案の検討。 

２１日（水） 

 

・ＩＣＴ研修会 

１０月公開授業の授業内容・指導案の検討 

・高尾小で行われたアプリ「ロイロノート」の研修会に支援員が参加。 

１０月 ７日（火） 

 

総務省実証「作成コンテンツ共有ポータルシステム」の説明 

会とヒアリング 

１２月１３日（金） 

 

平成２５年度高尾小学校公開授業研修会に哲西中ＩＣＴ支援員が参加。 

２月１７日（月） 校内研究授業 
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科目：英語  授業者：大久保 真人  

 学年：第１学年 

 

○転入者レクチャー 

 
 

 
 

○５月 校内研究授業（５／２９） 
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○６月 校内研究授業（６／１２） 

 
 

 

 
 

 

○７月 校内研究授業（７／９） 
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○７月 校内研究授業（７／１１） 
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○７月 校内研究授業（７／１９） 

 
 

 

 
 

 

○総務省実証「作成コンテンツ共有ポータルシステム」の説明会とヒアリング（１０／７） 
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○平成２５年度高尾小学校公開授業研修会（１２／１３） 

 １年生 算数 

 
 

 

 
 

 

 ５年生 算数 
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 ｉＰａｄ相談会 
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○２月 校内研究授業（２／１７） 

  
 

 
 

 
 

 

（２） 教員のアンケート等 

 

・ ＩＣＴ機器の利活用及び生徒の状況等については、引き続き授業記録簿に記録し、取りま

とめている。 

・学びのイノベーション事業」効果検証のための教員アンケートの実施。 

・ＩＣＴ機器の使用状況や、ＩＣＴを授業に用いることへの評価アンケートの実施。（教員用） 

 ・フューチャースクール推進事業「コンテンツ共有クラウドに関するアンケート」の実施。 
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Ⅱ）－３ 結果と課題（平成２３～２５年度アンケート結果を踏まえて） 

 

平成２３年度～平成２５年度に行った下記アンケート等から考察した。 

・平成２４・２５年度に生徒及び教員を対象として行った「ＩＣＴ活用についてのアンケート」 

・平成２４・２５年度に３年生を対象として行った「ＩＣＴを利用した授業等に関するアンケ

ート」 

 

（１） ＩＣＴ機器を授業に用いることへの評価について 

 

＜生徒＞ 

 

・ 授業中のＩＣＴ利活用について、何ら問題なく学習できている。特に一人一台の専用ｉ

Ｐａｄが与えられていることにより、「調べ学習ができて便利で学習に役立つ」「わかりや

すい」と評価が高く、それを利用した授業を受けることに対しても評価が非常に高い。生

徒には自己管理のもと朝から下校するまでｉＰａｄを貸与したことで、生徒に必須の文房

具となっていることがわかる。 

・ 中学校でＩＣＴを用いない授業を受けた経験をもつ２・３年生に対してアンケートを行

ったが、５教科について、いずれについても「わかりやすくなった」との回答が多く、生

徒の学力向上に効果的と考えられる。 

これは、問題に対する解答の共有により授業が効率化され、問題量の増加や動画の閲覧 

といった活動が授業のわかりやすさに結び付いているものと推測される。 

・ 「関心・意欲・判断」「技能・表現」「知識・理解」などの観点から、さまざまアンケー

ト調査を行った結果、情報活用能力は向上しており、基礎学力、自己学習能力のための動

機付けとしてのＩＣＴ利活用としても成果が表れているように思われる。 

・ ＩＣＴ機器を利用した授業や活動により、生徒自身は授業や活動に、積極的かつ集中し

て取り組めており、情報活用能力も高く、生徒の学ぶ力、学びたい力の原動力になってい

る。 

 

＜教員＞ 

 

・ さまざまな場面でｉＰａｄとＩＷＢが利用されており、協働学習の場面では、同じ問題

について、クラス全体で話し合しあったり、一人が発表したことについて、クラス全体で

考えたりする授業が展開されており、その中でｉＰａｄは、生徒が学習の理解を深める場

面、生徒に発表させる場面、数名で話し合ったりする場面で利用されている。こうした、

個人学習から協働学習への流れの授業を行う中で、生徒は授業への参加意識が高くなって

おり、相互理解のための文書力や表現力が向上しており、集中して授業に取り組めている。 

・ ＩＣＴ授業についてよかった点については、「効果的な教材を作成することができる」が

最も多く、「教材作成や授業準備が効率的に行われる」「公開授業等、他の教員の指導方法

を学ぶ機会が増えた」などの回答が多い。 

ＩＣＴを授業に利用することについても、意欲、理解、表現や技能を高めること、思考

を深めたり、広げたりすることのいずれにおいても全員が肯定的な回答をしており、生徒

のＩＣＴ活用能力や技能の向上、知識理解の深まりについて、非常に向上していると考え

る教員が多い。 

教員はＩＣＴ機器の活用実践の積み重ねにより、効果的な教材を作成し効率的な授業を

行い、生徒は自己管理の中でｉＰａｄを自由に使いこなすことで、高いＩＣＴ活用能力を

前提とした学習活動が展開されていると判断できる。 
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（２）ＩＣＴを利用した授業等に関する生徒の意識について 

 

  ２年間ｉＰａｄを利用し、卒業を控えた３年生の立場からみたＩＣＴを利用した授業等に

関する意識についてアンケート結果より考察した。 

 

＜授業での活用について＞ 

 

  ・ 一人一台のｉＰａｄ利用及びＩＣＴ利用した授業について、「まとめがしやすい」「意見 

の共有・交換ができた」「発表しやすい」「すぐに調べられる」「授業のスピードがあがった

（時短）」などの意見が挙げられた。これらの多くは、ＩＣＴを活用した授業の効果として、

教員からも挙げられている事項であり、生徒も授業での活用について効果的と感じている

といえる。 

 ・ ＩＣＴを利用した授業を受ける前との比較について、「わかりやすい」「意見の共有・発 

表ができる」「調べられる」「ＩＣＴに興味がわく」などの意見があった。これまで、一般

に、意見の共有・発表や授業の効率化などに関する効果が注目されてきが、今回の調査で

は、数学の授業がわかりやすくなったとの意見が非常に多く、学習内容の理解や基礎基本

の定着についての効果を生徒が実感していることが明らかになったといえる。 

 

＜情報（ＩＣＴ）の活用について＞ 

 

今後、タブレットＰＣやスマートフォンを購入し、利用したいかという質問に対し、全員

が「利用したい」と回答した。また、多くの生徒は具体的な利用方法をイメージしていた。 

生徒が将来的にＩＣＴ機器を活用していくことが必要不可欠である中、中学校段階で基 

本的な利用に関するモラルやリテラシーを身に付けさせたうえで、全員に対して肯定的な意

識を持たせられたことは成果であるといえる。 

  また、本事業で主に利用したアプリは、教育に特化したものでなく、日常生活の中でも 

利用できるアプリであり、無料のアプリである。そのため、今後のタブレットＰＣやスマ 

ートフォンなどを購入する際にも、導入しやすく利用しやすいはずである。 
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Ⅲ） 将来に向けたＩＣＴ利活用推進方策の検討 

 

  平成２２年度に「ＩＣＴ絆プロジェクト」にて小学校１校へ、平成２３年度に「フューチャ

ースクール推進事業」にて中学校１校へ、校内無線ＬＡＮネットワークの構築、児童・生徒１

人１台のタブレットＰＣ及びＩＷＢ等ＩＣＴ機器の配備を行い、現在までＩＣＴを利活用した

教育を実施してきた。 

そしてその中で、９年間の義務教育期間における、指導計画への位置づけを検討しながら、

市内全小中学校への普及及び展開について検証・検討するとともに、家庭や地域との連携に関

する多様な利活用方策を検討してきた。 

  平成２６年度は、これまでの成果を元に全中学校へ、校内無線ＬＡＮネットワークの構築、

生徒１人１台のタブレットＰＣ及びＩＷＢ等ＩＣＴ機器の配備を行う予定である。 

 そして、先行実践校である哲西中学校教員（他校への異動教員を含む）を中心に､ＩＣＴ利活

用教育を実施し、同一教科の教員との情報共有や意見交換により、更なるＩＣＴ利活用方策の

高度化を図ることができる。 

 現在までの課題と状況について、平成２６年度の全中学校への導入を考慮に入れ、以下のと

おり考えてみた。 

 

Ⅲ）－１ 課題に対する実施状況と結果 

  

項目 課題と現状 実施状況と結果（ＩＣＴ利活用方策） 

ＩＣＴ利活

用方策の高

度化 

 

ＩＣＴの利活用が進んで

おり、さまざまな場面で、

効果的に利活用されてい

る。 

また、アプリ同士の連携

利用も行っているが、より

効果的な場面での利活用に

ついて課題となっている。 

（１） 協働学習支援システムについて、教員間で 

学習し、使い方の工夫や他のアプリとの併

用、また教科授業だけでなく、生徒会活動や

総合的な学習など、さまざまな場面で利活用

を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 協働学習支援システムの高度利用を通じ、

同システムの改善要望を事業者に伝え、シス

テムの機能を向上させており、これによる機

能追加のためのバージョンアップを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）（２）について、引き続きシステムを利活

用していき、より効果的な場面での利用方法につい

て検討しながら推進していく。 

 

＊参照 

Ⅱ）－１ ＩＣＴ機器等の利活用状況 

＜特徴的な利活用事例（協働教育、個別学

習等）＞ 

＊参照 

Ⅰ）－１ ＩＣＴ環境の運用 

（２）－１ タブレットＰＣの運用状況と

課題 

③協働学習支援システムのバージョンア

ップ 
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（３） 協働学習支援システムを利用するだけでな

く、ｉＰａｄ無料アプリを利用かつ連携させ

た協働学習が行われている。この手法は非常

に効果的であり、高く評価されている。 

 

    ＜哲西中学校＞ 

     Dropbox＋neu.Annotate 

                 ＋SketchPad 

         ＋NoteAnytime 

    ＜高尾小学校＞ 

     Dropbox＋GoodNotes 

                 ＋SketchPad 

         ＋NoteAnytime 

 

 

 

 

 

 

（３）について、引き続きこの手法にて協働学習 

を進めるとともに、他の利用できるアプリの検討と

検証を進める。 

また、平成２６年度は全中学校へ導入する予定で

あるため、この協働学習の手法を取り入れた授業を

中心にＩＣＴ利活用教育を推進していく。 

 

（４） ＩＣＴ利活用方策の高度化や持ち帰り学習

の充実を促進でできるよう、ＩＣＴ支援員の

育成と強化を目的に、絆プロジェクトの実証

校である高尾小での研修や公開授業、アプリ

ケーションのデモに参加している。 

また、今年度も高尾小の支援員が哲西中公

開授業へ支援員として、授業補助だけでな

く、授業案作成段階から参加した。 

 

 

 

 

） 

 

（４）についても、引き続きＩＣＴ支接員の育成

を強化するとともに、市内小中学校への展開を考慮

に入れながら、確保及び育成方法についても検討し

ていく。 

 平成２６年度は全中学校へ導入する予定である

ため、現哲西中学校のＩＣＴ支援員を中心に早期に

授業が開始できるよう支援体制を整備する。 

 

＊参照 

Ⅱ）－１ ＩＣＴ機器等の利活用状況 

＜ｉＰａｄアプリを利用した協働学習＞ 

＊参照 

１．３．１ ＩＣＴ支援員の確保・配置、

支援の方法概要  
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教科教育の

高度化 

 

学校の教員数が少ないこ

とから同一教科を担当する

教員がおらず、ＩＣＴを利

活用した教科教育の高度化

は当該教員に委ねられてい

る。 

教科教育の高度化のため、各教員は授業内でのＩ

ＣＴの利活用に取り組んでいるが、更なる教育の高

度化のため、公開授業や視察の受け入れ、研修会へ

の参加などを行い、同一教科の他地域・他校の教員

と情報を共有する。 

 

 

 

 

 

また、新見市情報化推進協議会開催の日には公開

授業を実施し、実践事例等をとおして、教科教育に

おけるＩＣＴ利活用の高度化を推進している。 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度からは、全中学校へ導入する予定で

あるため、これにより、同一教科の研究会等でＩＣ

Ｔ利活用授業について位置づけを明確にし、教科教

育の高度化を図る。 

家庭への持

ち帰り 

家庭への持ち帰り学習の本

絡的な実施は今後の課題と

なっている。 

定期的な持ち帰りを実施しており、情報モラル教

育についても実施している。 

平成２６年度からは、本事業を継続するため、経

費削減として、３Ｇ契約を解除し、Ｗｉ－Ｆｉのみ

の利用とするが、引き続き、家庭への持ち帰りを実

施し、家庭学習を定着させ、学校と家庭での学習の

あり方（家庭でのインターネット接続、タブレット

ＰＣ利用可能性、運用方法）について具体的に検

討・検証し、モデル化を図る。 

なお、全中学校への導入後の運用において、持ち

帰りを実施する場合は、哲西中学校での取り込みを

モデルに実施する。 

 

 

 

 

 

 

運用コスト

の削減 

タブレットＰＣネットワー

ク契約が３Ｇ＋Ｗｉ－Ｆｉ

であることから、利用料負

担が大きくなっている。 

（１） 可能な家庭については家庭の無線ＬＡＮを

利用している。 

 

（２） 平成２６年度からは３Ｇ契約を解除するた

め、家庭へ持ち帰ってのネットワーク利用に

ついて配慮する必要がある。 

 

 

 

＊参照 

６．１ 公開授業、学校視察等の状況 

＊参照 

１．３．４ 実証体制  

及び○地域協議会の開催状況、概要 

＊参照 

５ 家庭学習を促進するＩＣＴ環境の検

証 
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（３） 家庭での持ち帰り利用の意義と家庭での 

インターネット接続環境の確保の必要性を

保護者に周知するため、機会があるごとに、

ｉＰａｄを利用した授業を参観してもらっ

たり、触れてもらっている。 

また、家庭へ持ち帰った際には、保護者と

一緒に利用することとしている。 

 

 

 

 

 

 

（１）～（３）について、引き続き、保護者だけ

でなく市民に対しても、ＩＣＴ教育への理解促進を

推進していく。 

また、平成２６年度はＷｉ－Ｆｉモデルを全中学

校へ導入する予定であるため、持ち帰り時における

インターネット利用について、保護者の理解を得る

とともに、協力・支援体制及び制度などを検討し整

備していく必要がある。 

 

プラットフ

ォームの構

築 

市のサーバの利用は限定的

であり、商用のオンライン

サービスとの併用になって

いる。 

商用のオンラインストレージサービスは、ワーク

シート等の共有フォルダとして利用しているため、

これについては、このまま利用していく。 

平成２５年度に、協働学習支援システムのサーバ

の新見市情報センターへの移設を行った。 

これにより、市に敷設された光通信網の強みを活

かし、将来的には新見市ラストワンマイル域内に設

置したサーバにデジタル教材及び教育コンテンツ

やアプリケーション、または、生徒の作品等を集約

させ、商用データストレージサービスの容量制限の

問題を解消するとともに、市内小学校及び中学校の

プラットフォームとして発展させ、教材及びコンテ

ンツを拡充させていくことが考えられる。 

また、域内にサーバを設置することで、今後のＩ

ＣＴ教育の展開を考えると、システムライセンスの

購入や設定等初期導入費はかかるが、維持費が大幅

に削減できると考える。 

 

 

 

 

 
 

小学校との

連携 

先行してＩＣＴ環境を導入

した高尾小学校との連携促

進の余地がある。 

（１） これまで、高尾小学校では、自力解決のた

めにヒントカードというものを利用してお

り、このツールとしてｉＰａｄを利用してい

る。 

哲西中学校では、ワークシート作成及び共

＊参照 

５．２ 実施状況 

＜生徒・保護者への対応＞ 

＊参照 

Ⅰ）－２ ＩＣＴ環境の導入・運用に係る

コストや体制等の抽出・分析 
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有のツールとして、ｉＰａｄを利用してお

り、それぞれにおいてスタイルが確立しつつ

ある。 

自力解決後の相互共有という流れを念頭

に置きつつ、義務教育期間９年間の指導計画

のあり方を検討しつつ、更なるＩＣＴ利活用

方策の高度化に向けて取り組んでいる。 

また、高尾小学校では哲西中学校での

Dropboxを利用した協働学習を利用し始め

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 本表項目「ＩＣＴ利活用方策の高度化」（４） 

で述べたように、ＩＣＴ支援員の育成と強化

を目的に、絆プロジェクトの実証校である高

尾小での研修や公開授業、アプリケーション

のデモに参加している。 

また、今年度も高尾小の支援員が哲西中公

開授業へ支援員として、授業補助だけでなく、

授業案作成段階から参加した。 

 

 

 

 

 

 

（２）についても、引き続きＩＣＴ支接員の育成

を強化するとともに、市内小中学校への展開を考慮

に入れながら、確保及び育成方法についても検討し

ていく。 

 平成２６年度は全中学校へ導入する予定である

ため、現哲西中学校のＩＣＴ支援員を中心に早期に

授業が開始できるよう支援体制を整備する。                   

デジタル教

科書の活用 

デジタル教科書の整備に伴

い、利活用を推進していく

必要がある。 

開発が進んでいるデジタル教科書の整備、活用を

行い、利活用の高度化を図る。実施に際して、市の

サーバあるいはクラウド上にデジタル教科書をお

いた場合の動作環境の検証に協力した。 

平成２６年度からは全中学校へ導入するため、文

科省へ現デジタル教科書の全中学校への導入につ

いて協議する。 

そして、引き続きデジタル教科書を利用した授業

を行うとともに、利活用の高度化を図る。 

 

 

＊参照 

哲西中活用事例 

「1」～「50」、「63」～「65」 

高尾小活用事例 

「51」～「62」 

＊参照 

１．３．１ ＩＣＴ支援員の確保・配置、

支援の方法概要  

及び６．１ 公開授業、学校視察等の状況 
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情報リテラ

シー教育の

推進 

タブレットＰＣにフィルタ 

リングや機能制限の設定を 

しているほか、利用開始に 

あたり、最低限の情報モラ 

ル教育を実施した。 

（１） 常に自己管理において使用させているが、

家庭への持ち帰り学習を本格的に実施する

にあたって、さらに徹底を図る必要がある。  

また、生徒の不注意によるタブレッ卜ＰＣ

破損等の事態が発生した場合には、自己管理

を考える指導機会として引き続き活用する。 

 

（２） 生徒とともにタブレットＰＣ活用のルー 

ル作りを行い、将来的にはアプリケーション

のインストール、メールなどの機能制限につ

いても自己管理を徹底することで、その内容

を段階的に緩和していく。 

 

 

 

 

 

 

（１）（２）について、引き続き実施していくと

ともに、平成２６年度からは全中学校へ導入される

予定であるため、哲西中学校でのスタイルを元に、

各学校の状況に合わせてルールの作成や指導内容

について検討し、中学校教育における情報リテラシ

ー教育の位置づけを行う。 

自己学習力

の向上 

「自己管理」として生徒が

登校してから下校するまで

タブレットＰＣをもち、授

業だけでなく休み時間など

も自由にタブレットＰＣを

利用している。 

タブレットＰＣの家庭への持ち帰りや情報モラ

ル教育を実施しており、引き続き実施すると伴に、

情報モラルを確実に定着させ、情報源とするＷｅｂ

サイトから必要かつ正しい情報を得ること、様々な

アプリケーションを使用することによるＩＴリテ

ラシーの向上及びこれらを通じて従来の教員から

の「あたえられ」、「やらされる」学習ではなく、

自ら「調べ」、「考える」学習によって、知識の定

着を図る。 

 平成２６年度からは、全中学校へ導入するため、

全市的に捉え、中学校における情報部会を中心に、

各教科部会においてＩＣＴ利活用教育を推進して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

＊参照 

哲西中活用事例 

「2」「7」 

＊参照 

５ 家庭学習を促進するＩＣＴ環境の検

証 

＊参照 

５ 家庭学習を促進するＩＣＴ環境の検

証 
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Ⅲ）－２ ＩＣＴ絆プロジェクト実施校（高尾小学校）の取組 

 

（１）事業の概要 

 

新見市では、はじめに述べたように、平成２２年度の「ＩＣＴ絆プロジェクト」に参画し、

新見市高尾小学校の全児童及び教員にタブレットＰＣを配布し、ＩＷＢなどのＩＣＴ機器を導

入した。 

そして、これまでＩＣＴを利活用した授業等を行ってきたが、本事業の対象校である哲西中

学校ともども、それぞれ無料アプリを利用しての協働型等学習スタイルが確立されてきた。 

またそれぞれのスタイルを情報交換することで、新見市の小中学校でのＩＣＴ利活用教育の

スタイルが確立されてきており、引き続き、それぞれを教育情報化モデル校として、情報交換

を行いつつ、市が目指す「義務教育期間９年間を通じたＩＣＴ教育」のモデルケースを完成さ

せ、市内小中学校への展開・普及を図ろうと考えている。 

 

（２）実施校の概要 

 

新見市立高尾小学校を実施校とした。学校の概要は以下のとおりである。 

  

新見市立高尾小学校（平成２５年現在） 

   ○全クラス数：６クラス 

          第１学年～第６学年：各学年１クラス 計６クラス 

   ○全生徒数：７４人 

   ○学年の概要： 第１学年：男子６人 女子：６人  計１２人 

第２学年：男子９人 女子：３人  計１２人 

第３学年：男子６人 女子：６人  計１２人 

第４学年：男子５人 女子：８人  計１３人 

第５学年：男子７人 女子：５人  計１２人 

第６学年：男子７人 女子：６人  計１３人 
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（３）事業の実施概要 

 

 ＜事業の実施概要（平成２２年事業開始時）＞ 

 

 
 

なお、絆プロジェクトにおいて整備したＩＣＴ環境は以下のとおりである。 

・校内無線ＬＡＮネットワーク環境 

＊平成２３年度には、体育館でも無線ＬＡＮの利用ができるように市費でアクセスポイントを１

台追加した。また、多目的教室でも利用できるよう、無線ＬＡＮネットワークを敷設・設定した。 

・各種デジタル教材及び協働型学習支援システム導入 

・タブレットＰＣ：９６台 

・ＩＷＢ：６台（第学年１クラス、第１学年～第６学年） 

・ＩＣＴ支援員用パソコン：３台 

・タブレットＰＣ用充電保管庫：２０台収容ラック６台 
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（４）ネットワーク環境の構築 

 

   ネットワーク環境については、高尾小学校のパソコン教室には有線にて市役所のネットワ

ーク環境が構築されていたが、絆プロジェクトでは新規に校内無線ＬＡＮネットワークを構

築した。 

無線ＬＡＮネットワーク環境の構築にあたっては、学年教室内のみが整備対象であったた

め、各教室内の天井に設置した。 

   なお、無線ＬＡＮネットワークの設定は全ての無線ＬＡＮアクセスポイントで同一のＳＳ   

  ＩＤを用いたローミング方式とし、教員や児童が移動しても、特にタブレットＰＣ等の設定   

  を変更することなく、無線ＬＡＮネットワークを活用できる環境を構築した。実施校におけ 

  る無線ＬＡＮアクセスポイントの設置場所は以下の図表のとおりである。 

   平成２３年度には、新たに体育館へも無線ＬＡＮアクセスポイントを１台増設し、体育や  

  ほかの授業等で利用できるようにした。 

 

＜無線ＬＡＮアクセスポイントの設置位置＞ 
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＜授業支援用アプリ（全学年共通）＞ 
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＜各学年用アプリ＞ 
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活用事例 51  

【 授 業 名 】 行ってみたい国を、たずねたり答えたりしよう！ 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 
外国語活動／自分の行きたい国をプレゼンしよう（I want to go to～）

（第５学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・行ってみたい国を尋ねたり答えたりしながら、友達と楽しく活動する。 

・行ったみたい国やその理由を答える言い方に慣れる。  

 

【 ね ら い 】 

・児童相互の思いや考えを深めていく場面でＩＣＴ機器を効果的に活用することにより、豊か

なコミュニケーション能力の育成を図る。 

・ＩＷＢで国旗や乗り物の絵を提示したり、ペアや個人での活動でＴＰＣを活用して、視覚的

効果を狙うとともに、表現の手段として活用する。 

 

【 授 業 概 要 】 

・あいさつの後、３ヒントクイズを行いながら国名当てをさせる。（その際、ＩＷＢに世界地図

を提示し、クイズに正解すると世界地図上に貼ってある付箋紙をはがして、国の位置も確認

できるようにした。） 

・ＩＷＢに国旗や乗り物の絵を提示し、チャンツに合わせて国や乗り物の言い方を復習させる。 

・今日のめあて、プレゼンの仕方を説明した後、ＴＰＣに保存した画像を示しながら、プレゼ

ンの練習をさせ合う。 

・ＡＬＴの話しをＴＰＣのお絵かきソフトでメモを取りながら聞き、協働学習支援システムで

解答を共有する。 

 

【 効 果 】  

・地図や国旗・乗り物の画像を使用することで、児童の意欲・関心につながる。 

・協働学習支援システムを利用し解答を共有することで、時間短縮ができ、評価の一助にでき

る。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 52  

【 授 業 名 】  

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 外国語活動／Let’s go to the Postoffice!（第５学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・道案内の仕方の英語表現を想起し，友達や先生と楽しくコミュニケーションをする。 

 

【 ね ら い 】 

・構文などを練習する際ＩＷＢを利用することで、全員で練習し定着を図る。 

 

【 授 業 概 要 】 

・あいさつの後、今日のめあてを知らせる。 

・ＩＷＢに自作フラッシュ型教材を提示し、道案内の言い方や構文を練習させる。 

・道案内の命令ゲームをさせる。 

・ＩＷＢに英語ノートの映像を映し出し、ＡＬＴの発話に従って道順を書き込ませる。 

・ＩＷＢに地図を表示させ、それを使って郵便局への行き方を考え、対話できるように練習さ

せる。 

・ペアになり、ＴＰＣを利用して、自分の考えた行き方を教え合わせる。 

・ＩＷＢ上の地図に道順を書き込ませながら、自分の考えた行き方をＡＬＴに説明させる。 

・ＴＰＣで振り返りカードに記入をさせる。 

 

【 効 果 】  

・自分で書き込み、それを見せ合うという一連の活動をＩＷＢとＴＰＣで行うことによって、

意欲的に楽しく活動をさせることができる。 

・自分の考えを練り上げる場面や、友達と考えを出し合って改善していく場面でＴＰＣを利用

することで、間違えても修正や訂正が瞬時にできるので取り組みやすい。 

・児童は色や線の太さを変えること等、自分なりに工夫することによって、考えを深めたり広

げたり、また相手に伝えたりすることがより効果的にできる。 

・ふり返りで協働学習支援システムを使うことにより、友達の考えを瞬時に共有することでお

互いの考えを知ることができる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 53  

【 授 業 名 】 卒業へ向けて、思い出を残そう 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 学級活動／（第６学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・お世話になった学校とみんなのためになるという視点で、計画・実行できる活動について考

え、お互いの意見を大切にしながら話し合うことができる。 

 

【 ね ら い 】 

・前時の話し合いを受け、あらかじめＴＰＣのアプリケーション（Evernote）を利用し、自分

の考えなどを書き込ませておくことで、「みんなはどんなふうに考えているのか」という不安

を取り除き、「自分の考えに自信をもって」話し合いに臨めるようにする。また、すべての児

童が意見を発表しなくても「書き込まれた意見を受けて質問したり反論したりしやすい」、話

し合い途中の「心配なこと」や「改善策」を書き込むことで「すべての意見を板書しなくて

も記録される」などの話し合いの効率化を図る。 

・根拠を明らかにするための図表や資料等を、ＴＰＣを利用して提示するなど、自分の表現を

補う手立てとする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・事前に、ＴＰＣにあらかじめ自分の立場や考えを書き込ませ、他の児童の考えも見させてお

く。 

・議題の確認、提案理由の説明、めあての確認をする。 

・ＴＰＣに書き込んだみんなの意見を確認しながら、話し合いを行わせる。根拠を明らかにす

るような図表や資料があれば、ＴＰＣやＩＷＢを利用して提示する。 

・話し合いで出てきた「心配なこと」に対する改善策を、ＴＰＣに書き込み、全員で確認する。 

・＋面、－面、改善策を考え合わせ、どちらがよりふさわしい活動になるかを判断させる。 

・自分の意見の変容や、話し合いへの参加の態度などをふり返らせ、ＴＰＣのノートに記入さ

せる。 

 

【 効 果 】  

・ＴＰＣのアプリケーションを利用することで、全員の意見・思いを簡単に知ることができる。

また、記入したものが保存されるので、次時の活動やまとめに使用できる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 54  

【 授 業 名 】  

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 算数／かたちづくり（第１学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・色板や棒を使ったり点をつないだりして色々な形をつくり、図形を構成する力と観察する力

を養う。 

・点をつないでいろいろな形を構成することができる。 

 

【 ね ら い 】 

・自分の考えをもつ場面において、ＴＰＣを活用して点つなぎの活動を行わせることで、活動

に取り組みやすくさせる。また、自由に点と点を結ぶ楽しさを味わう自力解決の時間の確保

につなげる。 

・ＴＰＣで視覚化したヒントを得られるようにすることで、自力解決の支援とする。 

・自分の考えを伝え合う場面で、作成したお気に入りの図形を、ＴＰＣを用いて交流すること

で、自分の考えをより意欲的に説明させる。 

・ＩＣＴ機器を実際に操作しながら説明させることで、自分の解決の過程を振り返るとともに、

相手にわかりやすく伝えることができるようにする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢに本時の問題を提示し、課題を把握させる。 

・ＩＷＢにワークシートを提示し、ワークシートに描かれている形を見ながら点をつないで同

じ形をつくる活動を行い、作り方を説明する。 

・ＴＰＣのワークシートに、各自考えた形をつくらせる。 

・ペアになり、ＴＰＣを用いて作った形を説明させる。 

・児童が作成したワークシートをＩＷＢに提示し、全体発表をさせる。 

・学習のまとめとして、発表された作品の中から気に入った形や新しい形を作らせることで、

本時の学習内容の理解の定着を図る。 

 

【 効 果 】  

・ＴＰＣを利用し図形をつくらせると、修正が行いやすいので、積極的に試行錯誤ができる。 

・ＴＰＣ・ＩＷＢを利用することで、ペア学習での説明、全体発表が行いやすくなる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 55  

【 授 業 名 】  

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 算数／ものとひとのかず（第１学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・ある数量を他の数量に置き換えて解くことができる。また、順序数に関する問題を解くこと

ができる。 

・２０までの順序数の問題を、数図ブロックや図を使って解くことができる。 

 

【 ね ら い 】 

・ＩＣＴ機器を活用することで文章に示された場面を具体的にイメージさせる。 

・ＴＰＣ上で、情景図の子どもの上に実際に数図ブロックを並べて前から数えさせることで、

問題の答えを順序よく考えさせる。また、数図ブロックの操作をＴＰＣ上の同シートに表さ

せることで、操作の様子と図を結びつきやすくさせる。 

・図に表すことで、自分の考えが記録として残る。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢに情景図を提示し、本時の学習に興味をもたせるようにする。また、わかっているこ

と、たずねられていることを確認し、題意を把握させる。 

・絵や図、数図ブロックを使うとわかりやすいという前時の学習を想起させ、課題解決の見通

しを持たせる。 

・各自ＴＰＣを使用し数図ブロックを並べて、問題を解かせる。問題解決できた場合は、数図

ブロックの操作の様子を、絵や図に表させる。 

・ペアになり、自力解決で用いたＴＰＣを活用し、自分の考えを話し合わせる。 

・ＩＷＢを利用し、自分の考えを説明させる。聞く生徒には、自分の考えと比較して、共通点

や異なる点、説明の仕方の良い点などに着目して聞かせる。 

・学習のまとめを行った後、練習問題を行わせる。 

 

【 効 果 】  

・自力解決に使用したＴＰＣのシートを、ペア学習・発表に使用することで説明しやすくさせ、

自身を持って自分の考えを伝えることができるようになる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 56  

【 授 業 名 】  

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 算数／かけ算（１）（第２学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・かけ算の意味を理解し、５、２、３、４の段のかけ算を構成し、九九を唱えたり、適用した

りできる。 

・乗数が１増えると答えが２ずつ増えることを理解し、２の段の九九を構成することができる。 

 

【 ね ら い 】 

・自力解決の場面で、ＴＰＣを利用し、図を動かしたり書き込んだりさせることで、視覚的に

理解させ、自分の考えを言葉で説明できるようにさせる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・問題を読み、問題場面を把握させ、解決の見通しをもたせる。 

・ＴＰＣの画像を手掛かりに、自力解決をさせる。ＴＰＣ上のワークシートに、式となぜそう

考えたのか根拠を書き込ませる。 

・ペアになり、ＴＰＣを用いて、考えを相手に説明させたり、相手の考えを聞いたりさせるこ

とで、自分の答えに自信がもてるようにする。 

・ＴＰＣとＩＷＢを使用し、ＴＰＣやかけ算の式から見つけたきまりを発表させ合う。 

・学習のまとめをした後、本時の学習を振り返る。 

 

 

【 効 果 】  

・一斉学習で自分の考えを発表する際、ＴＰＣとＩＷＢを利用することで、わかりやすく全員

に伝えることができる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 57  

【 授 業 名 】  

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 算数／かくれた数はいくつ（１）（第３学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・乗法や除法の２要素１段階の逆思考の問題を、図を使って解くことができる。 

・数量の関係を線分図や関係図を使って表すことができる。 

・除法の逆思考の問題（□÷ａ＝ｂ）を解くことができる。 

 

【 ね ら い 】 

・課題を説明する際、場面を想起できるようにＩＷＢに場面画像を提示することで、日常生活

と結びつけて考えさせ、関心・意欲をもたせる。 

・自力解決の場面で、ＴＰＣでバラバラにした絵カードを組にしたり、線を引かせることで思

考させやすくする。 

・ペア学習として、ＴＰＣを使用し自分の考えを説明することにより、一斉学習の時にペア学

習で同じＴＰＣ画面を使用して練習したという安心感から、自信を持って自分の考えを表現

できるようになる。 

・ＩＷＢやＴＰＣに書き表しながら説明させることで、聞く児童に分かりやすく伝えられるよ

うにする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢに問題場面を想像させる画像を提示しながら、本時の問題を知らせる。 

・題意を把握するために、分かっている数量や求めることを確認させた後、答えを導くための

方法を考え、見通しを立てさせる。 

・各自ＴＰＣを使用して問題の答えを説明できるように、線分図や関係図を用いて数量の関係

や式を考えさせる。自分の考えを友達にわかりやすく説明できるようにまとめさせる。 

・ペアになり、ＴＰＣで絵や図を使用しながら自分の考えを説明したり、友達の考えを聞いた

り、話し合わせる。 

・ＩＷＢを活用し、全体発表をさせる。 

・学習のまとめをし、取り組みの振り返りをさせる。 

 

 

【 効 果 】  

・課題について考えさせるときやペア学習で話し合いをさせるとき、ＴＰＣで絵や図を用いる

ことで、取り組みやすくなる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 58  

【 授 業 名 】  

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 算数／べつべつに、いっしょに（第３学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・加減と乗法を組み合わせた４要素の問題を、まとまりを考えて解くことができる。 

 

【 ね ら い 】 

・課題を把握させる際、関心・意欲を持たせるためにＩＷＢに場面画像を提示し、日常生活と

結びつけて考えさせることで、生活の中で活用する態度を育てる。 

・自力解決の場面でＴＰＣを利用することで、思考しやすくする。 

・一斉学習の場で、ＴＰＣとＩＷＢに同じ画面を出す機能を利用し、画面の共有を短時間で簡

単に行う。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢに場面画像を提示し、課題の説明を行う。 

・ＴＰＣ上で絵や図を使用して、立式させる。自力解決できない児童には、ヒントカードを使

用させる。 

・ペアになり、ＴＰＣを用いて自分の考えを説明し合わせる。 

・ＩＷＢを活用し、自分の考えを全体に説明する。 

・ＴＰＣを利用し類似問題を解かせ、本時の学習内容の理解の定着を図る。 

・学習のまとめを行う。 

 

【 効 果 】  

・全体発表の際、ペア学習で同じＴＰＣ画面を使用して練習したという安心感から、自信を持

って自分の考えを表現できるようになる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 59  

【 授 業 名 】  

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 算数／学びをいかそう よみとる算数（１）（第４学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・必要な情報を選択し、既習事項を使って問題を解決することができる。 

・資料から必要な数量の情報を集め、拠り所をもって考えたり、説明したりすることができる。 

 

【 ね ら い 】 

・資料を自由に拡大縮小できるＴＰＣを使用することで、問題に取り組みやすくする。 

・ＩＷＢ連携システムを使用することで、書き込みながら説明できるため発表させやすく、ま

た、聞く児童も手元で画面を見ることで理解させやすくする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・前時の学習を振り返り、本時の見通しがもてるように助言する。 

・問題を知らせた後、本時の学習のめあてを把握させる。 

・各自ＴＰＣで資料を見させ、適切な資料を選んで考えさせる。 

・グループで意見交換をさせる。 

・一斉学習として、ＩＷＢ連携システムを活用し、書きながら自分の考えを説明させる。説明

を聞く児童は、自分の考えと同じところや違うところを比べながら聞くようにさせる。 

・まとめをした後、問題作りをさせ本時の学習の定着を図る。 

 

【 効 果 】  

・意見交換・発表などの取り組みが行いやすく、児童の関心・意欲につながる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 60  

【 授 業 名 】  

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 算数／単位量あたりの大きさ（第５学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・異種の２量の割合としてとらえられる数量について、比べることの意味や比べ方、表し方を

理解し、それを用いることができる。 

・人数や畳の数（面積）が異なる場合の、「混みぐあい」の比べ方を考えることができる。 

 

【 ね ら い 】 

・ペア学習と一斉学習の場を設定し、必要な場面でＩＣＴを適切に活用することで、説明し合

う活動を行わせ、互いの考えの共通点・相違点を意識しながら学習を深めさせ、確かな学力

の向上につなげる。 

・自力解決の場面で、ＴＰＣを利用し、手元で表やドット図を見たり書き込んだりしながら視

覚的にとらえさせることで、より一層見通しを持って課題に取り組ませる。 

・ペア学習の際、自力解決で使用したＴＰＣノートを利用し相手に自分の考えを伝えることで、

思考時間を確保すると共に、自分の考えを確かなものにし、自身を持って一斉学習での伝え

合いの場に臨ませる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢに場面画像を提示し、関心・意欲をもたせるようにする。 

・本時の課題を知り、解決の見通しを持たせる。 

・ＴＰＣ上のノート（問題内容を表やドット図で表したもの）を使用し、問題を自力解決させ、

自分の考えを記入させる。自力解決が難しい児童には、ＴＰＣにあるヒントカードを使用さ

せる。 

・ペアになり、ＴＰＣを活用し、式や図、言葉を使って自分の考えを友達にわかりやすく説明

させる。 

・一斉学習として、ＩＷＢを活用し、発表を行わせる。 

・学習のまとめをする。 

 

【 効 果 】  

・一斉学習で、ＩＷＢを使用し発表させることで、全体での理解を高めることができる。 

・ＴＰＣのヒントカードを使用させることで、必要に応じたヒントを使用させ、各自で問題に

取り組ませることができる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 61  

【 授 業 名 】  

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 算数／比とその利用（第６学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・意味を理解し、それを用いて２量の割合を表すことができる。また、比の値や等しい比につ

いて知り、比を簡単にすることや比を使った問題を解くことができる。 

・比べる量と元にする量を求める問題を、線分図を使って解くことができる。 

 

【 ね ら い 】 

・児童が自分の考えをもつことができるように、必要な場面でＩＣＴを適切に活用し、児童の

思考の一助にする。 

・ヒントカードを、アニメーション機能を活用して作成し、児童の思考の一助にする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・本時の課題を知らせた後、問題についての自分のイメージを図や表にまとめさせる。 

・図や表を元に、課題について考えさせる。見通しがもてない児童については、ＴＰＣにある

ヒントカードを利用させる。 

・自分の考えた解き方を、ＩＷＢ連携システムを利用して発表させる。（ペアで行った後、全体

発表させる。） 

・確認問題をさせる。 

・本時のまとめをした後、練習問題を行わせる。 

 

【 効 果 】  

・ＩＣＴ機器を活用することで、具体図や線分図により問題をイメージ化し、スムーズに把握

させることができる。 

・ヒントカードがＴＰＣにあることで、各児童の問題解決の進度に合わせてヒントカードを使

用することができる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 62  

【 授 業 名 】  

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 算数／場合を順序良く整理して（第６学年） 

 

【 授 業 目 標 】 

・具体的な事柄について、起こり得る場合を順序よく整理するために、自分のイメージを図や

表に表し、問題を解決することができる。 

・課題解決をしたり、自分の考えを表現したりするためにＩＣＴを有効に活用することができ

る。 

 

【 ね ら い 】 

・具体物が無いためイメージしにくい学習であるので、ＩＣＴ機器を有効に活用して、視覚的

にイメージをとらえやすいようにする。 

・ＴＰＣアプリケーション・ＩＷＢ連携システムを活用し、児童の思考の一助にするだけでな

く、表現の手段としてあるいは、考えを共有する手段として活用する。 

・ＴＰＣ・ＩＷＢを利用し発表をさせることで、発表が苦手な児童でも話したり話し合いに参

加しやすくする。 

 

【 授 業 概 要 】 

・本時の問題・課題を説明する。 

・問題解決のために、ノートに思いついたイメージを、図や表にまとめさせる。見通しが持て

ない児童には、ＴＰＣにあるヒントを使用させる。 

・自分の描いた図を利用して、グループ内で考えを発表させる。 

・ＩＷＢ連携システムを活用し、全体発表させる。 

・本時のまとめを行う。 

 

【 効 果 】  

・ヒントをＴＰＣから自由に得られるようにすることで、各自ですすんで問題に取り組ませる

ことができる。 
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【 授 業 の 様 子 】  
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３．災害時におけるＩＣＴ環境の更なる利活用方策と課題の抽出・分析 
 

本市では、「ラストワンマイル事業」にて市全域に敷設した光ファイバ網（ラストワンマイ

ル網）を利活用し、市民や来訪者等施設利用者の利便性向上と家庭外でのインターネット利用

環境の充実を図るため、これまで市内の４５箇所の公共施設に無線ＬＡＮ(Ｗｉ－Ｆｉ)スポッ

トを設置した。 

設置したほとんどの公共施設は指定の避難所となっており、無線ＬＡＮ(Ｗｉ－Ｆｉ)スポッ

トが設置されている。 

これにより、災害時にはタブレットＰＣを各避難所に配り、情報収集の手段として利用する

ことができるようになった。 

そこで、避難所の１つである実証校においてより具体的に検証し、災害時に確実に利活用で

きるようにするため、本実証で学校に整備するタブレットＰＣと校内無線ＬＡＮ利活用におけ

る災害時の情報通信技術面の課題の検討・検証、運用面での検討・検証を実施しており、平成

２４年度は、ｉＰａｄのＷｉ－Ｆｉ回線及び３Ｇ回線を利用し、災害時の避難訓練を実施した。

情報連絡手段としては、生徒との連絡のためだけでなく、生徒・市民個々の状況や安否を全国

に伝えることができるため、哲西中学校ホームページを利用した。また、広く市民にも状況を

報告し、二次災害を防ぐために、災害状況を画像付きでＤｒｏｐｂｏｘへ報告させ、先に避難

を完了した生徒が、それをホームページに掲載した。 

平成２５年度も手法等について引き続き検討・検証すると伴に、同手法にて行政及び地域住 

民に参加してもらい避難訓練を実施したいと考えている。 

また、無線ＬＡＮネットワークが利用できない場合の３Ｇ回線、３Ｇ回線が利用できない場

合の衛星無線の利用などのネットワークの確保についても、平成２５年度に市役所哲西支局に

衛星が設置される予定であるため、それを利用した場合についても検証したいと考えている。 

運用については職員の災害対策事務での利用、職員の情報収集手段としての利用、避難者に

よる利用のそれぞれについて、必要となる情報通信技術・運用・市の内規等の条件などを具体

的に検討・検証しながら、上記以外の災害時の利活用方策についても、平成２５年度以降の具

体的な検討課題とする。 

 

３．１ 検証方法 

 

・災害対策担当課と連携を取った上での、有効な利活用方策についての全庁的な協議 

・システム構築事業者へのヒアリング 

（東日本大震災での利活用状況、現行システムの構成での利用可能性等） 

 

３．２ 実施状況 

 

平成２４年度は下記の内容で、生徒の登校時間を利用して避難訓練を行ったが、今年度にお  

いても同様の手法で避難訓練を行った。 

 また、今年度哲西支局に衛星通信システムが設置される予定であったため、衛星通信ネット

ワークを利用しての通信も利用しての避難訓練を予定していたが、設置や設置後の支局２階サ

ーバルームからのネットワーク配線及び設定等が間に合わなかったため、避難訓練は衛星通信

ネットワークを利用せずに、３Ｇ及びＷｉ－Ｆｉで行うこととした。 
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３．２．１ 防災ツールとしてのｉＰａｄ 

 

 東北の震災においては、震源地に近い場所だけでなく、首都圏でも大きな揺れがあり、道路  

やその他インフラのダメージや、多くの帰宅困難者も発生した。また、将来発生する恐れのあ  

る大地震も複数存在する。 

 地震などの大規模災害はもちろん、豪雨やケガなどの日常的に起こりうる災害などに対して、  

ｉＰａｄに限らずスマートフォンやタブレットＰＣなどの新しいツールが有効活用でき、その 

機能や使い方を広げてくれるのがアプリである。無料のものから数百円程度のものが多いので 

手軽に利用することができる。元々携帯電話にもあった機能を拡大したものや、ブラッシュア 

ップして使いやすくしたものから、ＧＰＳや加速度センサーを使って、新しい防災ツールとし 

て利用できるものもある。ＰＣなどよりも即時性があり、いつでも重要な情報をその場で手に 

入れられるので被災時のツールとしては非常に有効である。 

 震災以降、Ａｐｐ Ｓｔｏｒｅ内に防災関連アプリケーションのカテゴリーが設けられ、安  

否確認・緊急連絡・防災や避難所マップ豪雨・津波予報など情報伝達及び情報入手手段など、 

さまざまな防災関連のアプリケーションとして利用できるようなものが、簡単に入手できるよ 

うになっている。 

 しかし、災害時の情報収集などすべてをスマートフォンやタブレットＰＣで行おうとすると 

バッテリーの問題が発生するので、スマートフォンやタブレットＰＣ用の大容量バッテリー、 

粉塵や雨などから機器を保護するための防水ケースの準備も必要であろう。 

 また、通信システムや、インターネットの接続できる環境が維持されているかという点も問 

題となってくるが、自分で生き延びるための情報収集をし、判断材料をかき集めるためにも、 

これらのツールを普段から使いこなしたり、学習しておくことで、災害時だけでなく病気やケ 

ガなど、日常で発生するトラブルにも落ち着いて対応することができると思われる。 
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＜Ａｐｐ Ｓｔｏｒｅ内でカテゴリ分けされた防災関連アプリケーション＞ 
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３．２．２ 哲西中学校避難訓練 

 

（１） 検討アプリ 

  平成２５年度、避難訓練を実施するにあたり、平成２４年度に検討した下記アプリやＷｅｂ  

 サービスについても再度検討し、また、Ａｐｐ Ｓｔｏｒｅ内でカテゴリ分けされた防災関連  

 アプリについても検討したが、メールの開放等制限を解除する必要があるため、今回は利用し 

 なかった。 

  ただし、実際の災害時には機能制限は解除させ、すべての機能を利用し、災害に対応する必 

 要がある。 

 

＜平成２４年度検討・平成２５年度再検討アプリ＞ 

 

 
Find Friend 

・特徴 

登録しておいたｉＰａｄの場所が確認できる。  

・対象 

生徒全員及び教員端末 

・ケース 

生徒が指定避難場所へ移動できたかの確認。 

 

 

 

 

 

Evernote 

・特徴 

同一アカウントでログインすることにより、他の人が作成したメモ（画 

像添付可）を閲覧することができる。 

・対象 

生徒全員及び教員端末 

・ケース 

避難の際に土砂崩れや川が裁断されている場所があれば、ｉＰａｄで 

写真を撮影し、Evernoteに添付し、場所等コメントとともにアップす 

る。 

 

 

 

 

 

 

避難訓練 

・特徴 

今いる自分の場所から目的地へのルート検索。 

・対象 

生徒全員 

・ケース 

指定避難所への移動経路の確保。及び指定避難場所への経路が絶たれ、 

別の避難所へ行く場合の経路確保。 

 

 

 

 

 

 

ゆれくるコール 

・特徴 

緊急地震速報通知アプリ。地震発生時に、設定した予測地点に到達す 

る震度と時間を通知してくれる。アプリを起動しなくても通知を受信 

できる。 

・対象 

生徒全員及び教員 

・ケース 

避難所等への移動、及び避難所生活等での確認。   
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あめふるコール 

・特徴 

降水予報アプリ。設定したピンポイントの地点に１時間以内に雨が降 

ると予測された場合、時間と強さを通知してくれる。アプリを起動し 

なくても通知を受信できる。 

・対象 

生徒全員及び教員 

・ケース 

避難所等への移動、及び避難所生活等での確認。 

 

 

 ＜平成２４年度検討・平成２５年度再検討Ｗｅｂサービス＞ 
 

 
新見まちかどマップ 

特徴：新見市内の防災、観光、公共施設のマップ。   

避難場所も表示されており、避難所の検索に利用 

できる。 

対象：生徒全員及び教員（ブックマークに登録しておく。） 

ケース：指定された避難所への経路が絶たれた場合 

に、別の避難所を検索し経路を確保する。 

 
新見市防災マップ 

（新見市ホームページ内） 

特徴：災害等への備え、避難所リスト、ハザードマップが

掲載されている。 

対象：生徒全員及び教員（ブックマークに登録しておく。） 

ケース：事前に住んでいる地域、避難所経路中の危 

    険区域等を学ぶ。 
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（２） 情報通信手段 

 

哲西中学校のホームページ及び Dropbox を利用。 

 

ホームページ ・ 一般に開放されているホームページを利用する事で、生徒との連絡のための

通信手段だけではなく、生徒・市民個々の状況や安否を全国に伝えることがで

きる。また、広く市民にも状況を報告し、二次災害を防ぐことができる。 

当日は保護者等にも閲覧してもらうため、事前に通知。 
・ 哲西中ホームページのチャット機能を掲示板として利用することで、すばや

く、簡単に安否確認や指示を出すことができる。 

 

 

Dropbox あらかじめ準備してある報告書に下記被災状況を記載し『Dropbox』にて報告

する。 

 

・被災現場の画像と状況 
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・避難所の画像と状況 

 
・ケガ人について 

 
＊画像を掲載してあるが３Ｇ回線でも遅延なくアップロードできることは、昨年

までの避難訓練で実証済み。 
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（３） 事前指導 

・目的の確認 

   ・当日の避難場所の確認(新見市まちかどマップ：防災) 

   ・生徒の動きの確認 

    ＜避難報告等の流れ＞ 

①避難所に着いた時点での報告 

・班長が哲西中学校公開避難訓練用ホームページにアクセス 

      ・「公開避難訓練」＞「連絡掲示板」にアクセス 

      ・掲示板に班員全員が到着したことの書き込み 

     ②災害による道路封鎖及び怪我の状況報告 

      ・担当係が写真を撮影・報告書を作成し、Dropbox フォルダに保存。 

      ・先に学校へ避難した生徒が、①の報告書をホームページ「災害等状況報告」に掲

載。 

・先生はホームページの掲示板で生徒に指示する。 

③最終避難：多目的教室 

     担任が生徒現着を確認 

   ・災害状況の報告練習 

     ①到着時「ＨＰチャット」リーダーのみ 

  ②被災状況「Dropbox」 
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＜まちかどマップ PC 版＞ 
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＜まちかどマップモバイル端末版＞ 
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＜事前指導風景＞ 
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（４） 事前準備 

  ○ホームページへ「哲西中公開避難訓練」ページの作成 

    平成２４年度は哲西中ホームページのサーバが古く、スペックもメモリも低かったため

一斉でのアクセスができなかった。それにより別のサーバを利用したが、それでも一斉で

のアクセスができなかった。 

 そのため今年度は、別のサーバのＤＯＳ攻撃の設定を強く設定していた可能性があるた

め、セキュリティ設定等に気をつけて設定等を行った。 

 

○ホームページに「連絡掲示板」「災害等状況報告」のページ作成 

＜連絡掲示板＞ 

・担当教員の生徒及び他の先生への連絡・指示に利用。 

・避難所班長が安否報告に利用。 

・実際の災害の際は市民からの情報も収集が可能。 
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＜災害等状況報告＞ 

・生徒から Dropbox へ保存された写真等を掲載。災害状況や避難所状況など。      

 ・ 道路通行困難写真や川の氾濫写真等避難所へ避難する中での状況を写真で撮影。そ 

  れをホームページへ掲載することで、状況を生徒だけでなく地域の人や市民に広く周 

  知できる。 

    ＊文章冒頭に避難訓練であることを必ず記載しておくこと。また、ホームページを利

用することで、実際災害が起きた場合に、市民も利用することができること等、有

効性を記載する。 
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 ○状況報告用Dropbox の準備 

   ・ 災害等状況報告用のフォルダを作成し、各学年 Dropbox の災害等状況報告用フォルダ 

と共有させる。それぞれの学年は通常の利用方法と変わらず、各学年のフォルダへ保 

存するため、表示されているファイル数を見ることで、人数を確認することができる。 

   ・ 終了後は共有を解除する。各学年ともそれぞれの Dropbox にしかリンクしていないた 

め、他の場所の災害等状況報告書を見ることができないが、全学年共通のフォルダを 

作成することで、お互いが見ることができ、情報を共有することができる。 

 

 
 

（５） 事前テスト 

＜Dropbox＞ 

  ・ Dropbox から報告書をダウンロードし、neu.Annotateで報告書を作成し、同時に Dropbox 

へ保存する。 

・ 今年度は、３Ｇ接続で上記作業を行うため、３Ｇ接続で報告書をダウンロードし、

neu.Annotateで報告書を作成し、同時に Dropbox へ保存する。 

 

＜哲西中学校ホームページのチャット機能＞ 

    別のサーバのＤＯＳ攻撃の設定を強く設定していた可能性があるため、セキュリティ設

定等に気をつけて設定等を行ったが、一斉でのアクセスはできなかった。データベースエ

ラー等の可能性も考えられたが、原因は不明であるため、安全策をとって、今回も避難所

班長のみがログインし安否確認報告をすることにした。 
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（６） 避難訓練当日 

  ○教員の役割と動き 

     ・８：００ 担当避難場所で、生徒の確認、避難完了報告の指示 

    ・到着したら、「ＨＰ(チャット)に先生報告①」をする。 

・カギは一番最初に到着した生徒が借りる。 

   ・「ＨＰ(チャット)」に表示されるか、確認する。 

   ・不具合があった場合、本部との連絡・確認 

  ○内容 

 

 

 



- 207 - 
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＜各避難場所での安否確認及び災害等状況報告＞ 

 ・きらめき広場 

  

 ・畑木集会所 

  

 ・野馳分館 
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・矢神分館 

  

 ・哲西中学校体育館 
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・安否確認連絡及び指示（職員室） 
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＜安否確認掲示板＞ 
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＜指示掲示板＞ 

 

＜Dropbox 内報告書＞ 

 

 

 

 

 

 

 



- 213 - 

 

＜二次避難（中学校多目的室）後の集会＞ 
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＜被災場所の状況報告 

  

＜避難場所の状況報告＞ 

  

＜ケガ等の状況報告＞ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○くん ○○さん 
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＜感想＞ 

 ・１年生 
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 ・２年生 
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 ・３年生 
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３．３ 結果と課題 

 

「Ⅰ ＩＣＴ環境の利活用に際しての情報通信技術面等の課題の抽出分析」の「（１）運用   

 状況について」中に述べたように、現在、哲西中ホームページで利用されているサーバは型式 

が古く、また容量的に問題があったため、仮のサーバを設置し、その中に「公開避難訓練用ホ 

ームページ」をインストールして利用したが、今後ホームページを災害時に利用するならば、 

利用に耐えるサーバの導入及び、手法等について検討する必要がある。 

災害時におけるインターネットの利用方法としては、ホームページやメールによる情報交換 

などがある。災害時にホームページやＳＮＳ、Ｔｗｉｔｔｅrなどを利用して安否確認や被災者

支援を行った例も多く、有効であると判断できる。また、ホームページを利用した情報交換と

しては、防災用掲示板があるが、最近では、ツイッター・ブログ形式などによる書き込みや動

画のアップなどによる情報収集や情報共有にも活用されている。 

  このように、災害時におけるインターネット利用は有効であることから、平成２４年度に引 

き続き、情報連絡手段としてホームページを利用して避難訓練を実施した。そして、生徒との 

連絡手段としてだけでなく、生徒・市民個々の状況や安否を広く市民に報告することができ、 

それにより二次災害を防ぐこともできる。かつ、状況や安否を市民のみならず全国に報告する 

ことができる有効な手段であると判断した。 

また、今回ｉＰａｄのＷｉ－Ｆｉ回線及び３Ｇ回線を利用したが、３Ｇ接続でのインター 

ネット利用及びホームページへの書き込み、ワークシートのダウンロード及びアップロードに

おいてもスムーズに行うことができ、問題は発生しなかった。 

  日頃の生活において、情報収集にはテレビ、ラジオ、新聞、固定電話、携帯電話、ＦＡＸ、 

インターネット、メールなどが利用されている。災害時においては、これらの他に、防災行政 

無線、消防救急無線、災害用伝言サービスなどを利用することができる。 

  しかし、災害時には倒壊や土砂崩れなどによるケーブルや光ファイバなどの断線や、固定電 

話や携帯電話などは、通信の輻輳による一時的かつ断続的につながりにくい状態になる恐れ 

がある。 

  このことから、地上系の通信回線に加えて衛星系の無線回線を確保するなど、通信系統の多 

重化が、災害時においても確実な通信を確保するため、今年度において、市役所哲西支局に衛 

星通信システムが設置された。 

  衛星インターネットは、地上系の通信回線と同様に通信容量が限られていることから、輻輳 

によるつながりにくい現象も想定され、また周波数帯によっては豪雨による通信遮断の可能性 

もあるが、地上系の通信設備である光ファイバ網などを利用せず、衛星を利用して通信を行う 

ことから、地上系の設備の被災状況に左右されず、通信を確保することができる。 

国及び地方自治体では、災害時の情報収集・伝達手段の基幹システムとして「防災無線シ 

ステム」、各都道府県などが整備している有線・無線を利用した情報システム、各地方公共団

体及び防災関係機関を通信衛星で結ぶ（財）自治体衛星通信機構が管理運営している「地域衛

星通信ネットワーク」などがある。 

衛星インターネットは、災害時において、これらの無線システムや関係機関の情報通信ネ 

ットワークシステムなど有線・無線システムと連携させて、効果を発揮できるよう体制を作る

必要がある。 

今年度は利用しなかったが、無線ＬＡＮネットワークが利用できない場合の３Ｇ回線利用、 

３Ｇ回線が利用できない場合の衛星無線通信利用についても、検討・検証していく必要がある。 
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４ 校舎外での利活用を促進するネットワーク環境の検証【独自テーマ】 
 

平成２３年度において、校舎外の無線ＬＡＮ環境だけでなく、校舎外での学習時のインター 

ネット接続環境を確保し、ドリル教材などの自己学習システムにアクセス可能な環境を構築し  

た。 

  平成２５年度以降についても、引き続き以下のテーマについて検討・検証する。 

・校舎外での学習における３Ｇ回線接続環境の利活用方策と課題 

・３Ｇ回線接続環境を利用する際のアプリケーション動作上の課題等の検証 

・３Ｇ回線接続環境を利用した効果的な学習・指導方法の検証 

 

  また、必要に応じて無線ＬＡＮと３Ｇ回線の併用や付属ＧＰＳ等も利活用する。このことに 

より、情報通信技術面、学習・指導方法において、どのような手法が可能になるかについても 

検討・検証する。 

 

４．１ 検証方法 

 

・校舎外での学習実施と検証（「「学び」におけるＩＣＴ利活用」と同様の方法を想定） 

・新見市教育情報化推進協議会における協議 

 

４．２ 実施状況 

 

・ 「Ⅱ）－１ ＩＣＴ機器等の利活用状況」の特徴的な利活用事例にあるように、さまざまな

校外学習において、ｉＰａｄで活動状況等を写真撮影しており、学校へ戻ってからその写真を

利用して、ｉＰａｄでワークシートを完成させたり、プレゼンを作成したりしている。 

 ・ 哲西中学校で利用しているタブレットＰＣは、ｉＰａｄ Ｗｉ－Ｆｉ＋３Ｇをレンタルで導

入している。そのため、無線ＬＡＮネットワーク環境がなくても、３Ｇ接続でインターネット

等を利用している。 

しかし、レンタル料金が高額となるため、維持費を削減し、市内小中学校へ普及するため

に、ｉＰａｄ Ｗｉ－Ｆｉモデルの導入についても、価格面等から比較検討した。 

ｉＰａｄ Ｗｉ－Ｆｉモデルを導入し、校外活動等で持ち出して、無線ＬＡＮネットワー

ク環境がないところで利用するための方策として、Ｐｏｃｋｅｔ Ｗｉ－Ｆｉなどの利用に

ついて検討した。 

また、家庭へ持ち帰っての利用においては、無線ＬＡＮネットワーク環境が利用できない

家庭のことも考慮に入れ、無線ＬＡＮネットワーク環境がなくても利用できるように、ワー

クシート等をローカル（ｉＰａｄ本体）に保存して持ち帰って学習できるようにし、ネット

環境のある学校へ着いてから提出する方法や、ネット環境がなくても利用できるアプリなど

について検討した。 
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（１）インターネット接続環境について 

 

スマートフォンが普及してから、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ、ＬＴＥ、Ｘｉなど、という言

葉をよく耳にする機会が増えた。また、これはキャリア（ｄｏｃｏｍｏ、ａｕ、ＳｏｆｔＢ

ａｎｋなど）ごとに呼び名が違うところもわかりにくい原因となっている。 

 

①３Ｇ 回線と４Ｇ回線 

 

３Ｇ（３ｒｄ  Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）は電話回線で、第３世代の携帯電話方式の総称だ

が、各社で呼び名が違う。また、キャリアが基地局をたてて、通話環境を提供しているため、

各会社によって、つながりやすさなどが異なる。高速なデータ通信が可能で、高音質な通話

や動画の配信、およびテレビ電話機能など、さまざまなマルチメディア通信サービスが利用

が可能である。また、海外でも同じ携帯電話が使える国際ローミングも利用できる。 

４Ｇ（４ｔｈ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）も、３Ｇと同様に電話回線で、３Ｇより後に登場

した第４世代の携帯電話方式の総称だが、これも各社で呼び名が違う。３Ｇよりも速いこと

が特徴だが、利用料金は３Ｇよりも高めに設定されている。また、Ｗｉ－Ｆｉはどのスマー

トフォンやタブレットＰＣでも利用できるが、４Ｇは利用できる機種が限られている。 

 

【 特徴 】 

・携帯電話回線網なので、インターネットとメール以外に電話もできる 

・インターネットのスピードがＷｉ－Ｆｉより遅いので、重いサイト（動画など）にはあ

まり適さない 

・基地局が全国に数万局あり、受信範囲が数１００ｍ～数ｋｍと広く、大抵の場所で使用

可能であり、かつ接続が安定している 

・パケット通信量に応じてパケット通信料金が発生する 

 

キャリア／回線名 ３Ｇ ４Ｇ 

ｄｏｃｏｍｏ ＦＯＭＡ Ｘｉ（クロッシィ） 

ａｕ ＣＤＭＡ １Ｘ ４Ｇ ＬＴＥ 

ＳｏｆｔＢａｎｋ ＳｏｆｔＢａｎｋ ３Ｇ ＳｏｆｔＢａｎｋ ４Ｇ ＬＴＥ 

 

② Ｗｉ－Ｆｉ 

Ｗｉ－Ｆｉ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｆｉｄｅｌｉｔｙ）は、無線ＬＡＮを使用してインター

ネットに接続する方式のことで、この回線によりパソコン、ゲーム機、携帯電話、ｉＰｈｏ

ｎｅやｉＰａｄ 、ｉＰｏｄなどの多様な機器が無線ＬＡＮを利用しインターネットへ接続す

ることができる。通信のできる場所は、無料の公衆無線ＬＡＮエリアのホットスポットやフ

リースポット、有料の無線ＬＡＮエリア、もしくは、無線ＬＡＮ機器を設置している個人の

住宅付近でしかつなぐことができない。自宅に設置すれば、インターネットプロバイダ契約

料のみで通信することができる。 

 

【 特徴 】 

・３Ｇの携帯電話回線網より速いので、インターネットに適している 

・基地局の数が３Ｇより少なく、基地局から無線を飛ばせる範囲が数ｍ～数１０ｍ程度し

かない 

・ホットスポットやアクセスポイントなどの無線ＬＡＮルーターを設置箇所で、動画など

容量の多いコンテンツも安定して見ることができ快適に使える 

・Ｗｉ－Ｆｉ 回線につながっても、電話回線ではないので電話はできない 

・携帯電話からＷｉ－Ｆｉでインターネットに接続する場合、パケット代(通信料)はかか

らない。 
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③ その他 

スマートフォンやタブレットＰＣには、上記の通信方法の他に「Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（ブ

ルートゥース）」という通信方法もある。これは、デジタル機器用の近距離無線通信規格の

１つで、無線型のスピーカーやイヤホンに音楽や通話音を飛ばすことができたり、専用のＨ

ＤＤに接続することもできる。 

 

＜特徴的な利活用事例＞ 

 

項目 内容 

総合的学習や校外活動でのｉＰａｄ

の利用 

○校外学習でのｉＰａｄ利用 

さまざまな校外学習において、ｉＰａｄで活動状況等 

を写真撮影しており、学校へ戻ってからその写真を利用

して、ｉＰａｄでワークシートを完成させたり、プレゼ

ンを作成したりしている。 

 また、総合的学習等で１人１台ｉＰａｄを持ち出して

利用するのではなく、グループで１台持ち出しての利用

も行っている。 

 

＜職場体験学習＞ 

職場体験（チャレンジワーク）において、ｉＰａｄを 

利用して、活動状況等を写真撮影し、メモを取り、学校

へ戻ってからそれらを利用して、ｉＰａｄでワークシー

トを完成させ、プレゼンを作成した。 

 

＜修学旅行（３年生）＞ 

・携帯用ｉＰａｄに盗難等防止対策として、ｉＰａｄ検

索アプリのインストール及び情報漏洩対策としてパス

コードロック機能の有効化を行った。 

・現地での交流資料の置き場に、Dropbox を利用するこ

ととした。ただし、３Ｇ接続が利用できない可能性を

考慮し、ローカルであるカメラロールにも保存した。 

・全員ではないが修学旅行でのｉＰａｄの利用につい 

て、現地から写真等を Dropboxへアップロードするこ

とで、学校で待機する教員もすぐに状況を知ることが

でき、ＨＰに様子を掲載することができ、これにより

保護者も状況を知ることができた。更に、生徒は現地

でｉＰａｄアプリを利用してプレゼンの作成や、当日

の活動のまとめを行うことができ、帰ってからの作業

を省略することができた。 

 

＜環境学習（１・２年生）＞ 

ｉＰａｄで活動状況等を写真撮影し、メモを取り、学 

校へ戻ってからそれらを利用して、ｉＰａｄでワークシ

ートを完成させ、プレゼンを作成した。 
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活用事例 63  

【 授 業 名 】 修学旅行 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 修学旅行（第３学年） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣで、修学旅行の記録や、旅行中の報告を行わせる。また、民泊先の方との交

流に使用させる。 

・タブレットＰＣがなくなった場合などを想定して、タブレットＰＣの位置を確認できるよう

にした。 

 

【 授 業 概 要 】 

・修学旅行に、班で 1 台ずつタブレットＰＣを持って行かせた。（タブレットＰＣの管理は生徒

が行う。） 

・民泊先で、タブレットＰＣを利用し、哲西の風景や学校などを紹介させた。また、地図アプ

リで哲西中学校の場所を説明したり、沖縄の方言をインターネットで調べて話しをするなど、

民泊先の方との交流に使用させた。 

・修学旅行の様子（写真）などを随時Ｄｒｏｐｂｏｘにアップロードさせ、状況報告を行わせ

た。（学校で、アップロードされた画像を哲西中学校のホームページに載せ、保護者の方など

が確認できるようにした。） 

 

【 効 果 】  

・生徒がアップロードした写真を、帰りの迎えに来られた保護者の方が待たれている際に見て

もらうことができた。 

 

【生徒が修学旅行中に Dropbox にアップロードした画像例】 
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【タブレットＰＣの位置確認】 

 

 

 

 

 

 

 

 

[アプリ『友達を探す』] 

 

 

 

 

 

 

 

 

【帰りを待たれている保護者の様子】 
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活用事例 64  

【 授 業 名 】 地域の湿原について 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 総合的な学習／環境学習（第１学年） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣで、湿原の植物などを撮影させ、レポートに使用させる。 

・各自で撮影させることで、湿原を観察し、意欲的に取り組ませる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・地域の湿原にタブレットＰＣを持って行き、植物などを撮影させる。 

・学校で、数時間かけてＰＣでレポートを作成させる。 

・総合的な学習の発表に向け、タブレットＰＣでまとめを行わせる。 

 

【 効 果 】  

・タブレットＰＣで撮影することで、簡単に画像をレポートやまとめに使用できる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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活用事例 65  

【 授 業 名 】 エコツアー 

【 使 用 ア プ リ 】  

 

【教科／単元(学年)】 総合的な学習／環境学習（第２学年） 

 

【 ね ら い 】 

・タブレットＰＣで写真やメモをとらせ、環境学習についてまとめる際に利用させる。 

 

【 授 業 概 要 】 

・環境学習の一環として、自動車工場へ行き学習した。その際、１人１台タブレットＰＣを持

って行き、展示場を撮影したり、メモを取るのに使用させた。 

 

【 効 果 】  

・各自で写真やメモをとらせることで、まとめる際に自分の考えでまとめやすくなる。また、

まとめることを考えながら写真やメモをとらせることで、工場見学の時点で構成について考

え、集中して話を聞くことにつながる。 

 

【 授 業 の 様 子 】  
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４．３ 結果と課題（平成２３～２５年度アンケート結果の考察） 

 

  ｉＰａｄ２ Ｗｉ－Ｆｉ＋３Ｇを利用しているため、Ｗｉ－Ｆｉ環境になくても、３Ｇ機能

を利用することで、修学旅行や避難訓練、校外活動で利用できた。状況をオンタイムで伝えた

り、活動をまとめたりがその場でできるため、帰ってからのまとめがしやすく有効であると判

断できる。 

  平成２６年度からは、事業継続のため３Ｇ契約を解除し、Ｗｉ－Ｆｉ接続のみでの利用とな

る。また、市内全中学校の生徒へ１人１台のタブレットＰＣを配備する予定となっている。 

そのため、校外活動での利用については、Ｐｏｃｋｅｔ Ｗｉ－Ｆｉの利用や、３Ｇ機能が

利用できるｉＰａｄやｉＰｈｏｎｅによるテザリングでの利用などについて検討する必要があ

る。 

ただし、いずれにしろ利用するには年間での契約が必要であり利用料が発生する。経費削減

のためにも、短期間によるレンタルやＢｌｕｅｔｏｏｔｈ利用による画像やワークシートの受

け渡しなど工夫する必要がある。 

 

○校外活動でのＩＣＴ利活用についてのアンケート 

 

平成２３～２５年度に行った下記アンケート等から考察した。 

・平成２４・２５年度に生徒及び教員を対象として行った「ＩＣＴ活用についてのアンケー

ト」 

・平成２４・２５年度に３年生を対象として行った「修学旅行アンケート」「ＩＣＴを利用

した授業等に関するアンケート」 

・平成２４・２５年度に２年生を対象として行った「エコツアーアンケート」 

 

   さまざまな校外活動においてもｉＰａｄを利活用しているが、修学旅行でのｉＰａｄの利

活用について、紛失・盗難、破損や水濡れなどへの心配があったが、「ｉＰａｄを十分に活用

した」と考える生徒が半数以上を占めた。活用内容は写真撮影、加工、共有をはじめ多岐に

わたっており、ｉＰａｄの活用により修学旅行の各活動が充実したと考えられる。 

  なお、修学旅行に携行すべきｉＰａｄの台数として、グループで携行したいという意見が   

 多かった。これは、上記で述べたような携行の利点と欠点を生徒自身が理解しており、日常

での自己管理による利用によりＩＣＴリテラシーや情報活用能力が向上している結果といえ

る。 
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５ 家庭学習を促進するＩＣＴ環境の検証【独自テーマ】 
 

本市ではラストワンマイル事業として市全域をブロードバンド（広帯域）化し、全ての家庭

へ光ファイバの敷設が完了している。 

また、ラストワンマイル事業で整備した光ファイバを各民間通信事業者へＩＲＵ＊１として

開放したことによるメリットとして、移動通信（携帯電話）回線の不感地域対策が行われてい

るという特徴がある。 

本市では、タブレットＰＣを家庭に持ち帰り、ドリル学習等、家庭学習で利活用することを

想定している。 

そこで、平成２３年度は、持ち帰り時の家庭でのインターネット環境及びタブレットＰＣの

利用方策調査として、生徒及び保護者にアンケート調査を行い、「自己管理」ということで、

生徒には朝から下校するまでタブレットＰＣを貸与し、授業だけでなく休み時間などでも自由

にタブレットＰＣを利用した。 

平成２４年度もアンケート調査を行うと伴に、「自己管理」ということで、生徒には朝から 

下校するまでタブレットＰＣを利用できるようにし、更にはタブレットＰＣの定期的な持ち帰

りを行った。そして、その際の環境の整備やリテラシーやマナーなどの指導等の意識改革を促

した。また、３年生については、期間を決めてアプリのインストールの機能制限解除を実施し、

その後機能制限についてのアンケートも行った。 

平成２５年度も引き続きアンケート調査や、朝から下校するまでのタブレットＰＣの利用、

定期的な持ち帰りを実施し、タブレットＰＣの利用可能性、運用方法などについて具体的に検

討・検証する。 

  特に、重点的に検討・検証するテーマは以下のとおりである。 

・ 家庭・学校での無線ＬＡＮの切替えに関する方策と課題 

・ 無線ＬＡＮ未整備家庭における３Ｇ回線活用に関する方策と課題 

・  家庭への持ち帰り時の運用面での方策と課題（利用方法、運用ルール、故障・利用

状況） 

・  家庭での利用に適したアプリケーションと、当該アプリケーションの利活用に必要

なネットワーク環境の検討・検証 

・ 家庭学習でのタブレットＰＣを利活用した新たな学習形態・利用可能性の検討 
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＜持ち帰り利用に対する基本的な考え方＞ 

 

情報モラルとは、情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度であり、他者へ

の影響を考え、人権・知的財産権など自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をもつこと

や、情報を正しく安全に利用できること（危険回避）、コンピュータなどの情報機器の使用によ

る健康とのかかわりを理解することなどであり、今後生徒は、情報発信による他人や社会への

影響について考えさせる学習活動、ネットワーク上のルールやマナーを守ることの意味につい

て考えさせる学習活動、健康を害するような行動について考えさせる学習活動などを通じて、

情報モラルを確実に身に付けることが必要である。 

学習指導要領では各教科等において、情報モラル教育を確実に実施することが位置づけられ

ている。生徒だけでなく教職員を含めた情報モラル指導に関する研修を実施することで情報モ

ラル教育の一層の推進を図り、生徒がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を

適切かつ主体的・積極的に活用できるようにするための学習活動や、専門家の招聘などにより、

学校における情報モラル教育の充実を図る必要がある。 

上記情報モラル教育を実施しながらＩＣＴ機器の自由利用を促進する。これは情報源とする

Ｗｅｂサイトの情報から必要かつ正しい情報を得ること、さまざまなアプリケーションを使用

することで得る技術や手法を習得することで、ＩＣＴリテラシーを向上させるメリットがある

と思われるからである。また、従来型の教員から「あたえられ」、「やらされる」学習ではなく、

生徒自らがＩＣＴ機器を自由に利用し「調べ」、「考える」学習をすることで、知識の定着度が

高まると思われる。 

そのため、平成２３年度に行った生徒及び保護者アンケートの結果を基に、生徒（自分自身）

が「何がしたいか」「何を望んでいるか」また保護者が「何を心配しているか」「何を望んでい

るか」を考え、生徒自身で持ち帰りのルールを作成させ、そのバックアップとして教職員、教

育委員会、新見市、関連企業が保護者との連携をとりながら、「何ができるか」「どう支えてい

くか」を考え、持ち帰りのためのバックアップのためのルールを作成したいと考えている。 

そして、「アプリケーションのインストール」「メール」など現在機能制限を設けているも

のを、段階に合わせて解除していきたいと考えている。 

   

 ＊１：ＩＲＵ（Ｉｎｄｅｆｅａｓｉｂｌｅ Ｒｉｇｈｔ ｏｆ Ｕｓｅｒ） 

   関係当事者の合意がない限り、一方的に中断または終了し得ない、光ファイバー芯線等の

賃貸借契約。本市の場合は、ソフトバンクテレコム株式会社と賃貸借契約を締結している。 

 

５．１ 検証方法 

 

タブレットＰＣ持ち帰りによる家庭学習実施と検証 

（「「学び」におけるＩＣＴ利活用」と同様の方法を想定） 

・保護者アンケート・ヒアリング 

・新見市教育情報化推進協議会における協議 
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５．２ 実施状況 

 

○ 家庭学習を促進するために、ｉＰａｄの持ち帰りを実施しており、自己管理を徹底し

ていく。そのため、リテラシーやマナーなどの指導、環境の整備と意識改革を促すため、

情報教育の授業及び情報教育の研修会の開催やアンケートを随時実施し、話し合いや指

導を行っている。現在までの取り組み状況は以下のとおりである。また、持ち帰りの状

況については、昨年度は２・３年生については、週２回、１年生については週１回行っ

ていた。 

   今年度も昨年度と同様に、２・３年生については５月から週２回の持ち帰りを行って

おり、１年生については、５月中に家庭の電波状況の確認のために持ち帰りを行い、そ

の後落ち着いた９月から週１回の持ち帰りを行っている。 

  ・ｉＰａｄ使用の目的、学校・校外・家庭での使い方 

  ・休憩時間のｉＰａｄ使用について 

   （ＹｏｕＴｕｂｅ、インターネットの芸能人サイト・ゲームサイトの利用） 

  ・自己申告によるｉＰａｄの持ち帰り方法（袋に入れる等） 

  ・課題や使用状況報告書の作成や提出について 

  ・ｉＰａｄの持ち帰りに関する留意点 

  

○ 授業中の授業内容外の使用への対応は、原則として規則化しないが、自己申告した者に対  

  しては使用制限を各自で決めさせ利用させている。さまざまな発想があり伸ばしていく必要 

  があるため、あえて規則化せず、有効かどうかをその場で教員が判断するようにしている。  

また、持ち帰りを行う際の方法を各自で考えさせることで、取り扱いについての意識を持 

たせている。 

  

○家庭へ持ち帰った際には、保護者と一緒に何かしら使用することとしている。 

  ＜持ち帰った際の利用例＞ 

   ・家族と一緒にインターネットで検索をした。 

   ・インストールしてあるアプリを使った。 

   ・写真を撮影して加工したり、動画を撮影した。 

   ・Google Earthで色々な場所を見た。 

   ・描画アプリのSketchBookを使って絵を描いた。 

   ・持ち帰り時に出された宿題を一緒にした。 

   ・楽器アプリを利用して音楽を楽しんだ。  など 

 

○ 平成２４年度において、情報教育におけるリテラシーやマナーなどの指導の一環とし

て、２・３年生が「情報活用ノート」を活用した情報モラル授業を行ったが、今年度は

実施することができなかったため、昨年度実施内容を活用事例として掲載する。 

ただし、先に述べたように、リテラシーやマナーなどの指導、環境の整備と意識改革

を促すため、随時対応し、話し合いや指導を行っている。 

  ＊「情報活用ノート」は文溪堂が開発し、石原先生も携われた。 
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＜ｉＰａｄ使用記録＞ 

 
 

＜持ち帰り方法申告書＞ 
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＜持ち帰り課題例＞ 

○デジタル教科書を使用した読みの練習  

○調べ学習や発表練習 

○ワークシートを利用した単語、漢字、ことわざ等の暗記 

○授業中のワークシートや実験レポートの完成 

 

・運動会振り返り ・給食集会振り返り 
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・生活の中のマーク調べ（家庭科）  

 ＊課題  ＊生徒回答 

  
 

・マット運動個人カード（体育） 
 

 ＊課題  ＊生徒回答 
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・三平方の定理（数学） 

 ＊課題  

 

 ＊生徒回答  
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・理科ノート〔脊椎動物〕（理科） 

 ＊課題  

 

 ＊生徒回答  

 
 

 

 

 

 



- 235 - 

 

活用事例 66  

【 授 業 名 】 情報モラル教育 

【 使 用 ア プ リ 】  

 デジタル版 情報活用ノート 

【教科／単元(学年)】 総合的な学習／情報モラル教育（第２・３学年） 

 

【 授 業 概 要 】 

・ＩＷＢに、３年生のインターネットの使用についてのグラフを表示し、導入を行った。 

・『デジタル版 情報活用ノート』のチャットを疑似体験した。（本名とニックネームで行う。） 

・チャットを行う際に、本名とニックネームで気持ちに違いがあるかなどの意見を数名に発表

させた後、チャットを使って交流する場合の良い面・良くない面、本名・ニックネーム（匿

名）の違いを各自でワークシートに記入した。 

・他の生徒の意見を確認した後、最後にまとめとして、ふり返りシートに記入を行った。 

 

＜情報活用ノート＞ 
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＜授業の様子（２年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜感想＞ 

・チャットは、何度か使ったことがあったけど、もっと使ってみたい気持ちが湧いてきた。 

・今日をきっかけに相手を思いやる心がけが強くなった。 

・画面の向こうの人を思って、言っていいことと、悪いこともある。 

・相手の気持ちになって利用しないといけないことがわかった。 

・しているうちに、良いところと、悪いところもだんだんと見えてきました。 

 

＜授業の様子（３年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜感想＞ 

・チャットはたくさんの人の意見を一度に知ることができる便利なものだと知った。書き込む

時には、自分のことばかり考えるのではなく他人のことも考えなければならないと思った。 

・チャットを使ってみて、現実とはまた違った会話の仕方ができてとても新鮮だった。しかし、

そんな便利なチャットでも一歩間違えれば人を傷つけたりしてしまう見えない凶器になって

しまう。 

・インターネット上では気軽な発言ができるけど、思ったことをすぐに発言するのではなく、

読む人たちのことをよく考えて発言しないといけない。みんなが楽しみ、かつ安心して使え

るインターネットであってほしいと思った。 

・チャットは好きなことを話せるいい面もあるが、相手の顔が見えないからどんなことを考え

ているかわからないなどよくない面もある。ルールを守って気を付けて使いたい。 
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＜生徒・保護者への対応＞ 

 

生徒 ＜対応等＞ 

・持ち帰りについて、昨年度は２・３年生については、週２回、１年生については

週１回行っていた。今年度は、２・３年生については５月から週２回、の持ち帰

りを開始した。１年生については、落ち着いた時期から（９月の運動会終了後）

持ち帰りを開始しているが、５月中に家庭の電波状況の確認のために持ち帰りを

行った。 

・生徒には、朝から放課後までの利用、持ち帰っての利用という点から、自己管理

を徹底していく。そのため、リテラシーやマナーなどの指導、環境の整備と意識

改革を促している。 

・学活の時間にｉＰａｄを利用する目的や守るべきことについて、定期的に指導を

行う。 

・授業中の授業内容外の使用への対応は、原則として規則化しないが、自己申告し

た者に対しては使用制限を各自で決めさせる。 

・持ち帰りの際の持ち帰り方法を各自で考えさせることで、取り扱いについての意

識を持たせる。 

・家庭へ持ち帰った際には、保護者と一緒に何かしら使用することとしている。 

 

＜アンケート等＞ 

・３年生については修学旅行において、班で１台のｉＰａｄを携行したが、それに

対するアンケートを行った。 

・２年生についてはエコツアー（校外活動）において、ｉＰａｄを携行したが、そ

れに対するアンケートを行った。 

・１年生に対し「学びのイノベーション事業」による、年度当初アンケートを行っ

た。 

・１年生生徒及び保護者に対し、家庭でのインターネットや情報機器の活用につい

てのアンケートを行った。 

・ＩＣＴ機器使用状況について、生徒アンケートを行った。（教員も同様のアンケ

ートを実施。） 

・１～３年生及び保護者に対し、振り返り及び意識調査のために「ＩＣＴを利用  

した授業等に関するアンケート」を実施した。 

・哲西中学校卒業生に対し、「ＩＣＴを利用した授業等に関するアンケート（卒業

生用）」を実施した。 

保護者 ＜対応等＞ 

・１年～３年生保護者宛に「フューチャースクール推進事業」及び「学びのイノベ

ーション事業」への協力依頼として説明文書を配布。 

・ＰＴＡ総会や役員会でＩＣＴ機器を利用している。 

・入学式に保護者参観の下、１年生が教科書の確認をｉＰａｄ及びＩＷＢを使用し

て行う。その補助として生徒会役員が参加。また、保護者と１年生が一緒に実体

験。 

・参観日及びＰＴＡ総会でのＩＣＴ機器利用及び保護者に対する説明及び協力依

頼。 

・ｉＰａｄ持ち帰りについての説明文を保護者宛に配布。 

・ＩＣＴ機器を利用した授業参観を行っている。 

・公開授業（自由参観）を開催し、地域住民及び保護者だけでなく、ＨＰで紹介し

外部からの参加も受け入れた。 

・授業参観及び哲西中学校音楽発表会において、授業参観ではＩＣＴ利活用教育を

参観した。また、音楽発表会ではｉＰａｄを使用した演奏を鑑賞してもらった。 

・家庭へ持ち帰った際には、保護者と一緒に何かしら使用することとしている。 
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＜アンケート等＞ 

・１年生生徒及び保護者に対し、家庭でのインターネットや情報機器の活用につい 

てのアンケートを行った。 

・１～３年生及び保護者に対し、振り返り及び意識調査のために「ＩＣＴを利用  

した授業等に関するアンケート」を実施した。 

 

 

○ＰＴＡ総会 ４／２６（金） 

 
 

 
 

○ＰＴＡ役員会 ５／８（水） 
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５．３ 結果と課題（平成２３～２５年度アンケート結果を踏まえて） 

 

１年生は週１回、２.３年生は週２回の持ち帰りを実施している。その中で、持ち帰り利用や

校外での利用については、持ち帰り方法を各自で考えさせ、袋を準備させたり、日々の指導の

中で、取り扱いについての意識を持たせている。 

また、朝から放課後までの利用、持ち帰っての利用という点から、生徒に自己管理を徹底さ

せている。自己管理によりｉＰａｄを利用することで、情報モラルについてもより身近なこと

と捉えることができており、情報やネットモラルの能力も向上している。 

使用の目的や使用方法について、教員がすべて提示するのではなく、実際に使いながら感じ

たり思ったりしていることを、生徒からも出させるようにしている。そのためか、ｉＰａｄの

扱いについて、個人や学級全体でこうしなければいけないという意識が高まっており、かつ休

憩時間と授業時間のけじめをつけるという意識が定着している。 

更に、保護者の意識にも変化が伺える。 

先に述べたことを踏まえ、平成２３～２５年度に行った下記アンケート等から考察した。 

・平成２３～２５年度に生徒及び保護者を対象に行った「家庭でのインターネットや情報機

器の活用についてのアンケート」 

・平成２４・２５年度に生徒を対象として行った「ＩＣＴ活用についてのアンケート」 

・平成２４・２５年度に３年生を対象として行った「修学旅行アンケート」「ｉＰａｄ機能

制限解除についてのアンケート（平成２４年度のみ）」「ＩＣＴを利用した授業等に関する

アンケート」 

・平成２４・２５年度に保護者を対象とした「ＩＣＴを利用した授業に関する年度末アンケ

ート」 

・平成２５年度に１年生を対象として行った「ｉＰａｄ持ち帰りアンケート」 

 

（１） ２年間ｉＰａｄを利用した３年生の立場からみたＩＣＴを利用した授業等に関する意識

について 

 

 ＜家庭への持ち帰りについて＞ 

 

    朝から放課後まで利用できたこと、家庭への持ち帰り利用ができたことについては、「楽 

しく使えた」「家族と使えた」「学習に役立った」「自己管理につながった」との意見があっ 

た。 

ｉＰａｄだけでなく家庭にもＩＣＴ機器も十分に普及していることを考えると、ｉＰａ   

ｄでのゲーム利用等を規制するのではなく、生徒がｉＰａｄとその他のＩＣＴ機器双方の 

利用について、自己管理できるようにしていく必要があり、このため、学校と家庭、教員 

と保護者が連携を取りつつ指導していく必要があると考えられる。 

   更に、利用できる機能の制限をしていること、自己管理で朝から放課後まで利用してい 

ることなどの運用方針に対して、機能制限があることで「安心できた」、「自分なりの利用  

ルールが持てた」など、肯定的な意見が大部分を占めた。 

  自己管理のもとで利用させてきたが、授業での利用に支障が生じるような利用をする生 

徒は見られず、将来的に、自分のＩＣＴ機器を利用した際にも活かせるリテラシーが身に 

ついたといえる。 

 

（２） 家庭学習を促進するＩＣＴ環境について及びＩＣＴを利用した授業等に関する保護   

者の意識について 

 

事業当初から、保護者の中から有害サイトやネットモラルの関係、利用方法や破損等につ

いて不安があると予想されたため、家庭への持ち帰っての学習、持ち帰った際の保護者との

利用や授業公開、さまざまな活動における連絡など、丁寧な情報提供を続けてきた。 

その結果、ＩＣＴを利用した授業や取組については、一部、疑問や不安があるものの、肯
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定的であり理解は得られていると考えられるとともに、家庭でのインターネット環境の変化

からも、保護者のＩＣＴリテラシーも向上しているように思われる。 

ＩＣＴを利用した授業の効果は基礎学力の向上、基礎学力定着に関係する点として、授業

の効率化や練習問題等の充実などの効果は得られている。これらの授業方法の改善が、どの

程度、生徒の学力定着に結び付いているのかについても、保護者の不安を払しょくするため

にも、過程や経緯を保護者に伝えていくことで、更なる理解を得ていく必要があると考えら

れる。 

 

（３） ｉＰａｄアプリのインストールの機能制限解除について 

 

３年生を対象にアプリのインストールの機能制限解除を行った後でアンケートを実施した。 

   生徒がアプリを選択する際に気をつけたことについては、「年齢制限」「無料であるか」な

どとなっており、事前指導された事項を確実に実行できていた。 

   また、機能制限解除を行った目的、理由について、生徒に記述式で回答させたところ、自

主性やルールを守ることを学ぶ、必要なものを取捨選択する力を養う、ｉＰａｄを理解して

より便利に使う等の意見が見られ、解除を行った意図が十分に理解されているだけでなく、

学習のためのｉＰａｄであるとの目的も理解されおり、利用に関してのモラルが身につき、

自己管理の意識が徹底されてきているといえる。 

   更に、現在禁止しているアプリについても機能制限の理由や解除について尋ねたところ、

それぞれのアプリの特性を理解したうえで、禁止されている理由が回答されており、情報モ

ラルや規律面だけでなく、アプリに関する知識や情報活用能力についても向上しているとい

える。 
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６ その他 
 

６．１ 公開授業、学校視察等の状況 

 

ホームページへさまざまな情報を掲載することで、ＩＣＴ利活用教育のＰＲを行ってお

り、視察や取材も積極的に受け入れている。主な視察内容は下記のとおりである。 

・ネットワーク構築について 

・協働学習支援システムについて 

・ｉＰａｄの運用管理について 

・ｉＰａｄを利用した授業案とアプリについて 

 

日時 内容 備考 

４月 １日（火） 地方自治センター「ＬＡＳＤＥＣ」の発

行 

情報管理課 真壁執筆記事

掲載 

９日（火） 入学式後の学活（保護者参観） 保護者と共にＩＣＴ機器利

用 

２６日（金） 授業参観及びＰＴＡ総会 保護者説明及び協力依頼 

５月２４日（金） 松山市立桑原中学校、株式会社ＩＮＳ視

察 

 

６月１０日（月） 新見市立高尾小学校視察  

１４日（金） 自由参観 ・保護者、地域住民だけでな

く外部からの参加も受入 

・情報管理課職員授業見学 

１７日（月） 和歌山県有田市内中学校職員・教育委員

会視察 

 

２２日（土） 授業参観及び哲西中学校音楽発表会 ・ｉＰａｄを利用しての演奏

を実施（無料アプリを使用） 

・地域住民・保護者等が参加 

２８日（金） 第１回地域協議会 

鳥取県琴浦町立東伯中学校視察 

協議会の前に公開授業 

７月 １日（月） サンワサプライ・ラインズ岡山株式会社

の視察 

午前は高尾小学校を視察 

９日（火） ・岡山県立倉敷天城高校視察 

・管理職のための学校教育の情報化推進

研修講座 

 

哲西中学校名越校長が講演 

８月 １日（木） 岡山県学校保健研究大会 養護教諭がＩＣＴ機器を活

用した保健指導の実践事例

や活用の効果などを発表 

  ２２日（木） 市内小学校ｉＰａｄ校内研修へ情報担

当教員が講師として参加 

 

９月１７日（火） 大阪府寝屋川市派遣教員視察  

１８日（水） 第２回地域協議会及び研究会打合会 協議会の前に公開授業、その

後研究会の打合会 

２６日（木） Ａｐｐｌｅ Ｊａｐａｎ合同会社エデュ

ケーション本部の視察 

 

１０月３１日（木） 

 

哲西中学校ＩＣＴ教育公開授業発表会 

 

市内及び県内教育機関だけ

でなく、広く外部からの参加

も受け入れる。 
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１１月１２日（火） 

 

ガイドライン作成のための事業者の学校

訪問 

 株式会社 内田洋行３名 

 

１１月２８日（木） 

 

フューチャースクール推進事業に伴う

総務省視察             

徳島文理大学 矢野教授            

総務省 情報通信利用促進課  

岩間主任 

 

１２月１２日（木） 学びのイノベーション事業（情報通信技

術活用実証研究）［教育の情報化の推進

に関する調査研究］の「ＩＣＴ活用の子

供への影響等に関する調査」 

 公益財団法人 労働科学研究所  

  斉藤理事 

株式会社 三菱総合研究所２名 

 

 １月２３日（木） 倉敷市立工業高校視察  

   ２７日（月） 愛媛県西条市小・中学校情報化推進委

員会視察 

午前は高尾小学校を視察 

   ２８日（火） 鳥取県日南市教育委員会等視察 

（高尾小のみ） 

 

２月１２日（水） 美作市教育委員会・学校長等視察 午前は高尾小学校を視察 

１８日（火） 香川県さぬき市立さぬき南中学校視察  

○現在、ホームページ等で掲載中の記事 

＜ホームページ＞ 

朝日新聞デジタル、日経新聞電子版、マイナビ 

 ＜雑誌＞ 

  Ｍａｃ Ｆａｎ ２０１２年８月号 

月刊ＬＡＳＤＥＣ 平成２５年４月号 

Ｍａｃ Ｆａｎ ２０１４年１月号 
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○新見市立高尾小学校視察 ６／１０（月） 

 
 

 
 

  

○岡山県学校保健研究大会 ８／１（木） 
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○哲西中学校ＩＣＴ教育公開授業発表会 １０／３１（木） 

 ＜研究主題＞  

コミュニケーション能力の育成 

   ・ＩＣＴを活用した協働学習の実践を行う 

   ・協働学習を通して、コミュニケーション能力（自己表現）を育成する 

 ＜公開授業＞  

１年生 国語 

  ２年生 理科 

  ３年生 社会 

  特別支援学級 国語 

 ＜研究協議＞  

１年生 多目的教室 

  ２年生 理科室 

  ３年生 ３年生教室 

  特別支援学級 家庭科室 

 ＜全体会＞   

開会行事 

  研究発表 

  講演「教育と学習を支援するＩＣＴ活用の今後」 

    徳島文理大学 准教授 林 向達 先生 

  閉会行事 
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＜公開授業＞ 

１年生 国語 

 
 

 

 
 

 

 ２年生 理科 
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 ３年生 社会 
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 特別支援学級 国語 

 
 

 

 
 

 

＜研究協議＞ 

１年生 国語 
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２年生 理科 
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３年生 社会 

 
 

 

 
 

 

特別支援学級 国語 
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＜全体会＞ 

開会行事 

 
 

 

研究発表 
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講演 

 
 

 

閉会行事 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度 

 

フューチャースクール推進事業成果報告書 

＜別冊＞ 

新見市立哲西中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 3 月 31 日 

岡山県新見市 
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１．１ アンケート調査結果及び分析 

１．１．１ 支援員業務時間の分析 

ＩＣＴ支援員の平成２５年４月～１２月の業務時間について、業務日誌をもとに分析した。 

月別の業務時間は下図のとおりである。平成２５年度も平成２４年度と同様に、５月～６月に

「先生からの質問対応」が集中した。また、授業に関係する支援（「授業・教材作成支援、アプリ

の授業での活用可能性検討、生徒へのレクチャー」等）も、５月～６月に多くなっている。一方

で、３年目を迎え、「導入・設定等」の業務は４月のみに集中しており、かつ、その総量も減少し

た。 

図表 1 ICT 支援員業務時間調査（月別業務時間） 
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なお、３か年のＩＣＴ支援員の業務時間を比較すると、平成２３年度（１月１０日から３月９

日までの２か月間）は「導入・設定等」「障害初期対応」「校内会議・先生との打ち合わせ」の業

務時間割合が高く、平成２４年度は「授業・教材作成支援、アプリの授業での活用可能性検討、

生徒へのレクチャー」の割合が高くなっていた。平成２４年度は教員がＩＣＴ環境に慣れたこと

やＩＣＴ環境の整備が当初から完了したことなどから、ＩＣＴ支援員が授業に関する支援に時間

を割いていた。それに対して、平成２５年度は「日常的な運用管理、管理表・マニュアル作成、

ベンダー対応等」「授業・教材作成支援、アプリの授業での活用可能性検討、生徒へのレクチャー」

の割合がさらに減少し、「先生からの質問対応」の割合が増加した。導入後２年を経て、ＩＣＴ支

援員が日常的な運用管理を効率的に行えるようになったこと、また、教員がＩＣＴ環境を活用す

るようになり、授業に関する支援の中でも、教員への個別の対応に時間を割いていることがわか

る。 

 

図表 2 ICT 支援員業務時間調査（年度別業務割合） 

 

 

 

  



4 
 

１．１．２ 授業記録簿に基づく利用状況の分析 

平成２５年４月から１２月までの授業記録簿に基づき、利活用状況を分析した。 

９か月間（休業期間含む）の総利用日は１４２日で、総利用回数は１８６４回であった。 

１利用日あたりの利用時間数は、約３．２８時数（１日・１学級あたり）であり、半分以上の

授業でＩＣＴ機器が活用された。 

また、学年別の利用回数については、１、２年生がやや多くなっているが、大きな偏りは見ら

れなかった。 

 

図表 3 学年別利用回数 

 

 

  

1年 26.9%

2年 26.3%
3年 23.7%

1年(すみれ)22.4%
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22.3%
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0.1% [N=1864]

1年

2年

3年

1年(すみれ)

1年(すみれと合同)

1,2年合同

1,3年合同

全校

PTA



5 
 

使用した教科については外国語が最も多く１９．４％、次いで数学が１８．０％であった。 

学年別にみると、１，２年生の国語、２年生の総合的な学習の時間、３年生の数学と外国語、

特別支援学級の社会と外国語において、他学年より利用が多くなっている。 

 

図表 4 使用教科 

 

 

図表 5 使用教科（学年別） 

 

  

16.0 5.1 18.0 13.6 4.8
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7.6

0.9

3.03.2 19.4 1.33.6

1.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=1870]

国語 社会 数学 理科

音楽 美術 保健体育(体育) 保健体育(保健)

技術家庭(技術分野) 技術家庭(家庭分野) 外国語 道徳
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使用機器は電子黒板とタブレットＰＣの併用が最も多く６３．９％であり、次いで電子黒板の

みが１９．７％、タブレットＰＣのみが１６．４％であった。また、使用者は「教師」が７２．

９％、「生徒」が６６．３％であり、多くの授業で教員と生徒がＩＣＴ機器を活用した。 

 

図表 6 使用機器 

 

 

図表 7 使用者 
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ＩＣＴ機器を活用する目的は「教員の説明」が４１．６％で最も多く、次いで「課題の提示」

が３９．３％であった。ＩＣＴ機器別に見ると、「課題の提示」「教員の説明」「モデルの提示」で

は電子黒板のみあるいは電子黒板とタブレットＰＣの併用が多く、「繰り返しによる定着」ではタ

ブレットＰＣのみあるいは電子黒板とタブレットＰＣの併用での使用が多くなっている。 

 

図表 8 活用する目的 
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図表 9 活用する目的（使用機器別） 

 

 

 

協働教育に関係する活動について、協働教育に関係する活動の記載があった授業記録簿４１８

件のデータを元に分析した。 

協働教育に関係する活動については「同じ問題について、学級全体で話し合う場面があった」

が６３．６％で最も多く、次いで「一人が発表したことについて、学級全体で考える場面があっ

た」が５３．８％であった。また、使用機器別ではタブレットＰＣを使う活動で、「相互に教えあ

う場面があった」「数名が一緒に学びあう場面があった」「数名で協力したり助け合ったりする場

面があった」など、複数名での協働教育に関係する活動が多く見られた。一方、電子黒板を使う

活動では「同じ問題について、学級全体で話し合う場面があった」「一人が発表したことについて、

学級全体で考える場面があった」など、学級全体の活動の方が多く見られた。 
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図表 10 協働教育に関係する活動 

 

 

図表 11 協働教育に関係する活動（使用機器別） 
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１．１．３ 生徒及び教員のＩＣＴ機器活用スキルに関する分析 

(1) 生徒 

生徒を対象としたアンケートを行い、ＩＣＴ機器活用スキル等について調査した。ｉＰａｄの

操作、授業で活用しているカメラロールアプリの操作、データの取り扱い、協働学習支援システ

ム、電子黒板の使用について、いずれの学年においてもほとんどの生徒が基本的な操作を身に付

けている。また、学年を経るにしたがって多くの操作スキルに習熟していた。 

 

図表 12 iPad の操作について 

 

 

図表 13 カメラロールについて 
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図表 14 データの取り扱いについて 

 

 

図表 15 協働学習支援システム 

 

 

図表 16 電子黒板の使用について 

 

 

  

17

16

17

18

8

19

19

14

19

19

17

0% 20% 40% 60% 80% 100%

neu.Annotate、SketchBookXで、カメラロールに画

像を保存することができる

neu.AnnotateでPDFデータのタイトルを変更するこ

とができる

DropboxにPDFと画像を区別してアップロードする

ことができる

データをDropboxの指定されたフォルダにアップ

ロードすることができる

Dropboxにフォルダを作成することができる

1年[N=20] 2年[N=20] 3年[N=19]

2 18

19

19

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年[N=20]

2年[N=19]

3年[N=19]

はい いいえ【操作でわからないことがある】

14

16

1

19

19

3

18

17

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

IWBに書き込みなどを行ったことがある

ペンや消しゴムの切り替え、拡大を行うことができ

る

IWBに表示された字や画像が見えにくく困ったこと

がある

1年[N=20] 2年[N=20] 3年[N=19]



12 
 

電子黒板の視認性については、使用時に見えにくくて困ったことがある生徒が各学年１０％～

２０％程度いた。見えにくくて困った理由として、反射して見えにくいことがあったとの意見が

多く、ほかに、字が小さい、画像がぼやけていたなどの意見が挙がった。 

ＩＷＢの背景色・文字色の見えやすい組合せについては、全体では青（背景色）／白（文字色）

という組み合わせが多く、ほかに、白／青、白／黒、白／赤の組み合わせが多くを占めた。白い

背景の方が映り込みは少ないが、濃い背景色の方がコントラストがはっきりする傾向にあるため、

教室の環境にあわせた設定が必要である。 

 

図表 17 見えやすい色は何色か：背景色／文字色の組み合わせ 
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アプリの使用状況についても、e ライブラリは授業以外でも使用しており、ドリルの学習履歴

に基づき自分の学力の弱みを知りたいと考えている生徒が多かった。 

 

図表 18 ｅライブラリ 
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文字入力については多くの生徒がローマ字入力を行っていた。 

 

図表 19 ペンと指、どちらで操作することが多いか 

 

 

図表 20 文字入力は「日本語かな」と「日本語ローマ字」のどちらか 
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休憩中のｉＰａｄの使用頻度は、２，３年生では高くなっている。一人で利用するという割合

が高いが、複数名での利用もある。 

 

図表 21 休憩中の iPad の使用頻度 

 

 

図表 22 休憩中の iPad は一人で使用していますか 
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休憩中に使用しているアプリは、あんしんねっと（フィルタリング機能付きブラウザ）、カメラ、

neu.Annnotate、SketchBook が多く、１年生では、Dropbox、電卓、タイピングアプリ、写真加

工アプリ、楽器アプリの利用が多い。また、学年を問わず、最も利用しているアプリはブラウザ

であった。 

 

図表 23 休憩中に使用している iPad アプリ 
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図表 24 休憩中に一番使用している iPad アプリ 

 

 

休憩中の使用目的は、調べものが最も多く、宿題、レポート作成、タイピング練習などの回答

もあった。一方で、インターネットや動画を見る等、楽しみのために利用している生徒もいた。 

 

図表 25 休憩中の iPad の使用目的 
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家庭での利用については自宅にＰＣまたはタブレットＰＣがあり、利用している生徒は７０％

程度となり、昨年度から倍増した。家庭でのインターネットの利用についても、９０％程度の生

徒がインターネットを使ったことがあり、昨年度から２０％程度増加した。 

メール、オンラインゲーム、ＳＮＳは一定の生徒が利用しており、ネットショッピング、ネッ

トオークションについても利用している生徒が増加しており、生徒の家庭でのＩＣＴ活用は多岐

に渡りつつあるといえる。学校での自主管理に基づく情報モラルや情報リテラシーの向上がより

一層求められる状況にある。 

 

図表 26 家庭での使用 

 

 

図表 27 家庭で行っているもの、また行ったことがあるもの 
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ｉＰａｄの持ち帰りについて、１年生は全員が持ち帰りをしたいとの回答であった。一方で、

２，３年生に持ち帰りが必要かを尋ねたところ、必要との回答は２年生で７０％程度、３年生で

４０％弱であった。持ち帰りたい理由として、家族と使いたい、ドリルなどのアプリを使いたい

などの意見があったのに対して、持ち帰りが必要でない理由は課題がなければ家では使わないと

の意見が大勢を占めていた。 

学年を経るにつれて、持ち帰りに対して必要性を感じない傾向にあるが、授業での利用が日常

的になるにつれ、ＩＣＴ機器が学校で利用する教材・教具と認識されており、必ずしもＩＣＴ機

器を家庭で使う必要性がなくなっているものと考えられる。 

 

図表 28 iPad の持ち帰りは必要である 
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No iPad の持ち帰りは必要である（持ち帰りたい）理由 

1 帰ってアプリで遊びたい 

2 iPad の様々な機能を探してみたいから 

3 家でアプリを使ってみたいから 

4 家で勉強をしたいから 

5 家の人に色々見せたい 

6 ドリルなどをしたいから 

7 家で Dropbox などが見られるから 

8 家で使ってみたいから 

9 iPad を使って勉強したいから 

10 5 月に持ち帰った際、あまり家族に教えてあげられなかったから教えたい 

11 家族に「学校ではこんなことをしているよ。」と話したいから 

12 学校でしていることを家の人に教えたいから 

13 家でいろいろ操作して、もっと使いこなせるようになりたいから 

14 調べたりしたいから 

15 家族にもっと iPad を使って楽しんでもらいたい 

16 家族などといっしょに使いたい 

17 いろいろなアプリを使って遊べるから 

18 家でも iPad の勉強をしたりしてみたいから 

19 調べ学習がしたい 

20 調べ学習 

21 家族に使わせたいから 

22 家族といっしょにできるから 

23 家族と遊んだり、勉強したりできるから 

24 家族といっしょに使うから 

25 父と母が iPad について興味を持っている 

26 親といっしょに使えるから 

27 家族と使用できるから 

28 授業のレポートを作ることができるから 

29 持ち帰り課題などがあったり、調べることがあったら便利だから 

30 家族で使用したいから 

31 家の人などにも、授業でやったことなどを見せることができるから 

32 家族とも使用できるから 

33 家族と楽しめたり、調べることができるから 

34 家でも学習ができる 

35 母と使うことがある 

36 家族とふれあったりできるから 

37 学校でできなかったレポートを、家でやることができるから 
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(2) 教員 

教員を対象としたアンケートを行い、ＩＣＴ機器の使用状況等を調査した。 

電子黒板の操作については、「PowerPoint などＰＣを利用したワークシートやフラッシュカー

ドを提示」「ｉＰａｄ画面を表示」「Dropbox や Evernote のデータを表示」「生徒に発表や、回答

を書き込ませる」「実物投影機の使用」「教科書や資料の提示」といった基本的な操作は多くの教

員が身に着けている。 

また、授業中のＩＣＴ機器の活用頻度について、電子黒板は毎回とほぼ毎回で７０％強であり、

全員が３回に１回は利用しているなど、日常的に利用されている。実物投影機の利用も２回に１

回までで５０％強を占めた。 

 

図表 29 電子黒板の使用内容  

 

 

図表 30 電子黒板の使用頻度 
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図表 31 実物投影機の使用頻度 

 
 

協働学習支援システムのレスポンス機能については、使用している教員が５０％強であり、「選

択式」のクイズを利用している割合が高い。使用頻度は教員によって毎回から１０回に１回まで

幅広い。 

 

図表 32 協働学習支援システム・レスポンス機能 

 

 

図表 33 レスポンス機能の選択式か記述式、どちらをよく使用するか 

 

 

図表 34 協働学習支援システム・レスポンス機能の使用頻度 
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協働学習支援システムのイメージボード機能については、利用している教員は４０％程度であ

った。使用頻度は教員によって４回に１回から１０回に１回まで幅広い。使用方法は画像に書き

込みを行わせるのではなく、白紙に書き込みを行わせる方法で利用している例が多い。 

 

図表 35 協働学習支援システム・イメージボード機能について 

 

 

図表 36 協働学習支援システム・イメージボード機能の使用頻度 

 

 

図表 37 イメージボード機能は白紙で使用か、画像に書き込みか 
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ｅライブラリの履歴ドリルを利用している教員は６０％であった。使用時間は１０分が最も多

い。一方で、この先、生徒の学習履歴を確認し、管理したいとの回答が７０％程度を占めた。 

 

図表 38 e ライブラリについて 

 
 

図表 39 e ライブラリの使用頻度 

 

 

図表 40 e ライブラリの使用時間 
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授業で利用しているｉＰａｄアプリについては Dropbox が最も多く、次いでカメラ、

Neu.Annotate などである。ｉＰａｄの活用頻度は、生徒は毎回、教員は２回に１回が多く、２

回に１回までの利用は生徒で６０％強、教員で４０％強であった。 

教員のＩＣＴ機器活用は、Dropbox と neu.Annotate により、生徒に課題を提示したり、生徒

の回答を共有しながら授業を進める方法が主となっている。 

 

図表 41 授業で使用している iPad アプリ 

 

 

図表 42 一番使用している iPad アプリ 

 

 

図表 43 授業での生徒の iPad 使用頻度  
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図表 44 授業での先生の iPad 使用頻度  

 

 

その他、教員のｉＰａｄアプリ等の操作スキルに関する調査結果を以下に示す。 

必ずしもＩＣＴ機器の操作に習熟していない教員もいるものの、基本的な授業パターンに関す

る操作は多くの教員が身に着けており、授業での高い利用頻度に結びついている。 

 

図表 45 iPad アプリの操作 

 

 

図表 46 その他の操作 
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１．１．４ ＩＣＴ機器を授業に用いることへの評価の分析 

(1) 生徒 

生徒を対象としたアンケートを７月に行い、ＩＣＴ機器を授業に用いることの評価について分

析した。まず、いずれの質問についても、１年生において全般的に評価が高くなっている。これ

は、１年生は４月からＩＣＴ機器を活用した授業を受けて、効果的であると実感しており、２，

３年生はＩＣＴ機器を活用した授業に慣れているためと考えられる。 

また、「楽しく学習できたと思いますか」「学習活動の中で教科書や資料などを利用して必要な

情報を見つけられたと思いますか」「ノートやワークシートに自分の考えをまとめることができた

と思いますか」について、評価が高くなっている。 

 

図表 47 ICT 機器を授業に用いることの評価① 
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図表 48 ICT 機器を授業に用いることの評価② 
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電子黒板については、「生徒のｉＰａｄ画面を電子黒板で見せるのは、学習に役立つ」「電子黒

板に考えを提示して話し合うことは学習に役立つ」の評価が高くなっている。 

 

図表 49 電子黒板に対する評価 
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ｉＰａｄについての評価は、「自分専用のｉＰａｄがあると、調べ学習が便利」が２４年度に引

き続き、非常に高い。休み時間にも調べものをする生徒はとても多く、ｉＰａｄの自己管理のも

とで授業内外において、疑問に思ったことをすぐに調べる習慣化がされていることがうかがわれ

る。 

 

図表 50 iPad に対する評価 
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協働学習に対する評価は、平成２３，２４年度から余り大きな変化はなく、「友だち同士で教え

あうことができた」「友だちと協力して学習を進めることができた」「友だちの考え方や意見を知

って、学びが深まった」についての評価が高い一方で、「自分がｉＰａｄなどを使って発表してみ

たい」についての評価は相対的に低い。 

 

図表 51 協働学習に対する評価 
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ＩＣＴ機器を授業に用いることの評価については、主要５教科について、いずれについても「分

かり易い」との回答が多く、特に、数学、理科など抽象的で苦手な生徒を生みやすい教科におい

て「分かり易い」との回答割合が高い。抽象的な内容について、動画で確認したり、図示が増え

たりすること、ＩＣＴ機器の活用により授業が効率化され、演習量が増えることなどが授業の分

かり易さに結び付いているものと推測される。 

 

図表 52 ICT 機器を授業に用いることの評価③ 
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次に、ＩＣＴ機器の操作性等について、全学年に対して質問した。「準備に時間がかかる」につ

いて、２，３年生は否定的な回答をしている。また、「ペン入力は書き辛い」「ペン入力は書き易

い」については、意見が拮抗した。少人数の集団のため、学年の特性が出ているものと思われる

が、「授業の進行に影響がでる」「授業がよりスムーズに進む」については肯定的な回答をしてい

ることから、授業自体への影響は少ないものと考えられる。 

 

図表 53 ICT 機器を授業に用いることの評価④ 
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電子黒板の活用について「授業が遅くなった」「ノートを取るのが難しくなった」「手を動かさ

ず眠くなる」について多くの生徒が否定的であり、特に利用頻度の高い電子黒板の利用に懸念は

ないと考えられる。 

「教室の電気や天気により見え辛い」「目が疲れる」については、一定の回答があった。生徒か

らは、光の反射により見えにくいことがあるとの意見がでているため、カーテンを引く等の対処

が必要である。 

 

図表 54 ICT 機器を授業に用いることの評価⑤ 
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(2) 教員 

教員を対象としたアンケートを行い、ＩＣＴ機器を授業に用いることについて分析した。 

電子黒板の利用場面については、「教師が課題を提示する場面」「生徒が学習の理解を深める場

面」について全員が利用しており、「生徒に発表させる場面」「教師が子どもの活動や作品などを

提示する場面」の利用も多い。また、電子黒板を活用した協働学習での利用場面については、「一

人が発表したことについて、クラス全体で考える場面」「同じ問題について、クラス全体で話し合

う場面」での利用が多い。 

 

図表 55 評価：電子黒板の利用場面 

 

 

図表 56 評価：電子黒板の協働学習での利用場面 
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図表 57 評価：生徒用 iPad の利用場面 

 
 

図表 58 評価：生徒用 iPad の協働学習での利用場面 
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一人が発表したことについて、クラス全体で考える場面

同じ問題について、クラス全体で話し合う場面

ネットワークを使って遠隔地を結んで学ぶ場面

その他
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授業での効果的な利用場面については、導入場面でのＩＷＢの利用は全員が効果的と回答して

おり、展開場面でのｉＰａｄとＩＷＢの併用、終末場面でのＩＷＢ利用が効果的との回答が多い。

導入と終末において、ＩＷＢを活用することで、授業のねらいや学習のまとめを明確にし、展開

部分では時々に応じてＩＷＢやｉＰａｄを併用した学習活動が行われた。 

また、単元での効果的な利用場面についても、単元の導入部分、まとめ部分でのＩＷＢの利用、

単元の展開部分でのｉＰａｄ利用との回答が多い。授業及び単元の導入部分ではＩＷＢを活用し、

生徒に視覚的に訴え、体験の代替や体験の想起を行い、単元の展開部分では一人一台のｉＰａｄ

を使って学習を進めている。 

 

図表 59 評価：授業での効果的な利用場面 

 

 

図表 60 評価：単元での効果的な利用場面 
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【iPad】授業の導入場面

【iPad】授業の展開場面

【iPad】授業の終末場面
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【IWB】授業の終末場面

[N=11]
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【IWB】単元の導入部分

【IWB】単元の展開部分

【IWB】単元のまとめ部分
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ＩＣＴ機器全般の使いやすさについては、ほとんどの教員において問題は発生していない。ま

た、障害が発生した場合の対応についても負担と考える教員は減っており、ＩＣＴ支援員の一次

対応が機能していること、ＩＣＴ機器操作に教員がより一層慣れたことが要因と考えられる。 

 

図表 61 評価：ICT 全般の使いやすさ 

 

 

ＩＣＴを授業に用いてよかったと思うことについては、「効果的な教材を作成することができる

ようになった」が最も多く、「教材作成や授業準備が効率的に行えるようになった」「各生徒に合

わせた個別指導が行えるようになった」「公開授業等、他の教員の指導方法を学ぶ機会が増えた」

などの回答が多い。授業準備の効率化や個別指導などをよかった点としてあげる教員が増えてお

り、ＩＣＴ活用実践の積み重ねによって、効率的により良い授業が実施できていると考えられる。 

 

図表 62 評価：ICT を授業に用いてよかったと思うこと 
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教室へ電子黒板を設置することで、授業の実施などに

問題が生じたことがある。

充電保管庫を設置することで、問題が発生したことがあ

る。

授業での無線LANネットワークの利用で問題が発生した

ことがある。

協働学習支援システムの利用時に障害が発生したこと

がある。

ICT環境で発生した障害への対応は、負担である。

[N=11]
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教材作成や授業準備が効率的に行えるようになった

効果的な教材を作成することができるようになった

効果的な机間指導が行えるようになった

各生徒に合わせた個別指導が行えるようになった

公開授業等、他の教員の指導方法を学ぶ機会が増えた

生徒と教員のコミュニケーションの機会が増えた

生徒同士のコミュニケーションの機会が増えた

その他
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ＩＷＢの使いやすさについては、「授業の中での使いやすさ」に関する評価が高い。「準備セッ

ティング」「システムの立ち上げ」「電子黒板の片づけ」は負担ではないと考える教員が多い一方

で、「教材等の準備」については一定の教員が負担を感じていた。また、「文字の書き易さ」の評

価は低いが、黒板との違いはあるがそれぞれに利点と欠点があると指摘する意見もあり、電子黒

板で表示すべき内容、手書きすべき内容の精選が必要と考えられる。 

 

図表 63 評価：IWB の使いやすさ 
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電子黒板は、授業の中で使いやすいと思う。

電子黒板に文字を書き易いと思う。

電子黒板を授業で利用するための準備セッティングは、

負担ではないと思う。

電子黒板のシステムを立ち上げるのは、負担ではないと

思う

電子黒板を利用するための教材等の準備は、負担では

ないと思う。

授業終了後に電子黒板を片付けるのは、負担ではない

と思う。

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない

[N=11]
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生徒用ｉＰａｄの使いやすさについては、「授業の中での使いやすさ」に関する評価が高く、負

担となっている事項も多くはない。普通教室での利用、教材等の準備については、平成２５年度

は改善が図られた。新学習指導要領での授業の実施が２年目を迎え、効率化が図られたことやＩ

ＣＴ支援員によるサポート等により、負担の軽減につながったものと考えられる。 

 

図表 64 評価：生徒用 iPad の使いやすさ 

 

 

協働学習支援システムの使いやすさについては、「生徒の画面を電子黒板に転送できること」「問

題への回答や問題に対する感想を生徒から収集できること」に対する評価が高い。 

また、ＩＣＴ支援員についてもスキルや支援内容について、全員が肯定的な回答をしている。 

 

図表 65 評価：協働学習支援システムの使いやすさ 
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生徒用iPadに文字を書き易いと思う。

生徒用iPadを授業で利用するための準備は、それほど

負担ではないと思う。

生徒用iPadのシステムを立ち上げるのは、それほど負担

ではないと思う。

生徒用iPadを利用するための教材等の準備は、それほ

ど負担ではないと思う。
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それほど負担ではないと思う。

授業終了後に生徒用iPadを片付けるのは、それほど負

担ではないと思う。

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない

[N=11]
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生徒の画面を電子黒板に転送できることは有効だと思う。

生徒の課題への取組みなどの進み具合を教員が画面で確

認できることは有効だと思う。

授業中に生徒のiPadで協働学習支援システムを強制的に

操作できないようにできることは有効だと思う。

授業中に問題への回答や、問題に対する感想を生徒から

収集できることは有効だと思う。

協働学習支援システムの授業での活用は有効だと思う。

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない

[N=11]
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図表 66 評価：教員支援の評価 

 

 

  

11

11

9

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ICT支援員のスキルは十分だと思う。

ICT支援員のあなたへの支援は十分だったと思う。

教師への研修は役に立ったと思う。

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない

[N=11]



41 
 

次に、ＩＣＴを授業に用いることの評価について、意欲、理解、表現や技能を高めることにつ

いては全員が肯定的な回答をしている。また、生徒のＩＣＴ活用能力や技能の向上、知識理解の

深まり、集中力について肯定的に捉える教員が多い。実証事業３年目を迎えて、基本的な学力の

向上に効果が出ているものと考えられる。 

 

図表 67 評価：ICT を授業に用いることの評価① 

 

 

図表 68 評価：ICT を授業に用いることの評価② 
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１．１．５ 校外活動でのＩＣＴ利活用に関する分析 

(1) 修学旅行 

修学旅行でのｉＰａｄの利活用について、３年生を対象として生徒アンケートを実施し、その

結果を分析した。 

修学旅行でのｉＰａｄの活用について、「十分活用した」「少しは使えた」と考える生徒が多数

を占めた。生徒のｉＰａｄ活用方法は、画像・動画撮影以外に、撮影した画像を加工、共有をし

たり、民泊先の方へインターネットや既存の写真を使って哲西中学校の紹介したりなどであった。 

また、民泊先で利用したアプリは、カメラ、ファイル共有（Dropbox）、インターネット、資料

閲覧・作成（neu.Annotate）が多いが、スケッチブック（SketchBookX）や写真編集アプリを活

用している生徒もいた。ほかに、修学旅行で使いたい機能として、生徒からはカメラ機能の充実、

先生へのメッセージなどが挙げられた。 

 

図表 69 修学旅行での iPad2 活用について 

 
 

No iPad2 を画像・動画の撮影以外に、どんなことに活⽤できましたか 

1 民泊の人との交流 

2 画像の加工 

3 画像の加工 

4 雪の写真や動画を見せられたこと 

5 ドロップボックスでみんなのを見ようと思ったけどつながらなかった 

6 
民泊先の民家で、哲西中について知ってもらうためにインターネットを使った（哲西中学校のホームペ

ージ） 

7 インターネット（哲西中のホームページ）、ドロップボックス（他の班の様子を見た） 

8 民泊の時、哲西町の雪の写真を民泊先の方に見せたりできた 

9 民泊の人に写真を見せられた 

10 ホームページを見たり、民泊の人に桜の画像を見てもらったりした 

11 動画をとって、画像にするためにウゴトルを利用しました 

12 ドロップボックスでみんながアップした写真を見た。ホームページを見た 
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[N=18]

十分活用した 少しは使えた あまり使えない まったく使えない
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生徒として、修学旅行に携行すべきｉＰａｄの台数として、グループに１台との回答が最も多

く、次いで一人一台との回答であった。限られた利用機会なのでグループに１台で足りるという

考え方と、普段の学校生活と同様に一人一台使いたいという考え方の生徒がいることがわかる。 

また、修学旅行での利用で不安だった点として、雨や海水での水濡れが挙げられた。 

 

図表 70 修学旅行に、iPad2 をどれくらい携行した方がいいか 

 
 

なお、写真を撮る時に、まとめやホームページに顔の写った画像を利用してよいか相手に確認

したかについては、確認したとの回答が４０％程度を占めた。平成２４年度の調査では、確認し

た生徒が１名であったことを踏まえると、生徒に情報モラルが着実に定着してきた。一方で、よ

り多くの生徒に情報モラルを身に着けさせるためには、修学旅行や校外学習を実践の場として、

引き続き、指導をしていく必要がある。 

 

図表 71 写真を撮るとき、まとめやホームページに顔の写った画像の使用可否の確認 
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一人1台 グループに2～3台 グループに1台 必要ない

7 10

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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確認した 確認していない
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(2) 校外学習 

平成２５年６月に２年生を対象として実施した校外学習でのｉＰａｄの利活用について、生徒

アンケートを実施し、その結果を分析した。 

校外学習にｉＰａｄを持参することについては「とても便利」との意見が多数であった。特に、

必要な時に写真を撮ることができることへの評価が高く、メモを書ける、話を聞きながらまとめ

られる、後で活用しやすいなど、高度に使いこなして有効性を実感していた。 

 

図表 72 校外学習に iPad を持参することについて 

 

 

No 校外学習に iPad を持参することについて（具体的に） 

1 いろいろなところでメモ代わりになる、必要な時に写真も撮れる 

2 写真を撮ることができる 

3 話を聞きながらまとめることができる 

4 自分で好きなときに写真を撮ったりできる 

5 しっかりメモができた時。レポートに使える写真が、個人でたくさん撮れた時。 

6 写真を撮るとき、レポートを作成するときなど、いろいろな場面で便利 

7 写真を撮ったり、メモを書くのに便利 

8 素早くメモをとったり、カメラで写真を撮ったりを全て iPad で行えるので、とても便利 

9 見返すことができる、使いやすい 

10 聞いたことや大切なことをすぐにメモできる、必要な写真を撮ることができる 

11 
デジカメを持って行き写真を撮って印刷するより、個人で好きに写真を撮ることができるので、後で活

用するときに楽 

12 話を聞きながら、メモ書きができる 

13 写真やメモをとるときにすごく便利 

14 写真を撮ったりできる 

15 聞いたことなどをメモできる、大切な写真を撮ることができる 

16 写真を簡単に撮ることができる 

17 自分で撮りたい写真を撮ることができるところ 
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とても不便 不便 どちらともいえない 便利 とても便利
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また、校外学習でｉＰａｄを「活用できた」という生徒が約８０％であった。また、ｉＰａｄ

をグループに１台とすることについての評価は、不満、どちらともいえない、満足がほぼ同数で

あったが、自由記述の内容を見ると、自分が写真やメモを取りたい時に使えない、見せ合いなが

ら話ができない、まとめる際に不便などの意見があり、生徒は通常の授業で自由にｉＰａｄを利

用していることもあり、どちらかというと１人１台の利用を好む傾向がある。 

 

図表 73 校外学習で iPad を活用できたか 

 
 

図表 74 iPad をグループに１台にすることについて 

 
 

No iPad をグループに１台にすることについて（具体的に） 

1 いいことだと思う。たくさんの人がメモをするのではなく、一人が的確にメモをするのがいいと思う 

2 自分の使いたいときに使えないから 

3 グループに 1 台だとみんなが見づらいから 

4 見せ合いながら話ができないので、2 台以上必要だと思う 

5 グループでポイントを押えて学習できるのでいいと思う 

6 意見がまとまりやすくなると思うので、それはそれでいいと思う 

7 
1 人 1 台だと自分の好きなときに写真を撮ることができるし、一人一人が重要だと思ったことをメモでき

るから 

8 カメラ用に 1 台あれば他に困ることはないと思うので、大丈夫だと思う 

9 自分が写真を撮りたいときに撮ることができないので、グループに 1 台よりも、一人 1 台がいいと思う 

10 不便だと思う。理由は、自分が大切だと思った内容などをすぐにまとめることができないから。 

11 
代表者が写真を撮って Dropbox にアップロードすれば、班員がそれを自分の iPad に保存できて楽だ

が、代表者が撮った写真に自分の欲しい写真がないときに困るから 

12 大丈夫だと思うから 

13 
グループに 1 台だと、まとめるときに不便。一人 1 台にすると、個人の意見なども見られて便利だと思

う。 

14 自分が撮りたいときに撮れないから 

15 グループに 1 台だと、大切だと思ったことをすぐにまとめたりできないから 

16 大丈夫だと思うから 

17 みんな持っている方がたくさんのことをメモしたりできると思うから 
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まったく活用できなかった あまり活用できなかった どちらともいえない

活用できた とても活用できた

0 5 5 6 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=17]

とても不満 不満 どちらともいえない 満足 とても満足



46 
 

１．１．６ 家庭学習を促進するＩＣＴ環境についての分析 

(1) 家庭でのインターネットや情報機器の活用状況 

１年生とその保護者を対象として平成２５年５月に「家庭でのインターネットや情報機器の活

用状況についてのアンケート」を実施した。この結果及び昨年度の同アンケートの結果に基づき、

家庭学習を促進するＩＣＴ環境について分析した。 

アンケートを回収した２０家庭のうち、家庭でのインターネット利用は「利用している」が１

７名、うち「新見市光シティ」の利用は１６名であった。また、家庭でのインターネット接続方

法については「無線ＬＡＮ」が１２名、「有線ＬＡＮ」が５名であり、スマートフォンやタブレッ

トＰＣの普及に伴い、無線ＬＡＮの利用割合が増えている。 

昨年度の同調査と比較すると１年生の家庭でのインターネット環境は整っている傾向があるが、

家庭での無線ＬＡＮでのインターネット接続率は６０％であり、全家庭におけるインターネット

接続の確保は、もうしばらく時間がかかると考えられる。 

 

図表 75 家庭でのインターネット利用 

 

 

図表 76 ご家庭で加入しているインターネット回線の種類 

 

 

図表 77 家庭のパソコン等のインターネット接続方法 
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家庭でのＩＣＴ機器等の利用ルールは「ルールを設けている」が１０名、「ルールは設けていな

い」が１０名であった。 

ルールの内容は過年度と大きく違わないが、保護者の許可を得て利用する、一人では使用しな

いなど、保護者の監視下での利用をルールとしている家庭が増えている。 

 

 

図表 78 家庭でパソコンや携帯電話を利用するときのルールを設けているか 

 

 

No 家庭でパソコンや携帯電話を利⽤するときのルール（詳細） 

1 
今のところ、長時間の使用はない。自分の携帯は持っていないが、パソコンを使う時は一言親に伝え

る。親が不在の時に友達同士でパソコンを使用しない 

2 
30 分～1 時間以上はしない。変なサイトに行かない。使う時は、親に一言声をかけて使わせるようにし

ている 

3 21 時までの使用。1 人で使用しないこと 

4 
ノートパソコンの利用時は、何を見ているかチェックする。学習に関係することを主目的に検索させる。

親優先 

5 1～2 時間、宿題等が終わってから 

6 インターネットは親がそばにいるときのみ使う。携帯は中学校の間は持たせない 

7 
宿題が終わらなければ使わない。22 時を過ぎたら使わない。ゲームはしない。自分が使った後は必ず

ウイルスバスターでスキャンをかける 

8 パソコン等は親の許可を得てから使用するようにしている 

9 1 日 1 時間くらい。HP などいろいろ 

 

  

10 10
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[N=20]

利用ルールを設けている 利用ルールは設けていない
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次に、家庭での情報端末の利用状況を質問した。平成２５年度の１年生については、パソコン

や携帯ゲーム機等のインターネット機能の利用が多くなっており、いずれの情報端末も利用して

いないという生徒は存在しない。また、保護者の方の情報端末の利用も増えており、中学校入学

時には、家庭での一定の情報端末の利用があることを踏まえて、学校でのＩＣＴ利活用の指導、

リテラシー教育やモラル教育をしていくことが必要である。 

 

図表 79 保護者の方がご家庭で利用している情報端末の種類 

 

 

図表 80 生徒が家庭で利用している情報端末の種類 
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生徒の家庭でのパソコンや携帯電話の使い道については「ホームページの検索・閲覧」「動画の

閲覧」「ゲーム」「音楽の整理・再生」が５０％を超えており、平成２３，２４年度との比較でも

生徒は家庭で様々な目的でＩＣＴ機器を利用していた。 

また、平成２３，２４年度との比較では「ブログ・プロフ・twitter・SNS」「メール」は減少

していた。生徒の利用アプリの変化は非常に早いが、ソーシャルゲームやＬＩＮＥなど、新しい

アプリの動向も踏まえて、情報リテラシーの指導をしていくことが必要である。 

 

図表 81 パソコンや携帯電話の使い道 

 

 

生徒の家庭でのパソコンや携帯電話（通話を除く）の利用時間については、月に１時間から日

に３時間まで幅広く分布している。また、ＩＣＴ機器の利用が多い（日に２時間以上）の割合は、

約１０％であり、平成２３，２４年度の調査よりも減少している。 

 

図表 82 家庭でのパソコンや携帯電話（電話利用は除く）の利用頻度 
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保護者の期待として、学習に役立てること、ＩＣＴ機器操作の習熟や情報リテラシーの向上な

どが挙げられた。家庭においてもスマートフォンやタブレットＰＣが普及したことにより、本事

業への期待として、学習に役立てることを挙げる保護者が増えている。 

また、保護者の疑問や不安な点は、平成２４年度と同様に「破損への不安」に集中しており、

ｉＰａｄの活用について、保護者の理解は得られていると考えられる。 

 

No iPad の利⽤を通じて、お⼦さんに学んでほしいことや期待すること 

1 ゲームばかりでなく、学習意欲がわくようなアプリを探して、日々の学習に役立ててほしい 

2 興味のあることを自分で学習してほしい。IT に慣れていってほしい 

3 将来に役立つことを学んでほしい 

4 文字入力等が正確にできるように。勉強に役立ててほしい 

5 情報の共有の仕方、何に利用すれば便利がいいか、IT 機器の使用ルール 

6 将来的に役に立つことが学んでいけたら良いなぁと思っています 

7 知識を広めてほしい 

8 
どちらかというと、iPad に気を取られて本来の学習が疎かになることを心配しているので、あまり期待し

ていません。もっと活用の機会が広がる高校生になってからでも十分だと思います。 

9 今後必要になるものだと思いますので、基本的な使い方を学んで、幅広い情報を得てもらいたい 

10 以前から興味があったみたいなので、勉強などしっかり活用してもらいたいと思います 

11 親の方がインターネットや端末の操作に疎いので、使いこなせるようになってほしい 

12 パソコン等の情報機器について詳しくなってほしい。またそれを私たち親に教えてほしい 

13 

常識を逸脱した使い方をするのではなく、インターネットの正しい使用の仕方、また決してインターネット

の閲覧は無料ではないということ、そして中にはワンクリック詐欺などのサイト等もあるということを理解

できるようになってほしい 

 

No iPad を家庭へ持ち帰ることについて疑問や不安な点 

1 上の子も持ち帰っていましたので特別不安はありません 

2 壊さず持ち帰りできるか心配。不必要な情報まで知ることにならないか、不安あり 

3 故障等について 

4 壊さないか心配。情報管理。運搬時の心配 

5 通学途中の破損が心配です 

6 フューチャースクール事業の目的は何でしょうか？その結果期待されている成果はなんですか？ 

7 破損などの危険もあるので、持ち帰らなくても良いと思います 

8 持ち運びに壊れないよう気をつけてください 

9 iPad を持ち帰って学習する際に、自宅でインターネットを使用していないのですが、大丈夫でしょうか？ 
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(2) ｉＰａｄ持ち帰り時の状況 

平成２４年５月２３日に、１年生を対象として、初めてのｉＰａｄの家庭への持ち帰りを実施

した。その後、「ｉＰａｄ持ち帰りアンケート」を実施した。 

ｉＰａｄを家庭で使用した時間は、１～２時間未満が最も多く、０～２時間未満で約７０％を

占めたが、４時間以上との回答も２０％弱あった。また、利用方法は生徒のみでの利用のほか、

家の人と一緒に利用した生徒も約８０％を占めた。利用方法は、レポート、カメラ、アプリ、イ

ンターネットなどであった。 

 

図表 83 iPad を使用した時間 

 
 

図表 84 誰がどれくらい使用したか 

 
 

図表 85 どんなことに使用したか 
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ｉＰａｄの利用について、家の人と話したことについては様々な意見があったが、使いやすい、

便利、楽しいなどの反応があり、持ち帰りでのｉＰａｄの操作体験を通して、保護者もｉＰａｄ

を利用して勉強することを好意的に受け止めるようになっている。これらの結果を踏まえて、平

成２５年度は、中学校２，３年生は週２回、中学校１年生は週１回の持ち帰りを実施した。 

 

No iPad について、家の人と話したことを書いてください。 

1 iPad は、より分かりやすく、スムーズに、そして楽しくできるとかの話 

2 便利なものだなぁと思ったこと 

3 iPad は楽しいし、授業が分かりやすくなる 

4 使いやすいな～ 

5 兄と社会の日本一周のゲームで対決した 

6 こんな機能があるんだよと教えてあげました 

7 iPad が重たいなという話をしました。 

8 パソコンとは違い、とても便利です。使いやすいです。 

9 夢中になっていて無言（おばあちゃんと母が） 

10 iPad ってすごいんだね（母）。もうちょっと遅く産まれればよかった（兄） 

11 機械がすごい、こんなので勉強できるのはすごい、など 

12 いろんなことを楽しみながら調べることができ、喜んでいました 

13 便利だということ、アプリなどが面白い、学校でやっていること 

14 とっても面白い、便利 

15 ドリルは勉強になっていいと思う、いろいろなアプリを使って勉強に役立てたい、など 

16 お兄ちゃんが使っていた時よりも便利そうなアプリが増えていたといっていました 

17 
親が便利でびっくりとか、いろいろな写真が撮れるのはすごい、iPad で勉強ができるのがすごいねぇっ

て言ってました 
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１．２ ３か年の事業のまとめ 

１．２．１ 授業記録簿に基づく利用状況の変化の分析 

平成２５年４月から１２月までの授業記録と、平成２３年度（２月１日から３月９日）の授業

記録を比較した。平成２５年度はすべての授業でＩＣＴを使うのではなく、意味のある場面で精

選して使うという方針であったが、１利用日あたりの利用時間数は、平成２３年度から大きな変

化はみられず、１利用日あたりの利用時間数は、約３．２８時数（１日・１学級あたり）と非常

に高い水準となっていた。 

使用機器は、平成２３年度と比較して平成２５年度は電子黒板が多く、電子黒板とタブレット

ＰＣの併用がやや少なくなっている。 

 

図表 86 使用機器 
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また、活用する目的は、平成２３年度は「課題の提示」「繰り返しによる定着」が最も多く、次

いで「教員の説明」であったのに対し、平成２５年度は「繰り返しによる定着」がやや少なくな

った。また、平成２３年度と比較して「動機付け」「生徒同士の教え合い」が減少し、「モデルの

提示」「体験の想起」「体験の代行」が多くなっている。活用が進むとともに、教員が電子黒板で

モデルや教材を提示するという授業のパターン化が進んだと考えられる。 

 

図表 87 活用する目的 
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１．２．２ 生徒のスキルや意識の変化 

平成２３～２５年度に実施した生徒アンケートの結果を用い、３年間ＩＣＴ機器を利用した現

３年生を対象として、３か年の生徒のスキルや意識の変化を分析した。 

 

(1) 使用状況 

ｉＰａｄの操作については、多くの操作項目で技能の向上が見られた。また、カメラロールの

仕様、データの取り扱い、電子黒板や協働学習支援システムの操作についても、着実に習得して

いた。 

図表 88 iPad の操作について 

 

 

図表 89 カメラロールについて 
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図表 90 データの取り扱いについて 

 

 

図表 91 電子黒板の使用について 

 

 

図表 92 協働学習支援システムの操作でわからないことがある 
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ｉＰａｄの操作は、使用年数を経るにつれて指で操作する割合が増えていた。また、文字入力

におけるローマ字の利用割合も増えている。指での操作と、ローマ字入力は学年を経るにつれて

増加する傾向が見られたが、同一集団でも使用年数を経ることで増加しており、生徒のＩＣＴ機

器への慣れを示すものと考えられる。 

 

図表 93 iPad はペンと指、どちらで操作することが多いですか 

 

 

図表 94 iPad の文字入力は、「日本語かな」と「日本語ローマ字」どちらですか 
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電子黒板等の操作スキルの向上が見られる一方で、ｅライブラリの利用は平成２４年度と同レ

ベルであり、休憩中のｉＰａｄの利用アプリの種類は減少傾向であった。ＩＣＴ機器の使用年数

を経るにつれて、当初のＩＣＴ機器そのものに対する興味・関心が薄れ、教材・教具として認識

されていること、休憩時間中のＩＣＴ機器の利用について一定の歯止めがかかっていること、特

定のアプリの使用のみに関心が向いていることなどが要因と考えられる。 

 

図表 95 ｅライブラリについて 

 

 

図表 96 休憩中に使用しているアプリ 
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図表 97 一番使っているアプリ 
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自宅にタブレットＰＣやスマートフォンなどがあり、操作もできる割合は増加しており、家庭

で行っている、あるいは行ったことがある活動は多様化している。学校での使用だけでなく、タ

ブレットＰＣ及びスマートフォンが急速に普及していることが背景にあるものと思われる。 

特に、メール、オンラインゲーム、ＳＮＳ、チャットなど、学校であまり体験する機会のない、

インターネット上に相手のいる活動の伸びが大きいことから、生徒、保護者に対する情報モラル

の注意喚起が必要と考えられる。 

 

図表 98 自宅にタブレット PC やスマートフォンなどがあり、操作もできる 

 
 

図表 99 家庭で行っているもの、また行ったことがあるもの 
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(2) 授業の状況 

授業の状況に関する評価は、多くの項目で年次を経るごとに評価は低下した。これは、調査を

繰り返し実施したため、評価が下がっている可能性があり、必ずしも実態を表すものではないと

考えられる。その中で、評価が改善傾向にある項目は「集中して学習に取り組むことができた」

「学習の目標やねらいを達成することができた」「学習した内容を整理して覚えることができた」

「ノートやワークシートに自分の考えをまとめることができた」「授業の中で、新しい考え方や決

まり、方法、法則などを見つけることができた」であった。学年が上がったことで、より明確な

意識を持って学習に取り組んでいること、自分の考えをまとめること、抽象的な内容を理解する

力が向上していることなどが要因と考えられるが、ＩＣＴ機器活用により、それらの効果が顕在

化しやすくなっている可能性がある。 

 

図表 100 楽しく学習できたと思いますか 

 

 

図表 101 積極的に授業に参加することができたと思いますか 

 
 

図表 102 集中して学習に取り組むことができたと思いますか 
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図表 103 学習した内容を もっと調べてみたいと思いますか 

 
 

図表 104 自分に合ったスピードや方法で学習を進めることができましたか 

 

 

図表 105 学習の目標やねらいを達成することができたと思いますか 

 
 

図表 106 学習した内容を整理して覚えることができたと思いますか 
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図表 107 教科書や資料などを利用して必要な情報を見つけられたと思いますか 

 
 

図表 108 じっくりと考えて、自分の考えを深めることができたと思いますか 

 

 

図表 109 ノートやワークシートに自分の考えをまとめることができたと思いますか 

 
 

図表 110 自分の考えや意見をわかりやすく伝えることができたと思いますか 
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図表 111 新しい考え方や決まり、方法、法則など見つけることができたと思いますか 
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い」「先生が他の生徒のｉＰａｄ画面を電子黒板で見せたりするのは、学習の役に立つ」「先生が

電子黒板にいろいろな考えを提示して話し合う授業は学習の役に立つ」の各項目において、評価

が改善傾向であった。 

生徒は、電子黒板を使った授業、特に、生徒個人のｉＰａｄの内容を学級で共有する、それら

の考えをもとに話し合う授業にＩＣＴ機器を利用した授業の効果を見出している。これは、教員

のＩＣＴ機器の利用方法とも一致しており、また、協働学習の観点からも望ましいとされる授業

形態である。 

 

図表 112 電子黒板や実物投影機などを使うと授業がスムーズに進むと思いますか 

 

 

図表 113 電子黒板や実物投影機などを使った学習は、わかりやすいと思いますか 
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図表 114 電子黒板や実物投影機などを使った授業をもっと受けてみたいと思いますか 

 
 

図表 115 生徒の iPad 画面を電子黒板で見せるのは、学習の役に立つと思いますか 

 
 

図表 116 電子黒板に考えを提示して話し合う授業は学習の役に立つと思いますか 

 

 

図表 117 黒板だけより、電子黒板等も一緒に使った方が学習の役に立つと思いますか 
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図表 118 自分たち生徒が iPad を利用する授業は、わかりやすいと思いますか 

 
 

図表 119 生徒用 iPad の画面は、見やすいと思いますか 

 
 

図表 120 生徒用 iPad に図形や絵などを書くのは、書きやすいと思いますか 

 

 

図表 121 学校に自分専用の iPad があると、学習に役立つと思いますか 
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図表 122 学校に自分専用の iPad があると、調べ学習が便利だと思いますか 

 
 

図表 123 授業では友だちと協力して学習を進めることができたと思いますか 

 
 

図表 124 授業では友だち同士で教えあうことができたと思いますか 

 

 

図表 125 友だちの考え方や意見を知って、学びが深まったと思いますか 
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図表 126 授業で自分が iPad などを使って発表してみたいと思いますか 

 
 

図表 127 授業で友だちが iPad などを使って発表するのを聞いてみたいと思いますか 

 
 

図表 128 生徒と先生の間でふだんより活発なやり取りができたと思いますか 
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(3) ＩＣＴ機器 

ＩＣＴ機器を使用した効果については、５教科全てにおいてＩＣＴ機器を利用した授業がわか

り易いとの評価であった。一方で、ＩＣＴ機器の使いやすさ、ｉＰａｄの使いやすさについては、

総じて平成２５年度の方が否定的な評価の割合が高かった。生徒は、ＩＣＴ機器を使用した授業

のわかりやすさは、高く評価しているといえる。 

 

図表 129 ICT 機器を使用することで、数学が分かり易い 

 
 

図表 130 ICT 機器を使用することで、理科が分かり易い 

 
 

図表 131 ICT 機器を使用することで、国語が分かり易い 

 
 

図表 132 ICT 機器を使用することで、社会が分かり易い 
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図表 133  ICT 機器を使用することで、英語が分かり易い 

 
 

図表 134 準備に時間がかかる 

 
 

図表 135 ICT 機器を使用することで、授業の進行に影響がでる 

 
 

図表 136 ネットワークに繋がらない・繋がり辛い・時間がかかる 
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図表 137 iPad の起動が遅い・止まる(フリーズする)・反応が遅い・読込が遅い 

 
 

図表 138 iPad で授業がよりスムーズに進む 

 
 

図表 139 iPad のペン入力は書き辛い・反応が悪い・字がずれる 

 
 

図表 140 iPad のペン入力は使い易い（キーボードだけでなく） 
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一方で、電子黒板については、「電子黒板で授業がよりスムーズに進む」の評価は高いものの、

その他の各項目で、平成２５年度は否定的な評価の割合が増加した。 

特に、「電子黒板の利用が多いと、手を動かさず眠くなる」「教室の電気や天気で特に見えにく

いことがある・斜めから見えにくい」「ＩＣＴ機器を使用することで、目が疲れる」については、

絶対数も多いため、指導時の配慮が必要である。 

 

図表 141 電子黒板で授業がよりスムーズに進む 

 
 

図表 142 電子黒板で授業が以前より遅くなった 

 
 

図表 143 電子黒板の利用でノートを取るのが難しくなった 
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図表 144 電子黒板の利用が多いと、手を動かさず眠くなる 

 

 

図表 145 教室の電気や天気で特に見えにくいことがある・斜めから見えにくい 

 
 

図表 146 ICT 機器を使用することで、目が疲れる 
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１．２．３ 教員のスキルや意識の変化 

平成２４，２５年度に実施した教員アンケートの結果を用い、２年とも在籍した７名の教員を

対象として、２か年の教員のスキルや意識の変化を分析した。 

 

(1) 使用状況 

電子黒板の使用内容は、「黒板モードを使用」「画像比較を使用」「インターネットで検索したも

のを提示」「PowerPoint などＰＣを利用したワークシートやフラッシュカードを提示」「Dropbox

や Evernote のデータを表示」「生徒に発表や、回答を書き込ませる」の各項目で増加し、また、

電子黒板や実物投影機の使用頻度も増えていることから、活用の幅が広がっている。また、「板書

を行う」との回答も増えており、電子黒板と板書の効果的な使い分けが進んでいると考えられる。 

 

図表 147 電子黒板の使用内容 

 
 

図表 148 電子黒板の使用頻度 
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図表 149 実物投影機の使用頻度 
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協働学習支援システムについては、レスポンス機能、イメージボード機能ともに、利用頻度が

低下している。なお、平成２５年度は、レスポンス機能は選択式での利用が、イメージボード機

能は画像に書き込みを行わせるという利用が行われている。協働学習支援システム以外のアプリ

の利用が浸透した結果、協働学習支援システム自体の利用は減少しているものの、新たな利用パ

ターンが定着しているものと考えられる。 

 

図表 150 協働学習支援システム・レスポンス機能の使用頻度 

 
 

図表 151 記述式と選択式、どちらをよく使用するか 

 
 

図表 152 協働学習支援システム・イメージボード機能の使用頻度 

 
 

図表 153 白紙で使用するか、画像に書き込みを行わせているか 
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ｅライブラリについては、対象となる教員が少ないため参考データではあるものの、使用頻度

は下がっているものの、使用時間は長くなっている。 

 

図表 154 e ライブラリについて 

 
 

図表 155 e ライブラリの使用頻度 

 
 

図表 156 e ライブラリの使用時間 
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ｉＰａｄの使用頻度は、生徒、教員ともに下がっているものの、使用しているアプリは多様化

が進んでいる。平成２５年度は必要な時にＩＣＴ機器を使用するという方針で本事業を推進して

きたため、ｉＰａｄの使用頻度は低下しているものの、活用内容は授業の内容に応じて適切なア

プリを利用する等、高度化していると考えられる。 

 

図表 157 授業での生徒の iPad 使用頻度 

 
 

図表 158 授業での先生の iPad 使用頻度 

 
 

図表 159 授業で使用しているアプリ 
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図表 160 一番使っているアプリ 

 

 

なお、Dropbox へのアップロードやスキャナの利用など、教員のＩＣＴスキルは着実に向上し
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図表 161 画像、PDF を区別して Dropbox にアップロードできる 

 

 

図表 162 その他 
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(2) 授業の状況 

電子黒板の使用場面については、「教師が課題を提示する」「生徒が学習の理解を深める」「教師

が子どもの活動や作品などを提示する」場面での利用が増え、利用場面が多様化している。また、

協働学習での利用場面については、「一人が発表したことについて、クラス全体で考える」「同じ

問題について、クラス全体で話し合う」場面での利用が増えており、学級単位での活動が増えて

いると考えられる。 

また、ｉＰａｄの利用場面についても同様の傾向がみられ、利用場面の多様化が進むとともに、

学級単位での活動が増えている。ただし、ｉＰａｄの利用場面については「相互に教えあう」「数

名が一緒に学びあう」「数名で話し合う」場面での利用も増えており、ｉＰａｄを用いて様々な活

動が展開されている。 

図表 163 電子黒板の利用場面 

 

 

図表 164 電子黒板の協働学習での利用場面 
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図表 165 生徒用 iPad の利用場面 

 

 

図表 166 生徒用 iPad の協働学習での利用場面 

 

 

 

  

5

5

2

4

1

1

6

6

3

4

4

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教師が課題を提示する場面

生徒が学習の理解を深める場面

教師が実験や観察、制作の手順を説明する場

面

生徒に発表させる場面

教師が子どもの活動や作品などを提示する場

面

その他

平成24年度[N=7] 平成25年度[N=7]

1

1

2

3

3

1

3

3

3

1

6

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相互に教えあう場面

数名が一緒に学びあう場面

数名で話し合う場面

数名で協力したり助け合ったりする場面

一人が発表したことについて、クラス全体で考

える場面

同じ問題について、クラス全体で話し合う場面

ネットワークを使って遠隔地を結んで学ぶ場面

その他

平成24年度[N=7] 平成25年度[N=7]



82 
 

 授業での効果的な利用場面については、ｉＰａｄ、電子黒板ともに導入、展開、終末のいずれ

の場面でも利用が増えている。単元についても同様の傾向で、ｉＰａｄ、電子黒板ともに導入、

展開、まとめのいずれの場面でも利用が増えている。授業での利用経験を踏むにつれて、授業の

時間帯あるいは単元の内容を問わず、効果的な場面でＩＣＴ機器の活用ができるようになってい

ると考えられる。 

 

図表 167 授業での効果的な利用場面 

 

 

図表 168 単元での効果的な利用場面 
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ＩＣＴ機器全般の使いやすさについては、経験を積むにつれて、問題が発生することがあって

も、障害への対応を負担だと感じないようになっている。教員もＩＣＴ機器の操作に習熟するに

つれて、その他の教材・教具と同様に扱えるようになっていると考えられる。 

また、ＩＣＴを授業に用いてよかったと思うことについては平成２５年度の評価が全般的に高

くなっており、特に「教材作成や授業準備が効率的に行える」「公開授業等、他の教員の指導方法

を学ぶ機会が増えた」などの伸びが大きくなっている。これらのことから、事業開始から３年を

経て、授業の質の向上に寄与していると考えられる。 

 

図表 169 ICT 全般の使いやすさ 

 
 

 

図表 170 ICT を授業に用いてよかったと思うこと 
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(3) ＩＣＴ機器 

電子黒板、ｉＰａｄの使いやすさについては、経験を積むにつれて、使いやすい、負担ではな

いとの回答が増えている。特に、準備、システムの立ち上げ、片づけなどを負担ではないと考え

る教員が増えており、定型化した操作に習熟することで、特に不安や負担を感じずにＩＣＴ機器

を利用できていることがうかがわれる。 

また、教材等の準備の負担についても評価は向上しており、過年度の蓄積を活用したり、教員

自身のＩＣＴスキルが向上したことで、教材準備の負担は減少しており、さらにＩＣＴ機器の利

用を進めることで、より一層、効果が表れてくると考えられる。 

 

図表 171 電子黒板の使いやすさ 
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図表 172 生徒用 iPad の使いやすさ 
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協働学習支援システムの使いやすさ、教員支援のへの評価については大きな変化は見られなか

った。このような結果になったのは、協働学習支援システムの利用頻度が下がっていることと、

ＩＣＴ支援員については当初からその重要性が教員に認識されていたことが要因と推測される。 

教員への研修は役に立ったとの回答は増えていることから、今後も、教員のスキルに応じた研

修の実施が必要と考えられる。 

 

図表 173 協働学習支援システムの使いやすさ 

 
 

図表 174 教員支援の評価 
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ＩＣＴ機器を授業に用いることへの評価については大きな変化は見られなかった。平成２５年

度は大きく評価がわかれた項目があるが、教員の利用方法が多様化しているため、教員が感じる

生徒への効果も多様化しているものと推測される。 

 

図表 175 ICT 機器を授業に用いることの評価① 

 

 

図表 176 ICT 機器を授業に用いることの評価② 
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１．２．４ 卒業後のＩＣＴ機器利用状況と意識の分析 

平成２４年度に哲西中学校を卒業生した高校１年生を対象として平成２５年１０月に「ＩＣＴ

機器を利用した授業等に関するアンケート」を実施した。この結果に基づき、２年間ｉＰａｄを

利用した卒業生が高校生になってからどのようにＩＣＴ機器を利用しているのか、また、中学校

時代に受けたＩＣＴ機器を利用した授業についてどのように認識しているのかについて分析した。 

まず、スマートフォンの利用状況については１７名中１６名がスマートフォンを利用していた。

スマートフォンの購入理由については、現在の主流であり、便利だからとの意見が大勢を占めた。 

 

図表 177 現在、スマートフォンか携帯電話を利用していますか 

 
 

図表 178 利用しているスマートフォンの OS 

 

 

スマートフォンの利用方法については、ＬＩＮＥ・ＳＮＳが最も多く、次いで、カメラ、イン

ターネットなどであった。中学校１年生の家での利用方法と比較してもＬＩＮＥ・ＳＮＳの利用

割合が高くなっている。生徒は、ＬＩＮＥの機能は理解したうえで利用しているが、中学校卒業

後はスマートフォン利用時の保護者の監視も行き届かなくなると考えられ、使い方によっては個

人情報の漏えい・流出や犯罪に巻き込まれるなどの大きなトラブルにつながる恐れもある。 

中学校卒業段階で、アプリをどのように使えばよいのか、どのような危険性があるのか等を生

徒が十分に理解し、利用方法を判断できるように、義務教育段階からリテラシー教育やモラル教

育を行っていく必要がある。 
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図表 179 電話の機能以外にスマートフォンをどのように利用していますか 

 
 

図表 180 スマートフォンでよく使うアプリはなんですか 

 

 

なお、タブレットＰＣを持っている生徒は２０％であった。中学校卒業後に利用する主なＩＣ

Ｔ機器はスマートフォンになっている。 

 

図表 181 タブレット PC を持っていますか 

 
 

図表 1 持っているタブレット PC の OS 
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高校の授業中にＩＣＴ機器があればよいと思うかについて、７０％程度の生徒がＩＣＴ機器が

あればよいと思うことがあると回答した。使いたいＩＣＴ機器はタブレットＰＣと無線ＬＡＮネ

ットワークであった。使う目的としては調べ学習との回答が多く、レポートやプレゼンテーショ

ンとの回答もあった。なお、使いたいと思わない理由は、アプリで遊ぶ人がいる、かさばるし重

たい、不注意で壊れることがある、高校では利用する時間がないなど、タブレットＰＣを利用し

たくないわけではなく、タブレットＰＣの利用に付随するデメリットを挙げる意見があった。 

 

図表 182 授業中に ICT 機器があればいいと思うことがありますか 

 
 

図表 183 授業中に使いたい ICT 機器 

 
 

No 授業で ICT 機器を使いたい場⾯と理由 

1 

調べたいものをすぐ調べ

られて、使わないときは

机の中に入れるなど 

いざ調べたいと思ったときに便利だから 

2 国語や英語の授業 授業中に言われた意味調べなどに活用できるから 

3 

調べものをするときにパ

ソコンや本がある教室に

行かなくても使えること 

近くにあると便利だから 

4 写真加工 細かい部分の作成ができる 

5 調べ学習 
中学までは気になったことがすぐ調べられたけど（ipad）、高校になってか

ら、なかなか調べ学習ができない 

6 類題を探したいとき 自分のレベルに合う問題を解いたら身につくから 

7 辞書を使っているとき iPad ならすぐ調べられるから 

8 社会・数学・プレゼンの時 
プレゼンがやりやすく作りやすい。調べものができる。紙の削減。授業中

に復習などに使う 

9 調べもの 簡単かつすぐに調べることができるから 

10 
授業での探しものがある

とき調べる 
調べ活動がしやすい 

11 授業 レポートなどの提出物をペーパーレスにできると楽 
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高校に自由に利用できるＩＣＴ機器があればよいと思うことがあるかについて、思うことがあ

るとの回答が９０％程度を占めた。使いたいＩＣＴ機器としてはタブレットＰＣが挙げられ、主

な利用用途は授業中や休み時間の調べものであった。 

中学校時代に一人一台のタブレットＰＣを自由に利用してきた生徒は、疑問をタブレットＰＣ

を利用してすぐに解決しようとする姿勢が習慣化していることがわかる。 

 

図表 184 学校に自由に利用できる ICT 機器があればいいと思うことがありますか 

 

 

図表 185 学校で自由に使いたい ICT 機器 
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8 物理・生物・数学の時 立体的に図が見られてわかりやすいから 

9 調べたいことがあるとき すぐに調べられるから 

10 すぐに何かを調べたいとき 
現代社会の授業だと調べることが多いので、iPad があるとすぐに解決でき

る 

11 調べ物ができる 調べやすい 

12 調べ物をするとき 学校のパソコンが少ないから 

13 授業 調べ学習に有効 
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高校でも一人一台のタブレットＰＣを使えるとよいと思うかについて、思うとの回答が６０％

程度であった。使いたいＩＣＴ機器としてはタブレットＰＣが挙げられ、主な利用用途は授業中

や休み時間の調べものであった。使いたい理由として、調べものをする、授業の理解度があがる、

意見を共有できる、便利である、将来的にも使うので継続的に使いたい、など様々な意見があっ

た。高校のＩＣＴ機器を利用しない授業との比較を通じて、中学校で受けていたＩＣＴ機器を利

用した授業の利点を指摘する意見が目立った。 

なお、使えるとよいと思わない理由について、高校は授業進度が速いのでＩＣＴ機器の利用場

面が少ないことを指摘する意見があった。 

 

図表 186 高校でも 1 人に 1 台のタブレット PC（iPad）を使えるといいと思いますか 

 
 

No ⾼校でタブレット PC を使いたい理由 

1 調べたいものがあればすぐに調べることができるから 

2 授業中に出た気になる単語を調べるのに活用するため、インターネットを使うため 

3 個人で持つことにより責任感がある 

4 
高校に入学して授業中よく「あーこんな時 iPad があれば・・」と思うことが何回もあります（数学・科学な

ど）。だから高校でも使えればいいと思う 

5 
やはり紙も使わないのでエコだし、これからはこういう電子機器が一般になるから、今のうちに慣れて

いた方がよいと思う 

6 最先端をいくから。便利だから 

7 大学に入ってから役に立ちそう。使い勝手がいいと思う 

8 いつでも調べることができ、勉強もできる 

9 みんなの意見をすぐにわかるようにしたい。単語などがすぐに覚えられそう（休憩中に） 

10 調べ物ができる 

 

No ⾼校でタブレット PC を使いたいと思わない理由 

1 特に必要ないと思う。特に調べたりすることがないから 

2 
授業中に iPad を使って、授業についていけなくなっても自分のせいだし、高校は単位制だから単位が

取れなくても、結局は自分だから、別になくてもそんなに変わらないと思う 

3 
必要ないと思います。授業の難度も比較的に上がっていますし、紙を使って人と人とが交流できるほ

うが効率もよく、逆に ICT 機器を使うことに関するメリットが見当たらない 

4 
高校の授業は、中学校と違いペースも早いし、共有の場も減るのでタブレット PC を使ってもペースは

上がらない 

5 あったらとても便利だけど 1 人 1 台まではいらない。4～5 人のグループに 1 つくらいでいいと思う 

6 タブレット PC を使う時間がないから 

7 モラルが守れない 
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中学校でＩＣＴ機器を利用したことが役立っていると思うことがあるかについて、思うことが

あるとの回答が８０％程度を占めた。具体的には、タイピングが速くなった、スマートフォンや

タブレットＰＣをスムーズに利用できる、様々なアプリに対応できる、ＩＣＴ機器に興味を持っ

たなど、情報リテラシーの向上に関する意見が多いが、プレゼンテーションや意見の共有ができ

るなど学習面の効果を指摘する意見もあった。 

一方で、役立っていると思えない理由については、ＩＣＴ機器に夢中になってしまう人がいた

こと、高校では利用できないことなどを挙げる意見があった。 

 

図表 187 中学校で ICT 機器を利用したことが、今、役に立っていると思うことがありますか 

 
 

No ICT 機器の利⽤が役⽴っている理由 

1 PC を使うときに、タイピングが速くなった 

2 携帯がとても使いやすくなった 

3 スマホを買った時、使い方に困らなかった 

4 
私は商業科に入ったので役立つことがたくさんあります。情報を学ぶ時、中学校で何気なく使っていた

言葉などがでる時があるから 

5 自分の携帯の使用時 

6 調べものをする時。辞書を持ち歩いている時。休み時間 

7 スマートフォンが使いやすい。タブレット系の機械に強くなれる 

8 
インターネットと触れ合うことで、常にインターネットの恐ろしさを確認し、高校でインターネットを利用す

る時、役に立つと感じる。また、自分の意見を共有してきたので発表が有利 

9 自分の携帯を使う上で 

10 
機械やタブレットについて詳しくなった。自分 1 人でプレゼンなどを作ることが自分にとって簡単になっ

た 

11 タイピングが早くなった。アプリでのその都度の対応ができるようになった 

12 iphone を利用しているが、使い始めた時、それほど戸惑わなかった 

13 情報機器に興味を持ちいろいろと調べたりしたのが役に立つ時がある 

 

No ICT 機器の利⽤が役⽴っていると思わない理由 

1 
確かに ICT 機器は便利ではあったが、学校でまで必要かといわれると何とも言えません。自由度の高

い使用基準で夢中になってしまう人が多く見受けられたから 

2 今は調べたいことがあっても、すぐに調べられないから 
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中学校でＩＣＴ機器を利用したことで、高校で困ったことがあるかについて、困ったことがあ

るとの回答が６０％弱を占めた。困った場面として、すぐに調べものができないとの意見が多く、

ほかに、図の手書き、プレゼンテーション作り、意見の共有が大変であることが挙げられた。 

 

図表 188 中学校で ICT 機器を利用したことで、高校で困ったことがありますか 

 
 

 

No ICT 機器の利⽤で⾼校で困った場⾯ 

1 
PC と iPad の反応の速度がちがうから、iPad のように早く操作をすると、PC が追いつかずフリーズして

しまう 

2 図などを iPad でやっていたから、高校に入って手書きの時に困った 

3 
全体的に ICT を使うことで授業の速度が落ちていたので、高校に入ってからの授業がとても速いよう

に感じました（高校なのだから速いのは当たり前かもしれませんが） 

4 辞書を持ち歩くので、ひたすら重い 

5 
調べ物をするのが大変。教科書を忘れた時に見せてもらわないといけない。プレゼン作りが大変。困

ったことのほうが多い 

6 運ぶときに注意しないといけない 

7 
すぐに調べたいことが調べられない。みんなの考えなどを言うときに、全員言うと時間がなくなってしま

うところ 

8 中学校の時は疑問をすぐに調べられたが、高校で調べようと「ふと」思ったときに出来ないこと 

9 学校で調べたいことがあっても、すぐに調べられない 

 

No ICT 機器の利⽤で⾼校で困ったことがない理由 

1 高校ではまったく ICT 機器にふれることがないから 

2 ほとんどは実習がないし、ICT は使わないから。ICT を使うよりもノートに書いて覚えるほうがよいから 

3 スマホを買った時、使い方に困らなかった 

4 高校ではいろいろな問題集とか辞書がきちんといっぱいあるから 

5 困ったことがないから 

6 全面的にスマホが上手く使えるから 

7 
中学校のときに 1 人 1 台 iPad を利用いう、なかなかできない経験をさせてもらって良かったと思ってい

るから 
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１．２．５ 事業の成果と今後の課題 

３年間にわたりｉＰａｄを利用してきた３年生のアンケート結果からは、ＩＣＴ機器を活用し

た授業を受けるにつれて、ＩＣＴ機器の操作については着実に習得しており、授業に際して操作

技能が問題となる場面はほとんどなくなっていることが明らかとなった。生徒は電子黒板を使っ

た授業、特に、生徒個人のｉＰａｄの内容を学級で共有したり、それらの考えをもとに話し合う

授業にＩＣＴ機器を利用した授業の効果を見出している。これは、教員のＩＣＴ機器の利用方法

とも一致しており、また、協働学習の観点からも望ましいとされる授業形態である。また、ＩＣ

Ｔ機器を使用した授業はわかり易いとの評価も高かった。 

 

また、教員については、電子黒板や実物投影機の使用頻度が増加し、電子黒板の活用の幅が広

がった。また、電子黒板と板書の効果的な使い分けが進んでいるなど、電子黒板は日常的に利用

される教具となった。一方で、ｉＰａｄは使用頻度は増加していないものの、利用アプリは増加

しており、必要に応じて利用が推進されている。また、電子黒板やｉＰａｄの使用場面は、多様

化が進んでおり、特に学級全体で考える、話し合う活動での利用場面の増加が見られる。 

教員のスキルはよく利用する機能については習得しており、問題が発生することがあっても、

障害への対応を負担だと感じないようになり、準備や片づけの負担感も軽減している。特に、「教

材作成や授業準備が効率的に行える」「公開授業等、他の教員の指導方法を学ぶ機会が増えた」な

どの点を教員は評価しており、授業の質の向上が図られた。 

 

卒業生のアンケート結果からは、中学校でのＩＣＴ機器の利用を経た生徒の情報リテラシーの

向上を改めて確認することができた。一方で、中学校段階でＩＣＴ機器を自由に利用した学習形

態に慣れたために、高校ではわからないことをすぐに調べられないことに対する戸惑いが挙げら

れた。また、卒業生は、調べる、まとめる、発表する、共有する等の学習がＩＣＴ機器ならでは

のものと認識しており、本事業で目指してきた教育活動の成果が生徒に表れているものと考えら

れる。 

 卒業生はスマートフォン等、個人のＩＣＴ機器を活用していた。その利用方法もソーシャルメ

ディアが中心であり、情報リテラシーと情報モラルが求められる。また、中学校段階においても、

家庭でのタブレットＰＣやスマートフォンの利用が増えており、利用方法も卒業生と同様の傾向

にあった。本事業での自由なｉＰａｄ利用を通じて、生徒はＩＣＴ機器の利点と欠点について、

一定の理解をしているものと考えられるが、引き続き、情報モラルの指導が必要である。 
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